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　その夜、ヴィクトール＝フランケンシュタイン博士はかせは久しぶりに愉ゆ快かいな気分だった。

　大小さまざまな研究室を揃そろえた彼の城に戻ると、真しん紅くの髪をした少年が、心細そうにして玄関ホールに控えていた。「おかえりなさいませ」という声は蚊かの鳴くように小さい。ここ数日、仕える博士の気分が荒すさみがちだったせいだ。不ふ興きようを買いやしないかと怯おびえている。

　ふむ、とフランケンシュタイン博士は目を細め、下働きの少年をつぶさに観察した。

（動物に喩たとえると──さながら、罠わなにかかって身動きのとれぬ仔こ鹿じかか）

　自分が思い浮かべた比ひ喩ゆにうなずくと、博士はいかにも寛かん大だいそうな笑みを見せた。

「遅くなってすまないな、ミゼラータ。冷えたので茶が飲みたいのだが？」

「……ッ、はい！　すぐにお持ちします」

　出かける前とは別人のように上じよう機き嫌げんな主人に、少年は戸惑いながらもひとまず胸を撫なで下ろしたようだ。罠から解放された仔鹿のように、一目散に城の奥に駆かけていく。博士は重たい外がい套とうを脱いで、自らは上階へと向かった。

　雑然とした研究室の、愛用の肘ひじ掛かけ椅い子すにもたれて、しばし瞑めい想そう。

　猫でも撫でたい気分だったが、あいにく前回の実験で使ってしまったからいない。

「博士……それは、新しい素材ですか？」

　少女じみた声に鋭するどく顔を上げれば、ミゼラータが香りのよいお茶と一緒に、片手でつまめる軽食や菓か子しをぎっしり載せた銀盆を抱えて立っていた。

　少年は巧たくみに手なずけた結果、フランケンシュタイン博士が「行き場のない漂ひよう泊はく民みんの子を拾ってくれた、奇き特とくな紳士」だと心の底から信じきっている。ガーネット色の純真な瞳は、博士が手に持っているものに吸い寄せられていた。

　細身のガラス瓶びんに密閉されたそれは、まるでルビーのかけらのように複雑に光を反射している。しかし輝きのリズムがまるで脈打つように規則的なのが、ミゼラータに本能的な不安をもたらすらしい。

　博士とは違って、少年はまったく普通の人間なのだ。──今はまだ。

「これかね。これは、とても強大な悪魔の細胞だ。おまえは決して触れてはいけないよ。だが今さら驚くことはなかろうミゼラータ。かねてより私は、世にも恐ろしい生き物を使って、まったく新しいそれを造ってきたではないか。そうだろう？」

「仰おつしやるとおりです、けど。では、また何か始めるのですか？」

「無論だ。楽しみにしているがいい」

　フランケンシュタイン博士が夢みるように陶とう然ぜんと語るのを、ミゼラータは真剣に聞いている。怖いけれど、気になる。そう書いてある瞳で、ガラス瓶を見つめて。

（動物に喩えるなら──さながら、好奇心いっぱいの仔犬か）

　博士はひそやかに笑った。

　反応の読みやすい生き物は、フランケンシュタイン博士の愛するもののひとつだ。そういう生き物の方が、実験動物に適している。

「よかったですね、博士」などという他た愛わいもない言葉を、無邪気に紡つむいでいるミゼラータを横目に、博士はさっそくガラス瓶の中身をどうするかという計画を練りはじめた。

　久しぶりに愉快な気分だった。そう、数年前、獅し子しと山や羊ぎを合成させた怪物造りに初めて成功した時よりも高こう揚ようしているかもしれない……。




　純粋な少年は、その「悪魔の細胞」が自分の身体からだに植えつけられるという呪のろわれた未来など想像もしていなかった。

　人造人間をはじめとして、数々の禁断の研究に手を染めた『狂博士』ヴィクトール＝フランケンシュタイン。博士が唯一そばに置いた助手・ミゼラータ。──のちに『夜よるの女じよ王おう』の騎士となり、センレッドという名を与えられる少年の、これはまだ無知で幸福だった時代のこと。
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　ミゼラータ。誕生日には可か愛わいいおまえに贈り物をあげよう。新しい血と肉、すなわち力を。裏切りの痛み、絶望の闇やみ、血肉を穢けがされた苦しみ、打ち捨てられた孤独もあげよう。おまえにはきっと似合う。代わりに私はおまえから……いや、今ここで告げることもないな。いずれわかる。私はそのために、カーディナルの瘦やせた雛ひなのようだったおまえを拾った……。

　おまえは飛び立つのだ。羽う衣いを紅あかく染め、不死鳥として。おまえは私にとって終わりではなく始まりであり、始まりではなく終わりだ。何度でもこの紅色の闇を思い出せ。忘れるな──。
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　二月の半ば。王都ロンディニウムは、まるで春のように穏おだやかな日和ひよりに恵まれた。

　霧きりもなく、綺き麗れいに晴れた空の下。低く響ひびきのよい声がセシアの耳をくすぐっている。





　月曜日に生まれた子は美しい

　火曜日に生まれた子は上品で

　水曜日に生まれた子は悲しみに満ちて

　木曜日に生まれた子は遠くに行きたがる

　金曜日に生まれた子は愛情にあふれ

　土曜日に生まれた子は苦労が多い

　日曜日に生まれた子は、可愛くて朗ほがらかでやさしい──。



　

「という詩が、この〈白しろの王おう国こく〉にあるそうだが」

「マザーグースですね」

「あなたは何曜日生まれだ？　セシア」

「ちょっと覚えてません……。そういうあなたはどうなのですか？」

　ラゼリオン様。とその悪魔を真の名で呼びそうになり、セシアは寸前で口をつぐんだ。真ま名なは二人きりの時でしか呼べないんだった。あぶないあぶない。

「もう二百年以上昔のことだから、私も覚えてはいないな。ひょっとすると今のマザーグースより先に、私が生まれていた可能性もある」

「なるほど……」

　ラゼリオンの実年齢を改めて聞かされると、今さらだがとんでもない生き物に思えてくる。

　今セシアたちがいるのは、昼前の陽光に満ちた花園──ローズグレイ・ハウスの中庭だ。

　二人の会話を聞こうと思えば聞こえるくらいの距離で、神の微笑ほほえみの執事や、フェアリー・ドールと呼ばれる三体の人形のメイドたちが、内輪だけの可愛らしいガーデン・パーティーの支し度たくをしてくれている。

　──あそこだけ見れば、文句なしで平和なんだけど……。

　執事とメイドたちのほのぼのしたやりとりから、花園が恐ろしく似合わない悪魔の方へと視線を転じ、セシアはふと眉まゆをひそめた。

　木陰のベンチで真っ黒な置物然としていたはずのラゼリオンの姿がない。

　唐とう突とつなひとだな、またどこに瞬間移動したんだ？　と訝いぶかっていると。

「セシア」

「ッ……！　音もなく背後に現れないでくれませんか!?」

　思いも寄らぬ至近距離に声の主ぬしの気配が迫せまっていたので、セシアはあやうく足元のハーブを踏ふみ潰つぶしそうになった。抗議の意をこめて振り仰あおげば、悪魔は彼の美び貌ぼうの中でもひときわ印象的なアイスグリーンの瞳を軽く輝かせている。

　ラゼリオンは表情に起き伏ふくがほとんどない悪魔だが、これは「楽しい」という意味だ。それがわかる程度には、セシアは不本意ながらも彼と付き合ってきている。

　──まったく……。

　──また、わたしの反応を楽しんでるな？

　少し悔くやしかったので、軽く睨にらむようにして怒ってみせたが、空から槍が降ってきても動じない悪魔に効果はなかった。いや、それどころか逆に、怒った表情も可愛いと言わんばかりの穏やかな目で見つめるという奥の手を出してきた。

　この視線に、最近のセシアはどうしても勝てない。鼓動が勝手に乱れ、困らされてしまう。

　気を紛まぎらわせるために、本来の作業に集中しようとしたら、うっかりミニチュア・ローズのピンクの花を摘つみすぎてしまった。……後で執事さんに頼んだら、お得意のハンドパワーでなんとかしてもらえるだろうか？

　そんな彼女の一人で忙せわしない状態に気づいていないのか、彼らしい悪いた戯ずら心ごころ故ゆえに気づかないフリをしているだけなのか、ラゼリオンは淡たん々たんと言う。

「背後が駄だ目めなら、隣に立てばよいのだろうか」

「そういう問題じゃありません。……わたしはこのとおり仕事中ですので、お願いですからあなたはベンチに戻ってまた読書でもしててください」

　でないと視線や身体からだの距離が気になって、鋏はさみさえちゃんと握れないではないか。

「しかし初めての昼のデートなのに、完全に別行動をとることもないのでは？」

　が、さらっと紡がれた反論に、セシアは噴き出した。彼女の肩先でひと休みしようとしていたモンシロチョウが、びっくりした様子で翅はねをもつれさせながら羽ばたく。

「誰だれと誰がデートですか」

「ここには私とあなたしかいないだろう。あなたの三騎士は幸い──もとい、残念ながら不在なのだから。今までは夜の庭園やあなたの部屋といった、少々不適切なところでばかり逢っていたが、たまにはこういう健全な交際も悪くないな。あなたはまだ十七歳だし」

「まだ、じゃなくて、もう十七歳です。だいたい、わたしはデートのつもりはないと」

「つもりがないのなら、その気にさせればいいだけなのだが」

「な、何をする気ですか」

　微妙に怖い文句が続き、セシアはたじろぐ。

　何を焦ってるんだ、みっともない、しっかりしろ自分。こういうときめく展開に耐性がないにも程がある。──頭の中でそう言い聞かせて気合を入れ直し、セシアはすっきりと晴れた空にはそぐわない黒ずくめの悪魔を視線で刺す。

「具体的に何をするか、計画はまだ立てていないのだが。あなたは私にどうされたい？」

「別に何もされたくありません。ええ本気で」

「そうか。では黙だまって意味ありげに見つめることとしよう」

「……それはだいぶ困ります……」

　つかみどころのない、ややこしい性格だが、濡ぬれたような黒髪が縁ふちどる美貌がため息を誘うほど端整なことは認めざるをえない。人間でいえば二十代後半にさしかかったくらいにしか見えないのに、実年齢二百歳余りという歳月にふさわしい風格が具そなわっているのが独特だ。普通の人間の貴公子には、こういうニュアンスはない。

　特徴的な黒手袋はつけたままだが、上着は脱いでシャツ一枚なので、彼にしてはくつろいだ格好とは言える。

　普段の死神か闇やみの君主かという服装に比べれば、まあデート向けに見えないことも……。

　──いや、見えないな。見えない見えない。

　セシアは自分で自分に突っ込んだ。うん、いい感じだ。冷静さを取り戻せてきている。

「花園を見ないかと誘われた時には、てっきりその話題かと思っていた」

「どの話題──いえ、なんだか予測がついたので言わなくて結構です」

「そうか？　リンゴやアーモンドの木々は庭を脅おびやかす悪あしきものを退しりぞける力があるとか、花嫁とは『花の娘』という意味だとかいう、夢のある語らいのことなのだが。あなたとは普段は、魔術や狂気といった暗くドロドロした話ばかりだからな」

　てっきり、二人の間では定番になってしまった「嫁においで」「いけません」の応おう酬しゆうかと警けい戒かいしていたセシアは肩透かしを食らう。

「あ……そっちだったんですか？　そういう話題なら、まあ、構いませんけど」

「おや？　あなたはどちら方面を想像──あるいは期待されていたのかな」

　しれっとして尋ねるラゼリオンに、セシアはつんと顔を背そむけた。

「何度も申し上げますが、何も期待はしてません。お花の話をしましょう」

「ジャスミンとオレンジ、そして薔ば薇らの花は愛と多産の象しよう徴ちようで、この国では花嫁の髪を飾ると聞いたのだが。あなたはどんな花を使いたい？」

「結局お花から、そっち方面に話を持っていってませんか!?」

「──なるほど。花と愛の言葉が結びつくというわけか。あなたにしてはロマンチックな見解だな」

　普段どれだけわたしの思し考こうが殺さつ伐ばつとしてるというのだろう。セシアは半眼になった。

「わたしが特に花言葉が好きで詳しいというわけではなくて、知らないといろいろと不便なんです。この国では今でも、暗号や秘密のメッセージに花言葉を使用してますから。花の種類はもちろん、色やアレンジメントの方法でも意味が変わるから、頭が痛くなりますけど」

「そうげんなりせずとも。詩情あふれる奥ゆかしい文化ではないか。──どうぞ」

　不意に差し出されたのは、バーベインの控ひかえめな花。──つれない恋人に愛情を求め、つなぎとめたい時に使う花だ。

　今も特に表情を動かしたりしないが、セシアはラゼリオンのアイスグリーンの瞳の奥に、面白がるような光を見つけることができた。

　彼がセシアに試しているのは、花言葉の知識と、花の受けとり方のふたつ。

　──まるで試験みたい。

　花を右手で受けとれば、イエス。左手で受けとればノーという意味になる。

　ラゼリオンへの曖あい昧まいな感情も試されていることを感じながら、セシアは手を伸ばした。

　ラゼリオンがふっと頰ほおをゆるめる。

「両手とは、考えたな」

「あなたに少しは慣れてきましたから」

　微笑んでみせて、セシアは不毛な攻防に巻きこまれたバーベインの花も籠かごに収めた。

　ラゼリオンとはあまり明るくないきっかけで出逢い、緊張感その他をはらんだお付き合いを経へたが、今はこのとおり、たぶん和なごやかな関係に至っている。

　彼に無表情に愛めでられるのは、厭いやなわけではないけれど、ときどき無性にこそばゆい。

　何しろこの悪魔はセシアに「嫁においで」と、再三、真ま面じ目めに口く説どいてきたので。

　──……ん？

　ふと。

　傍はたから見れば、一緒に庭園を散策しているように見えないこともない、という程度のぎこちない距離を保ちつつ、「表と裏で色の違うホワイトポプラの葉は、冥めい界かいとこの世を象徴しているらしい」「……また話題が暗くてドロドロしてませんか？」などといつものお喋りを悪魔と続けていたところで、視線を感じた。

　──誰？

　鋭く振り返り──セシアは、かくんと顎あごを落としそうになった。

　元気のいいハーブがこんもりと茂しげる向こうにしゃがみこむ、怪しい人影。かくれんぼに渋々参加した子供のようにまる見えだ。

「あのー……何をしてる、というか、何がしたいんですか？　クレオヴィスさん」

「やや。見つかってしまいましたか」

　クレオヴィスがわざとらしく声を上げる。ラゼリオンにも勝まさる長身、地味ながらも整った容姿。曇りのない眼め鏡がねに白い手袋、清せい潔けつな黒い服。一見、アルビオンの上流階級が夢想する「完璧な執事」そのものなので、意味不明でうさんくさい行動とのギャップがひどすぎる。

　微妙な空気の中、クレオヴィスはやけに晴れやかに微笑みながら腰を伸ばした。

　いっそ無意味なまでに美しい挙きよ措そには感心しつつ、セシアは啞あ然ぜんとした顔で突っ込んだ。

「というか、本気で隠れてるつもりだったんですか」

「本気で隠れて盗み聞きしては、お嬢様に失礼ではありませんか。そこでこれです」

　どれだ。と突っ込むまでもなく執事が見せたのは、両手にそれぞれ構えていた小道具だ。

　厚紙を何枚も貼りあわせたものに、木の枝を描いてくり貫ぬいたようだが、非常にちゃちである。安芝居でも、もっとまともな小道具を作るだろうというくらいに。

「もしかして、それで風景に溶けこんでいたつもりですか？」

「左さ様ようです。中途半端に木の真ま似ねができる優すぐれものです」

「中途半端？」

「はい。それなりに身を隠してスパイ活動をしつつ、それなりに適当なタイミングで見つかる程度にはバレバレの小道具です」

「スパイ活動って、そんな大げさな……」

「ここだけの話ですが、騎士のお三方に、そちらの殿下がお嬢様との距離を必要以上に詰めないようにと、監視を頼まれておりまして」

「え？」

　笑顔のままクレオヴィスから告げられた内容に、セシアは顔を引きつらせた。今すぐ問い詰めてやりたいが、三騎士はあいにくそれぞれの任務で留る守すである。

「では玄関に来客の気配があるようなので、私はこれで失礼を」

　……あ、逃げられた！　とセシアが気づくより先に、クレオヴィスは非常にさりげなくその場から立ち去っていた。止める間もない。

　冗じよう談だんとしか思えない諜ちよう報ほう活動から、流れるような足の運びという執事の技能を無駄遣いした逃走劇までを黙って観察していたラゼリオンが、ぼそりとひと言。

「相変わらず、つかみどころはないがユニークな御ご仁じんだな」

「あなたに言われたらお終しまいな気がします」

　お終いでも、「同感です」としか言いようがないのがなんとも疲れるが。

　改めて自分の周りの変人率の高さを思い知り、セシアがついつい遠い目になっていると。

「セシア様～！」

　足元の方から、高く幼おさなげな声がした。

「あら、白しら百ゆ合り姫に芙ふ蓉よう姫……ってもしかして、あなたたちもスパイしにきてたの？」

「はいッスパイです！」

　元気よく即答してしまった残念なスパイは、ふわふわの金髪が藍あい色のメイド服に映はえる、可愛らしい人形──白百合姫だ。フェアリー・ドールといって、なめらかに関節の動く人形に妖精を宿らせた、最先端魔術の結晶である。

　執事が持っていたのと同じ小道具の枝をぶんぶん振り回している姿は、人形というには活発すぎて、無邪気な十歳くらいの少女にしか見えないけれど。

「この枝もわたしが作りましたです！　褒ほめてくださいですぅ」

「これ白百合、手柄を独ひとり占じめするでない！　妾わらわと一緒に作ったであろうが」

　すかさず怒った声を上げたのは、同じくフェアリー・ドールの芙蓉姫。

　亜あ麻ま色の髪に花のついた簪かんざしを挿さした容姿は、まるで遠い東の国の姫君のようだが、性格は白百合姫よりわずかに大人おとなびていて、言葉にキツいところがある。

「ふえーん。セシア様、芙蓉がいびるですぅ」

「あ！　こッこの抜け目のない……妾もセシア様に抱っこされたいと言うに！」

「はいはい、二人ともおいでー」

　この二人が揉もめるのはいつものことなので、セシアは慣れた様子で両手を伸ばした。

「あれ？　そういえば桜さくら姫が見えないけど」

　残る一体のフェアリー・ドール──桜姫の行方ゆくえを目で捜しながら、左腕に白百合姫、右腕に芙蓉姫を抱いて立ち上がろうとした、が。

「！　っとと──」

　さすがに二人同時に抱くのは無理があったか、煉れん瓦が風の小こ径みちにつまずいて、よろけた。

　まずい、と慌あわててバランスを取り戻そうとしたセシアの背中は、ラゼリオンの腕に驚くほど自然に支ささえられた。不意の接触に、とくりと心臓がひと跳ねする。

　彼女のこわばる顔を無造作に覗きこみ、アイスグリーンの瞳に穏やかな光が灯ともった。

「療養中にさらに怪け我がをしてはいけないな。──一人、私が預かろう」

「わあ、高いですぅ！」

　すぐに腕は離れ、セシアから白百合姫を受けとっていくけれど、ふれた場所に奇き妙みように甘いしびれが残されるのが、なんというか、やっぱり困る。
















　無邪気な白百合姫は、ラゼリオンにも妙に順応が早く、今も抱き上げられてきゃあきゃあと喜んでいた。子供に好かれるどころか、泣いた子供が失神してもおかしくない静かな凄すごみを持つ悪魔だというのに。なんだか感心してしまう。

　──白百合姫って、もしかして面食いなのかな。

　それにしてもこの状況ってなんだか、と思ったところで、ちょうどラゼリオンが呟つぶやいた。

「休日の親子連れのようだな」

「！　おかしなことを言わないでください。あなたというひとは……ッ」

　声が妙に上ずってしまったのは、実は彼とまったく同じ想像をしていたせいだ。

　ああ恥はずかしいと心の中でうなりながら、セシアはどこへともなく早足で立ち去ろうとしたものの、憎にくらしいことにラゼリオンはあっさりと追いついてきた。脚の長さが違うのだから仕方ないのだが、少々おもしろくない。

　──ルーシャス、アルカイン、センレッド……早く帰ってきてほしいな。

　ひとつ屋根の下で同居しているセシアの契約者ウオーカーたちは、今は出払っている。

　三人とも〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉──セシアが率いる、この王国アルビオンを夜の側から魔術の悪しき力より守る秘密の騎士団──の職務に奔ほん走そうしているのだ。本当ならセシアも一緒にというか、自ら陣頭に立って王都を駆けずり回りたいところだが、とある事情のせいで今はそれがままならなかった。

　──みんなでわいわいやってれば、こんなにこのひとを意識しないで済むのに。

　嫁よめにこい婿むこにしろと、戯ざれ言ごとなのか本気なのかわからない淡々とした表情で口説かれつづけたせいか、そちら方面に心が過か敏びんに反応するようだ。

　──以前はまともに考えたこともなかったのに。……危険かも。

　足元へと目線を落とせば、開放感あふれる大輪のダフォデイルらっぱ水仙が目に入る。

　冬の厳しい寒さも峠とうげを越して、大気がまろやかになり、日没までの時間が延びたこの季節、ローズグレイ・ハウスの花園には春の色がちらちらとお披ひ露ろ目めを始めていた。もう少しすれば、執事の丹たん精せいしたカスミソウが咲くだろうか。

「そういえば芙蓉姫、クレオヴィスさんはお菓子の用意をしてた？」

「もちろん！　ええと……プリムラの花を飾ったケーキに、綺麗な黄色に焼けたカスタード・パイ。飲み物はいろいろな種類の紅茶と、軽い口当たりのレモン・シラバブ。セシア様の大好きなラズベリー・ケーキもありましたぞ」

「おー。それは楽しみね」

　今日は、セシアのバースデー・パーティーということになっている。

　最初はクレオヴィスに一任したのだが、張り切りすぎて女王陛下の公式晩ばん餐さん会かい顔負けの豪華さになりかけた。休養勧告が出て自由時間が増えたという事情もあり、セシアは気楽で、かつ自分も一緒に準備を手伝える形式──ガーデン・パーティーを選んだのだ。

　白百合姫を抱っこしているラゼリオンが、セシアをちらりと見て、不思議そうに言った。

「そういえば、あなたはよく食べるわりには脂し肪ぼうとは無縁だな」

「わたしの主治医によると、わたしはお役目でストレスが多いから、普通の女性みたいに食事を控えていたら逆に瘦やせてしまうそうです。……ところでその脂肪というのは、わたしの胸きよう部ぶと腰の下についてるものも含みますか？」

「そのつもりはなかったが。もしやスタイルでも気にされているのか？」

「気にはしてません。──本当に。本当ですからね？」

「何もそこまで念を押さなくとも」

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきではないから、気にするものかと思っている。ボリュームたっぷりには程遠いが。

「別に凹おう凸とつに乏とぼしくとも、あなたは他の部分で十分に魅力的だからよいと思うが」

「──また、あなたはそういうことを」

　言葉の上では怒ってみせたが、実はちょっと心にしみたのは秘密だ。

　すると。

「お嬢様、めずらしいお客様です」

　戻ってきたクレオヴィスの声に驚いて振り返ると、玄関から庭へと通じる小径の上に、執事と彼に先導された人物が見えた。セシアは「お客様」の姿に目をみはる。

　颯さつ爽そうとした歩き方の似合う、脚の長い青年だ。澄んだ銀髪が首筋にさらりと流れ、光の強い青い瞳は、ほのかに神秘的な紫の色みを帯おびている。

「シリウス兄様!?」

「はい俺──！」

　無闇に偉えらそうに胸を張って宣言して、〈青の薔薇十字団〉の騎士服をまとうお客様──シリウスはにこりと笑った。その腕に、見事な黒髪の桜姫を抱いて。
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　ほのぼのしていた花園の空気が、一気に騒がしくなった。

「随ずい分ぶんと久しぶりだな！　我が義妹いもうとにして女王陛下。ますます美人さんになってくれて、俺は大々歓喜だぞ」

　無駄に大きな声を張りながら、シリウスが大おお股またで近づいてくる。

　十代の頃には姫君のようでさえあったシリウスの繊細な顔立ちだが、二十歳を超えた今は青年らしい凜り々りしさに堂々とした風格がそこに加わっていた。紛れもなく美しい青年で、ひと目で他ひ人との視線を釘くぎづけにする、彼だけの何かがある。

　セシアが芙蓉姫を下ろし、摘んだミニチュア・ローズの籠を預けた時にはシリウスはもう目の前にいて、逃げる間もなく、がばりと抱きつかれた。

「おまけに今日は可愛いときた！　どうした牧ぼつ歌か的なエプロンドレスなんか着て。さては俺の兄貴心をくすぐる作戦だな？　愛ういやつめ」

「全然そんなのじゃありません単に庭でパーティーに飾る薔薇を摘んでただけです」

「息継ぎもなしで、つれないことを言うなよ。どうした、いつもより歓迎の度合いが足りないぞ？　お兄様が泣いてもいいのか」

　わしゃわしゃと銀髪を撫でながら、まるで子供みたいなことを堂々とのたまうシリウスに、セシアはやれやれとため息をひとつ。

「いい年こいて泣かないでください。……その、嬉うれしいのは、ちゃんと嬉しいんですから」

「だろうだろう。ああ、もしかして照れてるのか？　照れてるんだな？　もうおまえは十七歳になっても変わらず可愛いな！　誕生日おめでとう俺の妹よ！」

「ぎゅう!?」

　桜姫を下ろした腕で、潰す気かという勢いで抱きしめられ、悲鳴ともやや違う奇声が出た。
















　照れも手伝って、義兄にはついついそっけない態度をとってしまいがちなセシアだが、〈青の薔薇十字団〉副ふく総そう帥すいであるシリウスが、多忙な予定の合間を縫ってわざわざ来てくれたことは本当はとても嬉しかった。

　……嬉しかったが、ひそかに、それと同じくらい気まずくもあった。

　だって、背中に視線が刺さっている。

　──ラゼリオン様が……すごく見てる……。

　振り返らなくてもわかるほどだ。心の内で悲鳴を上げるが、シリウスが熱烈すぎる抱ほう擁ようをゆるめてくれる気配はない。シリウスが悪魔の存在に気づいていないはずはないが……敢あえて無視しているのだろうか？

　呼吸困難になるほど強く抱きしめられたまま、セシアはどうにか訴うつたえた。

「あの、シリウス兄様……ほっぺたに銀の飾りが当たって痛いのですけど」

「おお、すまんすまん。どっちの頰ほおだ？　こっちだな！」

「きゃあ!?」

　ちゅ、と景気よく頰にキスされて、今度は本当に悲鳴が出る。

　この義兄の愛は重いというか激しいというか、この程度のスキンシップは日常茶飯事なのだが、ラゼリオンが見ているのにと思うと、どうにもナーバスになってしまった。

「どうしたセシア。お返しはしてくれないのか？　お兄様が泣いてもいいのか」

「…………しない、とは言ってませんでしょう」

　たじろぐが、シリウスの「してくれるだろ？」という自信たっぷりの笑顔を前にすると拒こばみきれず、セシアは背伸びして義兄の頰に唇でふれた。いつものことなのに今だけ拒絶したら、かえって何かを勘かんぐられてしまいそうだし。

　背後からの視線が、さっきよりもさらに温度を下げたようなのが怖いが。

　──そういえば……去年の聖せい誕たん祭さいで、ラゼリオン様にもしたのよね。

　頰への親愛のキスを。

　セシアにとっては一日分の勇気を使い果たす行為だっただけに、鮮烈な記憶だ。

　もしかして、背後にたたずんでいるらしい悪魔は、それを思い出しておもしろくない気分になっているのだろうか？

　──まさか……やきもち屋の芙蓉姫じゃあるまいし。

　──そんな子供っぽい感情を持つひとじゃない……とは思うんだけど。

　意外な面が多い悪魔なので、油断できない。ますます背後を振り返る勇気を殺そがれるセシアをよそに、シリウスはでれっとしている。

　黙って立っていれば、流は行やりのロマンス小説から抜け出した貴公子そのものなのだが、やんちゃなガキ大将がそのまま大きくなったような態度や発言で何もかもを台無しにするのがシリウスだ。セシアの中ではひそかに、「性格が残念な美男子」部門で常にトップを争っている。

　最近その位置に急接近している悪魔の視線を、引き続きうなじに痛いほど感じながら、セシアは途方に暮れて義兄を見上げた。

「疲労骨折だってな。どのへんをやっちまったんだ一体」

「右の足首と……膝ひざもちょっと問題だって言われました。でも重傷ではないです」

　骨折といっても完全に折れたわけではないので、杖つえは必要ない。

　疲労骨折というのは、慢性的な過度の負ふ荷かにより骨にヒビが入った状態のことだ。このまま〈青の薔薇十字団〉の激務をこなしていたら完全にぽっきりやって、治療が余計に長引く懸念があると、本部から数週間の安静を要請されてしまった。

　……ラゼリオンを意識しないよう念じては逆に意識しすぎるという負ふの連れん鎖さにはまり、別の意味で疲れていることは誰にも言えない。特に、この義兄には。

「ならよかった。でも主治医が、おまえが大々苦手なあいつだって？　災難だな」

「はい。考えうる限り最低最悪の主治医ですけど……もう観念しました。ところで、シリウス兄様はいつお戻りになられたのですか？」

　主治医のことは思い出すだけで頭痛がするので、セシアは話を変えた。

「確か、ストーン・ヘンジで怪しい儀式をする集団を追ってると聞いてましたけど」

「その件にはかなり笑えるオチがついたが、話すと長い。ま、こっちに来るがいい」

　ここはわたしの家なんですが……と突っ込みたくなる態度で、シリウスが木蔭の白いベンチにどっかと尻を据える。

　笑顔で手招きされたので、セシアが仕方なく隣に座ろうとすれば「こらこら。そっちじゃないだろ」と腰をがっしり引き寄せられ──。

「ちょ、って……ええ!?　そこですか!?」

　収まったのはなんとシリウスの膝の上で、セシアは心の底からうろたえた。子供扱いにも程がある。

「…………シリウス兄様。わたしが何歳になったのか、お忘れですか」

「花も恥じらう十七歳だろ？　お兄様が忘れるわけがないだろう、心配するとは愛いやつめ」

「愛いとかそういう話じゃないですから」

「さあ、お兄様が食べさせてやるから口を開けるがいい」

　こんな時にも変わらぬ神の微笑みでクレオヴィスが運んでくれたテーブルから、シリウスはふわふわのワッフルをちぎってよこす。こちらの話はほぼ聞いていない。

「…………」

　……そろそろ本気で拷ごう問もんだとセシアは思った。ラゼリオンはさぞ引いているだろう。

　しかし溺でき愛あいの度が過ぎているのは昔からだし、こうなると何を言っても無駄なので、セシアは心を無にして、唇に押しつけられたワッフルのかけらを口に迎え入れた。執事のお手製なので味は極ごく上じようなのだが、こんなおかしな状況では食べた気がしない。

　このとおり、シリウス＝トゥルーナイトというひとは昔から性格が無茶苦茶だ。

　他にもどれくらい無茶かというと、宮殿の一角で「立ち入り禁止」の貼り紙を見ても、「これは俺以外の人間のためにあるものだ」と言い切って、ずかずかと禁踏区域に乗りこんでしまったぐらい無茶だ。もちろん後で関係者にしこたま叱しかられたが、今でも語り草である。

「──お、そういえば誕生日プレゼントを忘れてたな」

　シリウスの語る近況を聞き、小鳥の餌え付づけのような行為に引きつった笑顔で耐えていると、不意に彼はそんなことを言いだした。

「プレゼントですか？　別に無理しなくてもいいですよこうして来てくださっただけでも」

「無理はしてない。ちゃんと持ってきたっていうか連れてきたんだが、紹介を忘れてた」

「……連れてきた？」

　リボンやキャンディ・ボックスといった普通のプレゼントにはまず使わない表現に、セシアはぴくりと身体に緊張を走らせる。

　──またドラゴンの子供とか、おかしな妖精だったらどうしよう。

　昔シリウスがプレゼントと称して自分の元に持ちこみ、小さくはない事件を起こした数々のものを思い出して頰を引きつらせるセシアをよそに、シリウスは得意げな笑みを浮かべて後方へと首をひねった。

「ああ、そっちで相手してくれてたのか？　悪いなクレオヴィス」

「いえいえ、こちらはこちらで話がはずんだと言えなくもないので、お気になさらず」

「そう言われたら、俺は本当に気にしないからな？　──じゃ、連れてきてくれ」

　だから何を──と、シリウスの膝の上からようやく逃れて立ち上がったセシアのラピスラズリ色の瞳に、そのひとが映る。

　シリウスより若干年上──二十歳をいくつか過ぎたくらいの、美貌の女性だ。

　濡れたような黒髪を綺麗にまとめ、上品なタックの入ったスカートとロングエプロンが素敵なメイド服を身に着けていた。アネモネの花を連想させる伏し目がちなたたずまいには、未亡人を連想させる憂うれいとひそやかな艶つやが滲にじむ。

　所在なげにこちらを見る瞳は、右目が琥こ珀はく色で、左目が深しん紅くというオッドアイ。

　忘れるはずもない。

　去年のハロウィン、セシアが『生き人形リビング・ドール事件』で出逢った魔女──。

「──リュディヴィーヌさん!?」
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　目をみはったセシアに、シリウスがうんうんとうなずいている。

「おお、その長ったらしい名前をよく覚えていたな！　俺は無理だったぞ。賢かしこい妹で俺は大々感激だ。キスしてやるからこっちを向け」

「いりません。いりませんから、まず事情を説明してください兄様」

「二度もいらないって言うなよ、お兄様が拗すねてもいいのか？　──まあ彼女は、事件は起こしたが、環境にさえ問題なければ再犯の可能性はないし、何より非常に才能のある魔女だ。こちらで身元を預かって、青薔薇の騎士として働いてもらうことにした。あ、もちろん本人も納得してるからな」

「そこまでは一応知ってます。でも、どうしてわたしのメイドなんですか？」

「いずれにしても、アルビオンでの生活に慣れて、この国に親しみを持ってもらうべきだってのが総そう帥すいの意向さ。──彼女、以前はそれどころじゃなかっただろ？」

　最後の部分で声を低めるくらいの配はい慮りよは、シリウスにもあったようだ。

　リュディヴィーヌは、大陸の魔女狩りから逃のがれてきた亡命者だ。この国に来たばかりの頃は、異なる文化に戸惑い、まっとうな仕事も見つけられなくて困り果てていたところを、彼女の力に目をつけた悪あく辣らくな貴族に利用されてしまった過去がある。

　その事件をきっかけにして、セシアは彼女を知ったのだ。

「そこでだ、セシア。おまえは彼女を助けた本人だし、事情もよく知ってる上に捕ほ縛ばくされた後も手紙を書いたりして、随分気にかけてただろう？　保護して見守ってやるなら、おまえが一番適任だと思うんだ。どうだ？」

「もちろん引き受けます」

「やさしいな！　さすがは俺の妹だ。頰ずりしてやるから、もっとくっついてこい」

「いりませんってば。それより」

　頰ずりは回避したものの、再びシリウスにがっしりと腰を抱き寄せられる。激しすぎる親愛表現はもう悟りの境地でスルーして、セシアは小声で問いを重かさねた。

「でもやっぱりどうしてメイドなんですか。普通に青薔薇の騎士として、ここでわたしたちと暮らしてもらえばいいように思いますけど？」

「俺も最初はメイドまでやらせんでもと思ったが──」

　相変わらず声を低めたままで、シリウス。

「過去が過去だし、この屋敷で暮らすにしても、何か普段から仕事があった方が彼女も遠慮がないだろうって意見が出たんだよ。おまえの立場でレディース・メイドがいないってのも不便だろうとは思ってたしな」

　レディース・メイドというのは、その名のとおり、女主人だけに仕えるメイドのことだ。ニュアンスとしては侍じ女じよに近い。

　姫君ではなく騎士として厳しく鍛えてくれた師し匠しように「自分のことは自分でなさい」と指導されたので、セシアは身の回りのことはほとんど一人でできる。だが、髪が上手じようずにまとめられない時など、補佐する手が欲しいと思ったことがないといえば噓うそになる。

「フェアリー・ドールは可愛いが、子供サイズだからあの子らには難しい仕事もあるだろ？」

「それはまあ」

　三人とも個性が強すぎるのか、何をさせても、主にセシアの愛情を巡ってすぐに揉もめはじめるのも厄やつ介かいだ。

　このローズグレイ・ハウスにちゃんとした人間の侍女を置くのは初めてのことなので、最初は抵抗や戸惑いも感じたが、シリウスと話しているうちにそれは次第に薄れていった。今後の『夜よるの女じよ王おう』としての活動のためにも、レディース・メイドの存在はなるほど有効かもしれない。

　セシアは自分に確かめるようにうなずき、神の微笑みの執事のそばで控えめにたたずむリュディヴィーヌへと視線を移した。

　目が合うと、黒髪のメイドはまるで睫まつ毛げを火で炙あぶられたように急いでうつむいてしまう。

　心細げで、怯えたような表情が気になった時──。

「──で？　そこで、さっきから俺の妹にガンつけてる悪魔野郎はなんだ？」

　おもむろにシリウスが不機嫌な声を上げた。

　やはり、ラゼリオンの存在はわざと無視していたらしい。ようやく義兄が言及してくれたのでセシアも視線を巡らせれば、黒ずくめの悪魔は、さっきセシアと話していた場所にまだ立っていた。一見いつもと大差ない無表情なのに、なぜか妙な威圧感がある。

「黒ずくめに氷の色の瞳、常に書物を携けい行こう。あんたが噂うわさの、四番目の魔王子か」

「そのとおりだが」

「俺はシリウス＝トゥルーナイト。これの兄だ。妹が世話になったそうだな」

　意外と落ち着いたトーンで会話が始まったのに、セシアは逆に妙な寒気を感じた。

　セシアの腰を仔犬にそうするみたいに抱いたままのシリウスも、腕組みをしているラゼリオンも、怖いほど目が笑っていない。アルビオンにしてはよく晴れた早春の花園のはずなのに、極地的に吹雪ふぶきが吹き荒れているような錯さつ覚かくがした。

「世話をしたというほどのことでもないし、今は私が逆にセシアに世話になっているようなものだ。君はシリウスでいいのか？」

「ひとの妹を勝手に呼び捨てすんな。あと俺を君って呼ぶな。なんとなく腹が立つだろ」

　それとなく棘とげの見え隠れするやりとりに、無性に厭な予感がするセシアをさらに慌てさせることをラゼリオンは言いだした。

「では改めてご挨あい拶さつを。私はあなたの妹君とは、今のところ清く正しいお付き合いを──」

「許さん」

　誤解を招く言い方はするなとセシアが突っ込む前に、シリウスが反応した。

　銃声が耳を貫く。

　……え？　と思った時には、ラゼリオンの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　目を白黒させて今度はシリウスを振り返れば、彼は聖銀で造られた銃じゆう──悪魔や魔物に絶大な破は壊かい力りよくを持つ魔術道具を、一瞬のうちに構えていた。

　セシアも同じく銃を扱う騎士だが、シリウスのそれはマスケット銃よりもさらに大ぶりで、扱いづらい代わりに威力と射程も数段上という逸品である。急所を狙ねらえば、成体のドラゴンさえ一発で撃うち落とせるという……。

「噂には聞いてたがとんでもねえ野郎だな。ちょっと生まれたことを後悔させてくらぁ」

「ちょッ、兄様どこに行く気ですか!?」

　大規模破壊兵器を手に、花園に悪魔の姿を捜しはじめたシリウスに、セシアは慌ててすがりついた。

　本気であの悪魔を殺す気か？　狐きつね狩がりじゃあるまいし。けれど不安もある。

　──まさかラゼリオン様……撃たれてしまったの？

　最悪の想像をしてしまい、氷柱つららをのんだような寒気に襲おそわれたセシアに、シリウスは「びびるな」と言い放ってその頭を撫でる。

「あいつめ、引き金を引く直前に姿を消しやがった。でもまだ気配はあるから、どこかに隠れてやがるはずだ。ま、たとえ犬小屋の中に隠れてようが引きずり出してやるけどな」

「待ってくださいってば！　兄様の愛情は重い──じゃない、嬉しいんですけど、何もそこまでしなくても」

「一発か百発かすらせるだけだ。安心しろ」

「一発でも大おお事ごとでしょう！　百発もかすったら普通に死にますッ」

「その程度で死ぬタマじゃねえぞ、あの悪魔野郎は。まあ死んだら死んだで、それまでの小物だったということだ。あきらめろ。大事な妹と、俺の屍しかばねを踏み越えていけないような男との交際は認めらんねー」

「！　べ、別にわたしはあのひととお付き合いしたいわけじゃ──」

　かっと朱しゆを差した頰を押さえ、怒った声で訂正する。

　が、セシアがはたと気づいた時には、シリウスの姿は消えていた。

　冗談抜きで、瞬きをしただけで相手を殺せる実力者のラゼリオンならば下手を打つことはないはずだ。だが『銀弾の貴公子』シリウスも、夜の世界では、その名を聞いただけでウロボロスがしっぽを巻いて逃げるほどの戦闘力と、とんでもない戦い方で知られた騎士である。

　シリウスがどこまで本気かはわからないが、強大な悪魔と破壊神のような騎士がぶつかって、何事もなく終わるとは思えない。

　蒼あお褪ざめて、過激派にも程がある義兄の後を追おうとしたセシアを押しとどめるように、彼女の肩に白い手袋に包まれた手がそっと置かれた。

　振り返れば、すぐそこに、いつも変わらぬ神の微笑みがある。

「クレオヴィスさん」

「お待ちください、お嬢様。僭せん越えつながらこの手の諍いさかいは、得てして女性が止めようとするとさらにこじれるものです。徒いたずらに仲裁するよりは、しばらくの間は好きにしていただき、お二人ともが疲れはじめたところで止めに入るが上策かと」

「でも……このままじゃ、四番目の殿下も心配ですけど、庭がめちゃくちゃにされてしまう可能性もあるんですよ？」

「それでは、私がこっそりハンドパワーを使って、シリウス様の撃たれた弾丸をすべて、こことは異なる次元に送るというのはいかがでしょう？　四番目の殿下にお怪我はございませんし、シリウス様も鬱うつ憤ぷんを晴らせるかと存じますが」

「次元……？　いやもうなんでもいいです、この際。お願いします！」

「かしこまりました、お嬢様」

　微妙に恐ろしいことを聞いた気がしたが、この場は綺麗に聞き流して、クレオヴィスの稀け有うなトラブル処理能力に頼った。神の微笑みとハンドパワーでたいていの問題はさらりと解決してしまう、最高にして最強の執事が、こんな時はとてもありがたい。

「ではリュシィさん、お嬢様を頼みます」

　やたらに余裕のあるクレオヴィスが、黒髪のメイドを一瞬振り返ってから去る。

　アルビオンの誇ほこる『銀弾の貴公子』と、歴代最強とも言われる魔王子の場外乱闘は、これでひとまずおくとして──。

「その──リュディヴィーヌさん？　お久しぶりです」

　一いち抹まつの不安を残しながらも、セシアはとりあえず数カ月ぶりに再会した魔女を振り返った。

　一連の（セシアにとっては日常だが）とんでもない騒ぎを、啞然とした様子で見ていたリュディヴィーヌが、慌てて威い儀ぎを正す。

　──人間に馴なれていない猫みたい。

　年上の女性なのに、そんなふうに思いながら、セシアは色違いの瞳を覗きこんだ。

「リュディヴィーヌさんは、リュシィっていうのが愛称なんですか？」

「いえ……実は、そうではないのです」

　リュディヴィーヌはふるふると首を横に振ると、はにかむように答えた。

「青薔薇の騎士として修錬を始めるにあたって、シリウス閣かつ下かはわたしの監督のような立場におられたのですが、その折、名前が長いので慌てて呼ぶ時に舌を嚙かみそうだから、今日からリュシィにしろと」

「……シリウス兄様らしい話です」

　勝手にも程がある命名に、セシアは苦笑いするしかなかった。

「さすがにびっくりしましたが、『厭ならリューでいいか？』と仰おつしやるので」

「リューはさすがに短すぎるでしょう」

「同感です。ですが『リュシィ』はわたしも嫌いではない響きです。少しだけ生まれ変わった気分にもなれますから。よろしければセシア様も、リュシィとお呼びください」

「じゃ、そうさせてもらいます。リュシィ、リュシィ……」

　何度か発音を練習してみせれば、リュディヴィーヌ──リュシィは、うなじでもくすぐられたかのように肩を軽くすぼめた。白はく磁じの頰が、ほんのり染まっている。

　照てれているのだろうが、薄うす化げ粧しようなのに妙に艶っぽく、どきりとさせる表情だ。

　──これは男性がほっとかないな……。

　れっきとした大人の、それも婉えん然ぜんとした女性でありながら、庇ひ護ご欲よくをかき立てる儚はかなさもある。

　──よし。わたしが守ってやらねば。

　新しい家族を前に、セシアはしっかりと決めた。

「わたしもシリウス兄様に昔、リュシィさんと同じ目に遭あわされましたよ。セシアって発音しにくいから、今日からセーにしろ、って」

「……セーでは、さすがに省略しすぎではないかと」

「ええ。わたしも最初は、勝手に命名しないで！　って怒りました。シリウス兄様に悪気だけはないのがわかった今なら、笑って受け流せるんですけど」

　がっしりした体格の女性に向かって「よう、おでぶちゃん！　機嫌どうよ」と挨拶して死ぬほど怒られたり、敵対した魔術師を穏やかに説得する計画だったのに、途中で飽あきて「うざい話は後でゆっくり聞くから、早く投降しろ。このハゲ」と言い放ち、相手に半狂乱で殴なぐりかかられたりと、シリウスの舌ぜつ禍かは枚まい挙きよにいとまがない。『銀弾の貴公子』と並んで『暴言騎士』というあだ名すらある、無茶な性格なのだ。

　それでも本人に他意はないせいか、不思議と嫌われず、むしろ慕したう者の方が多い。

　なんだかんだと突っ込みながらも、セシアも実は義兄が大好きだし。
















　と。

「セシア様～！」

　ぱたぱたと可愛い足音を立てながら、白百合姫たち三体のフェアリー・ドールが駆け寄ってきた。一様に、厭そうに眉まゆ尻じりを下げている。

「こわ～い魔術師のお兄さんが来ましたです！」

「って──フリーデル＝ロッテ？」

「泥水でも飲まされたような顔をして、ひとの名前を呼ぶな」

「うわ！」

　噂をすれば影、どころの早さではない。フェアリー・ドールたちの後をぴたりとつけてきたのかと思うような登場をしたのは、クールな美少年だ。

　鋭いアメジスト色の瞳。適当に伸ばしっぱなしにしている灰色っぽい髪には、寝ね癖ぐせらしきものが見える。青いマントで魔術師の正装をしている分には気づかれないが、実は美少年ぶりが無駄に思えるほど、自分の外見に気を遣わないのがこのフリーデル＝ロッテだ。

　性格も「偏へん屈くつ」のひと言に尽きる。

　ガーデン・パーティーの支度がされている花園に、冷たく見定めるような目を向けて、フリーデルはぽつりと言った。

「そういえば、今日は君のバースデー・パーティーだったか。おめでとう」

　身構えていたセシアは驚き、小こ刻きざみに瞬またたいた。逢えば悪あつ口こう雑ぞう言ごんのぶつけ合いをしてきたこの美少年が、誕生日の祝いだなんて。明日は地面から雨が降るのではないか。

　だがそこは面めん目もく躍やく如じよと言うべきか、すぐさま、殴りたくなるひと言を付け足してきた。

「また一歩、死に近づいたな」

「どうしてあなたって即座に最悪の科白せりふを思いつくのかしら」

「思いつくんじゃない。普段から頭の中に溜ためこんでいるんだ」

「ますます最低だわ」

「褒め言葉だな。──祝辞はさておき用件だが、いささか面倒な事態が生じた」

　セシアの冷たい視線にも、小揺るぎもしない平然とした顔で、フリーデルは続けた。

「〈黒世界〉の第二王子を名乗る男が、ヴィクトール＝フランケンシュタインと思おぼしき人物の屍し体たいと一緒に、カールレオン城に現れた」

「……………………は？」

　衝撃的な情報をいっぺんに告げられたせいで、セシアは一瞬棒立ちになった。氷水を急に背中に浴びせられたようだ。あまりのことに反応が凍こおる。

　フランケンシュタイン博士──異端の魔術研究により、おぞましい罪を重ねた狂きよう人じん。

〈黒世界〉の第二王子──次代の魔王の座を巡って争っている大悪魔の一人。

　最悪の予感しかしない。何が起こっているんだ？

「……フランケンシュタイン博士は、あの『狂博士』よね？」

「同じ名前の異常者がそう何人もいてたまるか。──そうだ。君の騎士の一人と非常に関わりが深い、あの『狂博士』だ」

「でも屍体ってどういうこと。逃亡中に亡なくなったの？　それとも──」

「前後の事情は不明だ。それに『ヴィクトール＝フランケンシュタインと思しき人物の屍体』と言っただろう？　確認もまだなんだ、手配書と身体の特徴は一致しているがな。確認のために君の騎士を呼びつけている段階だ」

　──なら、それはいったん脇に置いておくとしても。

「〈黒世界〉の第二王子だっていうのも、まだ裏はとれてないの？」

「そのとおりだ。ただ、あれだけの力の持ち主は魔王の血族でもなければありえんだろう」

「……どんなひと？」

「先入観を植えつけるなと、上層部から指示されている」

　最近になって急に男性らしい線を得てきた肩をそびやかし、フリーデルはばっさり説明を打ち切った。

「それより、急いで支度しろ」

「なんの支度──って、もしかして」

「君のストロベリー・ジャムでできた脳みそでも想像がついたか。二番目の魔王子は、『夜の女王』セシア＝トゥルーナイトに挨拶したがっている」

　久しぶりに、ずしりと肩にくる緊張感を呼ぶ役目が回ってきたことに、セシアは静かに息をのむ。さほど時間をかけずに落ち着きを取り戻せたが、それはセシアが冷静なのではなく、すでにこうした事態を薄々は覚悟していたからという理由が大きかった。

　──ラゼリオン様。

　まるで楽隠居気取りの若様だが、あれでも彼は強大な力を持つ──この王国と隣り合わせの異界〈黒世界〉を統すべる魔王の、四番目の御み子こなのである。これまでにセシアが得た断片的な情報によれば、五人いる魔王子の中でもいっとう変わり者らしい。

　出逢ったのはハロウィンの季節。

　周囲には内緒のまま秘密の交流を続け、最終的にはラゼリオンの身柄をセシアが預かることになった。

　喩たとえるなら、家族に隠して世話をしていた猫が見つかってしまい、揉もめたあげく、最後は堂々と飼かうことになったような経緯がそこにはある。もちろん、セシアがラゼリオンを知ってから遭そう遇ぐうした数々の事件は、そんな生なまやさしいものではないのだけれど。

　──もしかして……継承戦争が？

　去年の聖誕祭に、ラゼリオンは兄である三番目の魔王子に戦いを仕掛けられ、見事勝利している。ラゼリオン自身は玉座にまったく興味がないそうだが、次代魔王の位を巡る継承戦争に新たな動きが生まれるのは必ひつ至しだ。

　衝撃より、とうとう来たかと穏やかな時間の終わりを惜おしむ気持ちが大きいかもしれない。

　──二番目の魔王子は、どんな悪魔なのかしら……。

　──あまり好戦的じゃなくて、話し合いのできるひとだといいんだけど。

　ラゼリオンの反応が知りたかった。この報しらせには、彼も無関心ではいられないはずだ。
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「挨拶ということは、正装する必要があるのよね」

「その小間使いみたいな格好で会いたいというなら止めはしないがな。どのみち君はドレスを着ても、さほど魅力に変化が生まれる人間じゃない」

「──先にカールレオン城に帰ってていただけるかしら？」

「言われずとも、こんなパステルカラーの奔ほん流りゆうの庭で暇ひまつぶしをする趣味はない」

　去りゆくフリーデルの背中に向かって、こっそり蹴け飛とばすポーズをして腹いせしてから、セシアはリュシィとともに邸内に入った。

　カールレオン城──〈青の薔薇十字団〉の本部に向かうための着付けが、リュシィのローズグレイ・ハウスでの初仕事というわけだ。三体のフェアリー・ドールたちには、ガーデン・パーティーを延期する作業に励はげんでもらうことにして。

　……悪魔と義兄と執事がどんなことになっているのかは、とりあえず考えないことにして。

　部屋でセシアがエプロンドレスを潔いさぎよく脱ぐと、背後でリュシィが一瞬息をのむ気配がした。

「どうかしましたか？」

　しまった、一人の時と同じ勢いでぽんぽん脱ぎすぎて、はしたなかったかと思い振り返るが、リュシィはすぐに首を振った。

　頰にいつも淡あわい影を落とす、長いというよりは濃こい睫毛を伏せ、か細い声で言う。

「いえ……その」

「？」

「わたしは以前、セシア様を傷つけてしまいました。……その痕あとなどが残ってはおられないかと、今、不意に案じられたのです」

　そのことかと、セシアは納得し、同時に痛ましい気持ちになる。

　何度かやりとりした手紙の間でも、リュシィは、セシアをはじめとした自分が傷つけた人々について、過ぎるほどに罪悪感を抱いていた。真面目で思い詰めるたちのひとなのかなとセシアは思ったものだが、こうして直接会うと、その印象はさらに強まった。

　これが双子の妹なら抱きしめ、キスをして慰なぐさめるところだが、まだ交流の浅い彼女には、さすがのセシアもためらわれた。

　もし自分が男性だったら衝動的にそうしただろうと思うほど、リュシィの憂いを含んだ表情は魅惑的なのだが。

　キザな真似ができないのは残念だが、その代わりに笑顔を見せる。

「本当に大丈夫ですよ。後遺症もありません。〈ファウスト〉の魔術治療は世界一ですから」

　青薔薇の騎士たちを技術面・情報面からサポートする魔術師集団〈ファウスト〉。

　その実力は折り紙つきなのだが──。

「リュシィさんも、しばらく研究本部ではお世話になったんでしたよね？　どうでした」

　リュシィの沈んだ表情が一転、こわばった。目が泳ぐ。

　左右で色の違う瞳。

　──これは後遺症なんだろうか？

　リュシィは『生き人形リビング・ドール事件』の際、血だまりのように紅あかい瞳を持つ兇きよう悪あくな悪魔に、半なかば肉体を乗っとられていた。セシアが両者の融ゆう合ごうを力ずくで分け離し、悪魔に魂ごと貪むさぼられかけていたリュシィを保護したのだが。

　──力ずくすぎた……とか？

　便りには、リュシィは瞳の色の変化については書いてこなかった。

　セシアを心配させたくなかったのだろう。

　──メイド服の下にも、後遺症があったりしたら。

　セシアの胸に影を落とした不安には気づかぬ様子で、リュシィは懸けん命めいに言葉を選んでいる。

「はい……その……個性的な研究者の方が多くて、たいそう刺激的なところでございました」

「……変人ばっかりでとんでもなかったって、正直に言ってもいいですよ？」

　微妙な沈黙が落ちた。

　あのフリーデル＝ロッテという偏屈な少年魔術師が、〈ファウスト〉の中では一番の常識人という時点で推おして知るべしである。

　ともあれ深刻な空気はどこかに行ってくれたので、セシアは手早く着替えを続けながら、互いの距離を探さぐるようにリュシィと言葉を交かわした。

「リュシィさんはフランケンシュタイン博士について、どのくらい教わりましたか？」

「〈青の薔薇十字団〉がお尋ね者に指名している魔術師や魔物については、ひと通り学習させていただきました。あくまで『ひと通り』に過ぎないのですが──」

　細い声で謙けん遜そんしながら、リュシィは言う。

「髪は漆黒、瞳はにぶく輝く金色。長身でバランスのとれた体格。常にブラックタイでタキシードにシルクハット、ステッキの完全装備。一見、洗練された壮そう年ねんの紳士然としているが、目つきを見れば異常者とわかる。──と」

「似顔絵は」

「はい、拝見しました。少し気難しそうですが、知的な紳士の顔立ちをしておいでで」

　似顔絵を描いたのは、セシアの騎士の一人──狂博士と「非常に関わりが深い」センレッドという青年だ。性格は不器用だが、芸術面にとても秀ひいでている。

　三み十そ路じほどに見えるクレオヴィスよりも、フランケンシュタイン博士はさらに上──四十歳前後だと思われた。ちょうどセシアの父と同年代か。やや癖のあるハンサムだが、博士と呼びたくなる知的で上品な雰囲気には文句のつけようがなかった。

　自分が記憶している情報が間違っていないかということと、リュシィの青薔薇の騎士としての知識を同時に確かめるように言葉を交わす中で、セシアはふと言った。

「あと、動物好き」

「え？」

「狂博士は、動物ならなんでも好きだったそうですよ。特にご贔ひい屓きなのがサイとクジラで」

「……凡ぼん人じんのわたしには、少々理解しかねる趣味でございます」

　ここアルビオンで男性に人気の動物といったら、やはり犬と馬である。

　リュシィの母国でもそこまで傾向は違わないのだろう。なんとも言えない顔をしている。

「ところでセシア様、後ろを向いてくださいますか？」

「あ、はい。お願いします」

　数ある中から彼女が選んだドレスの色は、高貴な深みのあるロイヤルブルー。セシアの銀髪がよく映える色のひとつだ。

　黒いレース製の扇おうぎのように広がる袖そで口ぐちや、スカート部分の豊かなドレープが重厚な優雅さを見せる一方で、袖そで山やまの控えめなふくらみや四角く開いた襟えりぐり、幅広の飾り帯が少女人形めいた愛らしさを添えており、ふたつの属性はそれとなく調和している。

　凝こったビーズ刺し繡しゆうが素晴らしいのに、華か美びすぎないところがセシアの好みだった。

　今回はそこまで改まった場ではないので、髪は小こ粒つぶの真珠をあしらったボンネットで軽く結い上げてもらうだけにとどめる。

　セシアを鏡の前にまっすぐ立たせると、リュシィが数歩下がった。

　自分の初仕事の出来を確かめているのだ。やがて、ほっとした様子で表情をゆるめる。

「素敵でございます、セシア様」

　セシアも満足していた。

　ほぼ自分だけで身支度をしていた時よりも、衣い裳しようがきちんと身体になじんでいる気がして心地ここちよい。リュシィは母国で人形師をしていたというが、その手先の器用さは肌はだ着ぎの紐ひもの結び方などにさりげなく表れているようだ。

　──それにしても、父様はドレスだけは外はずさないな。

　──普段のプレゼントは、なんでって思うくらい奇き抜ばつなのに……。

　父である宰さい相しようは、宮殿から離れて暮らす娘に、思い出したように贈り物を寄こす。

　このドレスは当たりだが、外れは笑うしかないものばかりだ。「恐るべきシュガー・クッキー」なる意味不明な煽り文句がついたクッキー・ボックスをもらった時には、おいおい何が入ってるんだ？　恐るべきものか？　と仲間たちと真面目に議論してしまった。

　誠実で有能だが、放っておくとセンスが変、というのが父を知る人々の共通認識である。

「あの、セシア様」

　戸惑いがちに呼びかけられて、セシアはのんきな回想から立ち返る。

　見ればリュシィが困ったように眉尻を下げて、セシアの背後を凝ぎよう視ししていた。

「？　蜘く蛛もでもいましたか？」

「いえ、その……セシア様が、邸内に猫を七匹飼っておいでだとは聞いておりましたが、ミミズクもなのですか？」

「は？」

　もしや以前ラゼリオンにもらったぬいぐるみのことかと振り返り、セシアは噴き出した。

　文ふ机づくえに置かれたぬいぐるみの隣に、本物の漆しつ黒こくのミミズクが平然と鎮ちん座ざしている。

　くりっとした瞳の色はアイスグリーン。ラゼリオンが変身した姿だった。

　──いつのまに。

　想定外の登場にセシアは軽く眩暈めまいを感じながらも、その場しのぎの言い訳をしぼり出した。

「これは──そう、話せば長くなるんですけど知り合いの妹さんの家庭教師が通っていた学校の生徒さんの姪めいから預かったペットで、躾しつけがいいので邸内で放し飼いにしてるんです」

「……さ、左様にございますか？　ですが、先ほどまでは見あたらなかったような」

「気のせいです」

「外から入ってきたのだとしても、窓も扉も開いてはおりませんのに、一体どこから……」

「気のせいです」

　断固とした口調で言い張り、セシアはリュシィに違う用事を頼んで、強引に部屋から出ていただいた。今日ここに来たばかりの彼女に、あの四番目の魔王子のことを一から説明するのは厄介だし、刺激も強すぎる。

　扉とびらに鍵かぎをかけ、下へ手たなぬいぐるみの真似を続けているミミズクを半眼で振り返った。

「まさか着替えを覗いてたんですか？　ラゼリオン様」

「見物したい気持ちがなかったといえば噓になるが、終わるのを見み計はからって忍しのびこんだので、安心してほしい」

「なにさらっとすごいことを白状してるんですか、あなたは！」

「開き直るわけではないが、こう見えて私も男だということを時には主張しておかないと、いろいろと困ったことになりそうだからな」

　ミミズクの姿でふんぞり返られても、妙に可愛いせいで怒れないのが悔くやしい。

「まあ、無事だったのには安心しましたけど……シリウス兄様とはどうなったんですか？」

「ぎりぎりのところで、微妙にまとまったという感じか」

「ぼかしすぎで意味不明です」

「話すと長くなるので、次の機会にしよう。──それよりあの弾丸を撃つために生まれてきたような青年は、あなたと血のつながりはないようだな」

　言いながら元の姿に戻ったラゼリオンは、どうやら怪我や風かざ穴あなの類たぐいはなさそうで安心した。執事はいい働きをしてくれたようだ。

　今さら隠すこともないので、バッグを用意しながら、セシアはざっくりと説明する。

「当たりです。一応シリウス兄様のトゥルーナイト公こう爵しやく家は王家の縁えん戚せきですけど、兄様とわたしに直接の血のつながりはありません」

「それにしては、雰ふん囲い気きが似ているな」

「よく言われます」

　ありがたいのか泣くべきか、「よく似たご兄妹」扱いされることが多い。正真正しよう銘めいの双子の妹とはあまり容姿が似ていないのに、不思議なものである。

「どういう事情なのかも教えていただけると、ありがたいのだが」

「単純な話です。わたしがクローディアと──現女王と双子の姉妹だっていう秘密を隠すために、わたしは当時奥宮に出入りしていたトゥルーナイトの母の子にされただけで。表向きは、誕生日も全然違う日付に設定してあるんですよ」

　セシアの本当の誕生日は十二月の最後の日だが、公式の記録では、バレンタイン・デーということになっている。

「だからバースデー・パーティーもこの時期にしてるんです」

「お役目で忙しいせいかと思っていたが、そういう理由があったのか」

「秘密を知ってるひとたちには、本当の誕生日にもうお祝いしてもらってますけどね」

　シリウスからは、本当の誕生日にすでにカードとアクセサリーを贈られていた。メイドをプレゼントと称しようしたのは彼なりの冗談だろう。

「本当の兄きよう妹だい以上に溺でき愛あいされているようだな」

「昔から兄様はああなんです。気に入ったひとには全力で愛情をそそいでくれて、気に喰わないひとには全力で殴りかかっていって」

「それは今、痛いほど実感させられたところだ。裏表や媚こびがないのは美点だと思うが」

　十二月にクローディアや三騎士にもらったプレゼントのことを思い出していると、不意に頰にふれたものがあった。

　どきりとして振り仰ぐと、ラゼリオンはまるで女神でも見つめるような目をしている。

「今日も綺麗だ。二の兄君ではなく、私が一番最初に見ることができてよかった」

「またそういう……」

　うかうかと乱れた鼓動をごまかすように、セシアは眉をひそめた。

「あなただって、いつもかっこいいじゃないですか」

　ぽろりと、特に意識せずにこぼした言葉に、ラゼリオンが常になく変な反応をする。

　時が止まったかのようにセシアをじっと見つめて、彼女にひどく居心地の悪い想いをさせてから、妙なことを切り出した。

「──セシア。今の科白せりふをもう一度言ってはもらえないか」

「は!?　なぜですか」

「嬉しい言葉は何度でも聞きたいのが、男心というものだ」

「そ、そうですか？　……あなたはいつもかっこいいと思います、けど!?」

　照れをこらえて繰り返したセシアの語尾に、急に驚きの色がかぶさったのは、ラゼリオンにいきなり抱きしめられたからだ。それも激しく。

　ラゼリオンからの接触自体は、特にめずらしくない。散々な怪我をしたセシアを抱き支えてくれたことがあったし、頰や髪をくすぐる悪戯いたずらは絶えないし、手の甲こうや頰にならキスをしたりされたりもした。

　だが、そういう時の悪魔は決まって、どこかに冷静さや紳士の分を残している。だからセシアも安心して、身を任すことができたのだ。

　こんなふうに十代の少年のような愛情表現は初めてで、いつも静かな彼の素の感情をぶつけられた感に、セシアはよろめきそうなくらい戸惑った。

「失礼。幸福のあまり身体全体がすべった」

「ちょ、なんなんですか、その無茶すぎる言い訳は！」

「まあ、落ち着きなさい。あまり暴あばれると、せっかくの髪形が崩くずれてしまうぞ」

「それは脅おどしですか」

「大丈夫。あなたが忙しいのはわかっているから、五つ数えたら離れると約束する。──私のことが死ぬほど大嫌いというわけではないのなら、少しだけ我慢してくれ」

「……そういう言い方は、卑ひ怯きようです」

　非常に照れくさいので未練がましくぼやきはしたものの、セシアはもがくのはやめた。

　あまりにラゼリオンの声がやわらかく響くので、五つ数える間だけなら、譲ゆずってもいいかと思ってしまったのだ。

　が、いざその時間が始まってみると、これが予想した以上に恥ずかしい。

　着瘦せするタイプなのだろうか。意外なほど広い胸に身体を受けとめられ、長い腕はそっとセシアの背に回されていて。悪魔のくせにやけに心地よい温もりの中に閉じこめられれば、このままどこにも行けなくなってしまうようなイメージが浮かぶ。

　問題は──。

　──それが厭じゃないって……どうなんだ？　わたし。

　内心自分に突っ込むが、身体は抱きしめられたまま動かない。急きゆう遽きよカールレオン城に向かわないといけないのに、ラゼリオンのいつになく感情のこもった空気を味わう時間がたったの五秒で終わるのは惜しい気がしてしまう。

　耳を澄ませば彼の心臓の音が聞こえる。普段よりも少し速いようで、このひとは本当にわたしのことを花嫁にしたいと思ってるんだなと妙に納得させられる。今さらの事実を再確認しただけなのに、やけに頰が熱くなった。

　シリウスの強烈な抱ほう擁ようには、あきれつつも安心できるのに、ラゼリオンのそれは違う。

　──でも、何が違うんだろう？

　物もの馴なれないセシアがそれを探り終える前に、ラゼリオンは腕を解いてしまった。

　あまりにもあっさり解放されたので、もう五つ数える間くらいはあのままでもよかったのにと思ってしまい、直後に、自分のそんな思考に悶もん絶ぜつするはめになった。フリーデル流に言うと脳細胞が茹ゆで上がったみたいなことを考えてどうする！

　城に向かう前なのに無駄に消耗してしまいながら、セシアが改めて身み繕づくろいしていると。

「──二の兄君には気をつけろ」

　ラゼリオンがおもむろに、警告の響きで言った。

　抑よく揚ようには極きわめて乏しいが重みのある声で、セシアも、すっと冷えるように現実に立ち返る。

「わかっています。『夜の女王』がなめられるわけにはいきませんから」

「そういう意味ではあなたを信頼しているが、違う意味ではかなり不安だ」

「……？」

　歯切れが悪く、しかもやけに抽象的な言い方がしっくりこなくて、セシアは首を傾かしげた。

　ラゼリオンは妙に遠い目をして、言葉を選んでいる。

「二の兄君は──上品な言い方をすれば、良好な関係に水を差して波風を立てるのが趣味らしい。あなたは兄君のこれまでの傾向からは外れるタイプだが、私と特別に親しくしているという理由で、標的にされる可能性は十分にある」

「あなたの花嫁になって、あなたにこれ以上の力をつけさせないように、何かしてくるかもしれないということですか？　それはわたしも考えましたけど、いくらなんでも『夜の女王』を出あい頭に殺したりはしないはずです。大丈夫ですよ」

「……狙ねらわれるというのは、そういう意味ではないのだがな」

「……え？」

　食い違っていることはセシアにもわかったが、馬車の用意ができたと報しらせる執事の声に、それ以上の話はできなかった。

　彼にしてはめずらしいことに、ラゼリオンが最後まで苦虫を嚙みつぶしたような表情でいた理由を、セシアはすぐに思い知ることになる。

　すこぶる屈くつ辱じよく的てきなやり方で。二番目の魔王子の手によって。
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〈青の薔薇十字団〉は、夜の側から王国アルビオンを守る秘密の騎士団。その本部は、堅けん牢ろうなるカールレオン城だ。

　気が遠くなるほど天井の高い城内は、豪ごう奢しやな王おう冠かんにいろいろな神話上の魔物が絡からみついた不気味な意い匠しようのシャンデリアで、淡い焰ほむら色に照らされていた。仄ほの暗ぐらい色の壁と古風なモザイク式嵌はめ石いし細工の床に囲まれた玄関ホールには今日も、黒と銀の騎士服をまとった男女がさかんに行き来している。

「今度は〈黒世界〉の第二王子だって？」

「聖誕祭のあれに引き続き、か……心配だな」

「よもや、この国が継承戦争の舞台になることはあるまいな」

「でも『夜の女王』陛下は第四王子を預かっているんでしょ？　どうなるのかしら」

　不安げな会話を内心うなずいて聞きながら、上階へ。今回は『夜の女王』になってから初めて、迎げい賓ひんの間を使うことになった。ラゼリオンが以前この城に滞在した時は、それどころではなかったし。

　濃い紅茶の色をした扉を開ける。

　伝統的なカントリーハウスの居間を踏とう襲しゆうした設しつらえを、明るすぎない程度に取り入れた陽光が照らしていた。すべて薔薇模様でまとめた壁紙やボーダー、椅子の張り地。扉と同じ色の優雅なディスプレイ・キャビネット。

　穏やかで暖かい日なので火は入っていないが、優雅なティー・テーブルは暖だん炉ろの前に用意されていた。気心の知れた者同士のピクニックでもない限り、お茶の場は暖炉の前というのが、この国での暗黙の了解である。

「──〈黒世界〉よりのご来訪を歓迎いたします、二番目の殿下」

　まずは礼法どおりに一礼。

「はじめまして。わたしは〈青の薔薇十字団〉のセシアという者です」

　名乗りを終えてから顔を上げて、そこで初めて、窓辺に立つその人物をきちんと見た。

　ずば抜けた長身の男だ。

　肩幅や脚の長さのバランスがよいので、縦たてに長すぎる印象は受けないが、セシアより頭ひとつ半も勝る上背はそれだけで圧あつ巻かんである。

　──あまりラゼリオン様に似てないな。

　見た目の年齢は、ラゼリオンと同じか、若じやつ干かん年上に見えるか、といったところ。

　無造作に背まで垂たらした炎ほのおに似たあざやかな紅色の髪は、野性味のある顔立ちと相まって、ライオンのたてがみを連想させる。金色の瞳は怖いほど鋭い光を放っており、彼の押し出しの強さと秘めた攻撃性がうかがえた。

　大ぶりの三角帽に膝ひざ丈たけの上着という、まるで中世の海かい賊ぞくを思わせるいでたちが非常にインパクトがある。似合ってはいるが。

　──魔力の強さは……確かに、ラゼリオン様に匹ひつ敵てきしそう。

　とはいえ、セシアはまだ、ラゼリオンがすべての力を解放しきったところを見ていない。彼の断だん片ぺん的な話によれば、あまりにも強大すぎる力を、黒手袋をはじめとする魔術道具で普段から抑えているそうなので。

「はじめまして、『夜の女王』。お待ち申し上げてたぜ」

　セシアを見て口角を上げると、三角帽を手にとって、二番目の魔王子も一礼した。

　きっちり礼儀正しいとは言いがたいラフな所作でも、彼の精せい悍かんな風貌にはよく似合っているので、細かく突っ込むのは野や暮ぼという気になる。

　まあ、悪い印象はない。

　今のところは。

「おかけになってください、二番目の殿下。遅くなりまして恐縮です」

　セシアはよそゆきの声でうながす。──こういう時に頭に手本として思い描くのは、王族らしい物腰に定評のある妹クローディアだ。

　正式なお茶会のルールでは紅茶をつぐのは女主人の親友だが、この場にはセシアと来客しかいないので、彼女自身がその役を担になうことになる。

「お茶はどのようにご用意いたしましょうか？　濃い方がよろしいですか？　それとも薄い方が？　砂糖は入れますか？　それにクリームやレモン、ミルクはいかがいたしましょう」

　互いの距離を探さぐるように、お決まりの問いかけをしたら──。

　爆笑された。

「ぶッ……ははははは！　本ッ当にそういう質問するんだなぁ、こいつはいい！」

「は？」

　あまりにも思いっきり笑われたので、不作法だと怒るより先に、啞然としてしまう。

　おもしろいことを言ったつもりは全然ないので、セシアは青い薔薇のつぼみを描いたポットを構えたまま、目を白黒させる。

　紅髪の悪魔はひとしきり、猫脚の椅子が後ろに倒れそうなくらいのけぞって笑うと、ぱたぱたと手を振ってみせた。

「いや、悪わりぃ悪ぃ。こっちに来る前に、アルビオンの人間はもったいぶった茶の時間が好きで、茶会になると何千人という女主人がどこに行っても必ず同じことを訊いてくるって聞いてな。俺様はそんなアホなと思ってたんだが、マジだったとはな。人間の文化ってのはおもしれぇな」

「……お褒めにあずかり、光栄です」

　なんとか、あたりさわりのない返事を探して口にする。

　本当に、自由な海賊みたいなひとだ、というのが第一印象になった。思ったまま・素のままに行動してしまう勢いは、セシアの義兄にも通じる破調の魅力といえそうだ。今日はこの手のタイプに縁がある日らしい。

　王族というよりは無法者じみた洒しや脱だつな口調で、焰色の髪の魔王子は付け加えた。

「そうそう。あんたがせっかく別べつ嬪ぴんに着飾ってきてくれたのに、こんなことを言うのもなんだが、あまり畏かしこまらずに話さねぇか？　俺様はこう見えても、気取ってんのはどうも苦手でな。茶会はまあいいが、晩餐会なんぞは虫むし唾ずが走る」

「いいでしょう。わたしも、その方が気が楽です」

　セシアはとりあえず首を縦に振った。

　まだ警戒を解いたわけではないので、セシアの方から積極的に態度や言葉遣いを崩したいとは思えないが、この焰色の髪の魔王子には素のままで接してもらった方が、何かと都合がいいのではないかと、とっさに判断したからだ。

　どうやらラゼリオンのように無表情の下に本音をしまいこんで話すのが得意なタイプではなさそうだし、気のゆるみに乗じようじて本音を聞き出せたら──と思う。

　セシアは気を取り直して、紅茶を二人分淹いれると、大げさではない口調で切り出した。

「では、二番目の殿下。さっそくですが、フランケンシュタイン博士の件についてお尋たずねしてもよろしいですか？」

「やっぱ、まずはそれか？　こう見えても俺様は説明ってやつは好きじゃねえんだがな」

「『夜の女王』の義務を果たさぬことには、わたしも殿下のお相手に集中ができませんし。どうかご協力をお願いいたします」

「じゃ、俺が答えたら──いや、まだやめとくか。いいぜ、質問してみな」

　興きようは乗らないが、とでも言いたげに唇を歪ゆがめる魔王子に、セシアはとりなすように微笑みかけながら、いくつかの質問をさせてもらった。

　フランケンシュタイン博士の突然の怪死について、ひと通りの情報を得るのに、そう苦労はしなかった。焰色の髪の魔王子は、面倒くさそうな態度はしたものの、質問には過不足なく答えてくれたからだ。

「ありがとうございました。──ケーキはいかがですか？」

「もらうぜ」

　オレンジクリームと砂糖細工で飾られた、豪華でボリュームのあるマーマレード・ケーキを切り分ければ、焰色の髪の魔王子は気持ちのいい食べっぷりで平らげてくれた。かなりの早食いなのにガツガツとした汚きたならしい感じには見えず、どことなく品格が保たれている仕草に、王族としての下地が感じられる。

　──『二の兄君には気をつけろ』

　ラゼリオンの警告が、どうにもしっくりこなかった。セシアの目には、多少野や蛮ばんぶっているが最低限の礼儀はわきまえた男に見えてしまう。

　少なくとも、聖誕祭でラゼリオンが戦ったという三番目の魔王子の暴走した性格に比べればはるかに穏やかだ。三番目の彼は、いきなり目を抉えぐってくるような危険人物らしいので。

「あんたは、俺たち魔王子が気軽に名を名乗れない理由は知ってるようだな」

「存じ上げております」

「四番目に聞いたのか」

　不意に、焰色の髪の彼の声が低められる。金色の瞳に刺すような光がよぎる。

　来たな──と、セシアはカップを手にしたまま、ひそかに身構えた。

　──『イエス、と言ったら最後です。ノーは最悪の返答です』

　──『イエスともノーとも言い切らずに、期待を持たせつつ話を切り上げるのが上策です』

　とは、なんにでも造ぞう詣けいの深かった師匠の教えだ。

　しかし言うのは簡単でも、実行が難しいのが世の常である。ラゼリオンの情報はなるべく伏せつつ、焰色の髪の魔王子からは来訪の真意などを探るのがセシアの狙いだが、どこまで上手くやれるだろう。

　極悪人には見えないが、さりとて屍体を届けるためだけに、はるばる〈黒世界〉からやってきたとは思えない。フランケンシュタイン博士は〈青の薔薇十字団〉にとっては重要な犯罪者だが、悪魔の世界ではそれほど意味のある存在ではないはずだからだ。

　やはりこの悪魔は、ラゼリオンと魔王の座を争いに来たのか──。

　あるいは違うのか。

「わたしの騎士に〈黒世界〉の事情に多少詳しい吸血鬼がいます。彼に聞きました」

「なるほどな。じゃ、四番目とはどこまで仲良くしてるんだ？」

「どこまでと──言われましても」

　澄すましてはぐらかすセシアに、焰色の髪の魔王子は口の端に獰どう猛もうそうな笑みを載せると、不意にテーブルから身を乗り出してきた。

「俺様はこう見えて親切だから、訊き方を変えてやろう。──四番目の真名は知ってるか？」

　セシアはおかわりの紅茶をつぐ手を止めた。

　表情は、澄ましたそれのまま、動いていないはずだ。ラゼリオンの話題に踏みこまれても動じないよう、心の準備はしておいたので。

　それなりに和なごやかだった空気が緊張の色を帯びるのを感じながら、慎重に切り返す。

「それが、二番目の殿下が最もお知りになりたいことなのですか？」

「質問を質問で返すのは礼儀じゃないだろ」

　まるでならず者みたいな口調で話し、さらに堂々と脚まで組んで座ってるひとに正直、非礼を指摘されたくはない。

　が、そんな反感は胸に秘めて、セシアはひたすら静かな表情を保った。作り笑いはどうにも苦手だが、表情を殺すのにはいい加減慣れつつある。

「で、答えは？　『夜の女王』」

「今の段階では、あなたにお答えする義務があるとは思えません」

「されたんだな？　花嫁になれって。それとも『黙って俺のものになれ』とでも言われたか」

　──あなたじゃあるまいし。

　思わず脳のう裡りに、そんな言葉が浮かんでしまう。

　この焰色の髪の魔王子なら、好みの女性がいたら傲慢なくらい自信たっぷりに誘うか、あるいは少々強引に迫って口説き落としそうだ。わたしはそういうのは苦手だから、ラゼリオン様がああいうひとでよかったな、などと、彼の獰猛な笑みを前にして考えたせいだろう。

　すると。

「まだ花嫁にはなってねぇんだろ？　だったら、四番目じゃなくて俺を選べ。『夜の女王』」

「……え？」

　突然にも程がある命令に、セシアは思わず素で驚きの声を上げてしまった。

　はっとした時には、テーブルの上に出していた手を握にぎられている。セシアの手首など簡単に折ってしまえそうに思える大きな手のひらと、硬かたい指の感触、そして怖いほど熱い体温が伝わってくれば、油紙に火をつけたように急激に緊張が高まった。肌はだがざわつく。
















　ラゼリオンじゃなくて──なんだって？

「選ぶ、とは」

「可愛い顔して下へ手たにとぼけんなよ、興ざめだぜ。四番目とつるむくらいなら、俺のものになった方がいいぞと言ってやってるんだ」

「ですが、なぜ二番目の殿下が突然そのように仰られるのかが、わたしには理解しかねます」

　戸惑いのあまり、セシアは妙に早口になる。

　浮うき腰ごしになりながらうかがった魔王子の金色の瞳には、獲え物ものを見つめる野獣の鋭さが宿っていて、刺されるような危険を感じた。

「あんたの魔力の強さが、花嫁として魅力的じゃないとは言わないが、俺の提案は、あんたのためでもある」

　セシアの手の甲に、彼の乾いた唇がふれる。それもまた奇妙に熱い。

「四番目が本当はどれほどおっかねえ悪魔か、あんたが知ってるとは思えねぇからな。やつの生いけ贄にえになるくらいなら、俺に骨の髄ずいまで可愛がられた方が女としてはるかに幸せだって請け合うぜ。どうだ？」

　セシアが無言で滲ませた拒絶のオーラをものともせず、焰色の髪の魔王子は自信たっぷりに言い切る。どうだ？　と訊いておきながらも、その気になれば自分の意思など簡単に無視しかねない強引なものを感じ、ぞっとする寒気に襲われる。

　──ラゼリオン様について、わたしがまだ知らないことがあると？

　だがそれで彼が求婚に至いたるわけがわからず、反論の言葉を探しあぐねるセシアの手をしっかりと握ったまま、焰色の髪の魔王子がおもむろに立ち上がった。

　腕をぐいと上方に引かれたセシアも、つられて立つことを強しいられる。二人の急な動きにテーブルが揺れ、ティーセットの一部が床に落ちた。それに気をとられているうちに、恐ろしいほどに慣れた動作で腰を抱き寄せられる。

　無作法なふるまいを視線に力をこめて抗議するセシアを見下ろして、焰色の髪の悪魔はにやりと口の端を上げた。彼女が必死にこらえている憤いきどおりの火に、わざと油をそそぐように。

　腰にまとわりついた男の大きな手の感触が厭いとわしく、セシアは低くうなった。

「お離しください」

「これからが楽しいのに？」

　話の通じない苛いら立だちに、セシアの表情がゆがむ。交渉の場では相手をことさら好きになるのも嫌いになるのもよくないと教えられてはいたが、徐々にこの傍ぼう若じや無くぶ人じんな男への嫌けん悪お感かんと敵意が積み重なっていくことをセシアは認めざるをえなかった。

「俺の真名はイロンシードだ」

「……ッ！」

　二番目の魔王子──イロンシードは、ひどく無造作に名乗った。

　魔王の御子たちにとって、女性に真名を告げることは、求婚したのと同じ意味を持つ。ラゼリオンがそう教えてくれた。

　──『良好な関係に水を差して波風を立てるのが趣味らしい』

　──『私と特別に親しくしているという理由で、標的にされる可能性は十分にある』

　ラゼリオンの懸け念ねんを、遅ればせながら理解する。

　社交界には必ずいる問題児のタイプだと、双子の妹から聞いたことがある。他人の恋人や婚約者ばかり欲しがる、厄介な遊び人。セシアがラゼリオンに求婚されていると知って、ちょっかいをかけたくなってきたのか。

　──でもそれだけで、こんなにあっさりと真名を明かすなんて。

　セシアには理解しがたい「趣味」だった。

　宣戦布告のように教えられた真名を持て余すセシアに、イロンシードは傲ごう岸がんな表情で告げる。

「ちゃんと覚えろよ？　長い付き合いになるんだ」

　いいえ忘れます。そう言ってやりたい衝動に駆られるが、王都の安あん寧ねいとラゼリオンのことを思えば、不用意にイロンシードの不興を買うのは躊躇ためらわれた。

　どうにか不ふ埒らちな腕は振り払うと、型どおりの挨拶と適当な言い訳を口にして、セシアはひとまず迎賓の間を去ろうとするが。

「──待てよ。最後にひとつだけ訊きかせろ、セシア」

　これまで努めて表情を殺してきたつもりのセシアだったが、非礼への怒りがついに限界に達したせいで、露ろ骨こつに眉をひそめてしまった。名で呼ぶのを許した覚えなどない。

「セシア」というのも実は呼び名で、真名ではないのだが、それでも心臓を無遠慮に鷲わしづかみされたかのような生々しい不快感があった。ラゼリオンが真名を許したことの重みを、今初めて理解したかもしれない。

　むかむかとした胸を抑える彼女をよそに、イロンシードはひたすら勝手に続けた。

「あんたは、最高級の狂気を表す色は何色だと思う？」

　セシアは露骨に眉をひそめた。

　唐とう突とつだし、質問自体の意図もわからない。狂気なんてものに、最高も最低もあるのか？

「見当もつきません。──二番目の殿下はどう思われるのですか？」

「アイスグリーン」

　ラゼリオンの瞳の色を口にして、イロンシードは意味ありげに唇をゆがめる。

　狂気とラゼリオンを結びつけて、彼と懇こん意いのセシアを脅おどしたつもりなのだろうか。

　引っかかりはしたが、これ以上この魔王子と二人でいることは耐たえがたく、セシアは肌に絡む視線を振り払うように身をひるがえした。

　否いな。

　ひるがえしたつもりだったが、驚くほど機き敏びんに腰をつかまれたせいで叶かなわなかった。

　厭いとわしい腕を、切って捨てるように振り払うより早く、おとがいに男の手がかかる。

　無理やり上を向かされた視界に、野性的な風貌がいっぱいに映った。

　強引に迫ってきたイロンシードの顔を、セシアは反射的にかざしたもう片方の手でどうにか押し留める。もし間に合わなかったら唇を奪われていたのかと思うと、背筋がぞわりと震ふるえた。

「……へえ」

　眼前にある、猛もう獣じゆうの笑み。セシアは肌にざわざわと寒気が走るのを感じた。

「こういうのは経験なしか。あんた、四番目にはよっぽど大事にされてるようだな」

「無礼ですよ」

　屈くつ辱じよくのあまり言葉を喉のどに絡ませつつも、セシアはかろうじて、それだけは咎とがめる。

　身体の線に巧みにまといつく腕を振り払い、今度こそ踵きびすを返したセシアの背中に、イロンシードのからかうような声がかかった。

「俺はしばらくこの国に滞在するつもりだから、気が変わったらいつでも言いな。四番目がどんなにやばいのか、手取り足取り教えてやるぜ。──あいつが、自分からは絶対言わないような秘密も含めてな」

　秘密という単語に止まりかけた脚を叱しつ咤たして、セシアは濃い色の扉をすり抜けた。

　離れてもまだイロンシードの手の感触が肌に残っているようで、ひどく不愉快だった。
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　背後を一度も振り返ることなく駆けて、無人の控えの間に戻った途端、膝が抜けた。

　力を使い果たした腕をもたげ、なんとか鍵だけはかけたが、自分でもどうしてというくらい消しよう耗もうしている。

　これまでも、吸血鬼に襲われて無理やり血を奪われたり、ギャングの首ボ領スにからかい半分に口説かれた経験はある。だがイロンシードの行為は、その比ではない怒りと恐怖を呼んだ。彼の何がそこまで神経を逆さか撫なでするのか、自分でもよくわからないほどに。

　扉に額ひたいをこすりつけ、大きくため息をついた時だ。

「──セシア。どうしたんだ？」

　予想もしなかった声が聞こえてきたのに驚き、扉に肩からぶつかりながら振り返ると、黒衣の悪魔の姿が窓辺にあった。

　セシアは小刻みに瞬またたいた。着替えその他の介かい添ぞえとしてリュシィは連れてきたが、兄弟での鉢はち合あわせを避けるために、彼には自重してもらったのに。

　情なさけない姿を見られた羞しゆう恥ちと、自分を決して蹂じゆう躙りんはしないひとに逢えた安あん堵どとが、セシアの中でせめぎあう。

「ラゼリオン様こそ、どうしてここに？」

「ここには青薔薇の騎士もいることだし、控えようとは思ったのだが──やはり心配だったんだ。あなたの義兄殿に無理やり同行させてもらった」

「……あのシリウス兄様が、よく許してくださいましたね。友情が芽め生ばえたんですか？」

「いや、友情はない。彼はこれからすぐに任務に出向かねばならないそうだ。何かあったら彼の代わりにあなたを守り、不埒な輩やからは叩たたきのめすという約束で、とりあえず手打ちということになった。私が何かした場合、私が蜂はちの巣にされるそうだが」

「…………一歩進んで二歩下がるという感じですね」

　結局義兄は、セシアが自分がよく知らない男と親しくすることにへそを曲げているだけだ。普段は正直「嬉しいんですけど、できればもう少しソフトに……」と思わざるをえない義兄の過か剰じようにして過激な愛情だが、この時ばかりは微笑ましさだけに満たされた。

「セシア」

　再び名を呼ぶ声に、セシアはふと目を伏せて身を委ゆだねた。たちまち、イロンシードにふれられた箇所の厭わしい感触が消える。ラゼリオンの温かな気配に上うわ塗ぬりされる。

　冬の日に、暖炉の前でおいしい紅茶を飲んだ時にも似た心地だ。

「ラゼリオン様──名前を、もう一度呼んでくれませんか？」

「何度でも。──セシア」

　静かな声はやはり、どうしてと思うほど胸にしみる。さっき焰色の髪の魔王子が同じことをした時は苛立ちしか覚えなかったのに。

　ともかく座るよう、アカンサスの柄のソファへと穏やかに導かれ、セシアは素直に従った。

「ごめんなさい。あなたの顔を見たら、なんだか気が抜けてしまったみたいで……」

　身体の芯しんにかろうじて保っていた力まで勝手に、包むような空気の中に溶け出して。

　自分らしくもない弱気な発言を、口にした端から恥ずかしく思っていると、隣にかけたラゼリオンは少し笑ったようだ。

「庭園の時のように石像になられるよりは、安心された方がいいのだが」

「そうですか？」

「いや、やはり息をするたびにどきどきしてもらった方が楽しいかな」

「た、楽しまないでください。というか誰がどきどきしていたと──」

　怒ったような声をはじけさせて顔を上げれば、黒衣の悪魔は穏やかに目を細めている。

　ラゼリオンは、ほっとした様子で言った。

「少しは元気を取り戻されたようだな」

「……え？」

「あなたが気の強い目でずばずばと反論してくる方が、私は楽しい」

　胸の底で執しつ拗ようにわだかまって気分を悪くさせていた負の感情を、それとなくなだめてくれたのかとようやく気づき、セシアの心臓はひと跳ねする。悪意のない透とう徹てつしたアイスグリーンの瞳に、つかのま魅み了りようされた。

　──この瞳のどこが、最高級の狂気の色だというの。

　夜の生き物の上に降りそそぐ月の光にも似たまなざしに、こんなにも安心してしまうのは、わたしだけなのだろうか。

　──『あいつが、自分からは絶対言わないような秘密も含めてな』

　イロンシードの挑発めいた科白せりふが、悪夢の残り香のように脳のう裡りをよぎる。

　確かにラゼリオンはまだまだ隠し事の多そうな雰囲気だから、別にショックではない。だが、まるで「あんたの想像の及ばないような秘密だ」「聞いたが最後、失望する」とでも言いたげな思わせぶりは気がかりだった。

　──あの男は、わたしの知らないラゼリオン様の何を知っているんだろう。

「落ち着いたのなら、質問してみてもいいだろうか。──あの男に何をされた？」

「あの男って。あなたの御兄君なのに」

「あれを敬意をこめて兄君と呼んでやるほど、今は寛容になれない」

　静かな怒りの伝わる言葉に、セシアはにわかにくすぐったいものを感じながら、先刻の一幕について話した。

「俺を選べ、俺のものになれと言われました」

「もしや、真名を渡されたのか」

　セシアは正直にうなずいた。この問題に関して一番頼りになるのはこのひとだ。

　しかし、さっきは憤りのため考えが及ばなかったが──イロンシードは、やはりラゼリオンと戦いにきたのだろうか？

　──でも、不思議とラゼリオン様の所在とかは訊かれなかったな。

　──どちらかというと、ラゼリオン様が花嫁を得たのかどうか、そればかり気にしてた。

　五人の魔王子の中には、ラゼリオン同様、継承戦争に興味のない者もいると聞いている。ならば血で血を洗う骨肉の争いなどやめて、話し合いで穏便に解決できないものかと、セシアは淡く期待していたのだけれど。

　あの焰色の髪の魔王子と、まともに交こう渉しようができるとは思えなかった。

「もしかして、二番目の殿下はあなたを殺すために、まずわたしを奪うつもりとか？」

「私と仲良くする気はなさそうだが、私を害することだけが目的というわけではない気がする」

「というと」

「私を倒すのに強大な力をつけたいだけなら、無理にあなたを花嫁にする必要はない。花嫁に適した力の強い女性の悪魔なら〈黒世界〉にもいるからな。真名まで渡して、見るからにお堅くて口説くのが大変そうなあなたを欲しがるのには、何か理由がありそうだ」

　魔王子の花嫁というのは、単なる伴はん侶りよではなく、魔王子たちの力の源みなもととなる存在だ。より魔力の強い花嫁を得た方が、継承戦争では有利になる。

「たとえば、あなたにひと目惚ぼれしたとか」

「ありえません」

　戯ざれ言ごとを、セシアは即座に却下した。腰を抱かれ唇を奪われかけたことは、ラゼリオンには伏せてしまったが、セシアにはあれが惚ほれた女性に対する態度とは思えない。力ずくで女をものにしようとする、ただの傲慢な行為ではないか。

　あのあしらいは最低だし──セシアが立場上、彼をきっぱり拒めないのを見越して横暴にふるまっているのが、卑ひ劣れつだとも思った。

「だといいが。あの男は昔から女癖がよくないが、好むのは黒髪で豊満な身体の主で、あなたのように、今後の成長に期待というタイプを自分好みにみがく趣味はなかったはずだし」

「遠回しに、今のわたしのスタイルは微妙って言ってませんか？」

「あの男の好みではないというだけだ。私は気にしていない」

　気にしていない、というのは、好きでも嫌いでもないという意味ではと思うと少し複雑かもしれない。

　ひそかに眉をひそめた彼女をよそに、それに──とラゼリオンは付け加えた。

「あの男が、フランケンシュタイン博士の屍体とともに来訪した意い図とも気になる」

「狂博士をご存知なんですか？」

「彼が若かりし頃に書いた論文をいくつか読んだことがある。人間とは思えない奇妙な着眼点からの分析には、少しばかり興味を持っていた」

「なるほど。──じゃ、わたしはどうしたらいいんでしょうか。真名を教えられてしまって」

「気にするな」

「え？」

「私が真名を教えた後も、あなたは特に何かした記憶はないだろう？」

　それでいいのだと諭さとされ、セシアはほっとすると同時に、不意に胸の痛みを感じる。

　求婚に応えることもないまま、温かい関係を築いて、こうやって支えられて。なのにわたしは何ひとつお返しができていないのだと、今さら痛感する。

　ありがとうという簡単な言葉では足りない気がしたから、代わりにセシアは、今のことで思い出した記憶を告白した。

「あなたの真名を教えてもらった時は、こんなに微妙な気分にはならなかったですよ」

「──そうだったのか？」

　少し驚いたように、ラゼリオンの声が上がる。セシアは彼の目を見ずに、うなずいた。

「戸惑いはしましたけど──あなたの真実の名前を知ることができたのは、やっぱり嬉しかったんです。あなたはそれまでは、わたしに偽ぎ名めいしか名乗っていなくて……わたしはあなたに救われて感謝していたのに、名前も知らないのかと思ったら、なんだかちょっと寂さびしくて。真名を教えてもらえた時は、あなたに少し近づけたみたいで幸せでした」

　実際にラゼリオンと再会した折には、求婚されたことへの恥じらいが勝って、なかなか真名で呼べなかったのだけれど。

　実は今も、隠してきた本音を──ラゼリオンに求婚されて驚いたが、決して厭ではなかったのだと自分から告白するのは、逃げたくなるほど恥ずかしいのだけれど。

「だから、あなたの真名は、これからもずっと大事に呼びたいと思ってます。二番目の殿下の真名には、とてもそうは思えませんでしたけど……」

　ひと息に言い切ってしまい、いつものような軽口が返ってくるのを期待して待つが、予想を裏切ってラゼリオンの声は聞こえてこない。

　どうしたのだろうと振り返れば、さっきよりも近いところにラゼリオンがいた。

　セシアがドレスの膝の上に置いていた手に、それとなく黒手袋の手が絡められる。

「ラゼリオン様？」

　思わず動きを止めたセシアへと、不思議なほど自然に、ラゼリオンの顔が近づいて──。

　そっと唇が重ねられた瞬間、セシアは思わず息を止めていた。そういう時にどうすればいいのかがわからなかったから。そのせいか、初めての温もりを味わわされていた時間がとても長く感じられたのだが、実際にはほんの一瞬の間のことだったらしい。
















　唇が完全に離れた後に、セシアは何が起こったのかをようやく理解した。声が震える。

「なに、を……？」

　ラゼリオンは何も言わずに彼女を見下ろしている。それだけなのに、セシアの心臓は跳ね上がった。いつもは雄ゆう弁べんな悪魔のくせに、こんな時に限って無言なのはずるいと思う。

　そのくせ普段は感情に乏とぼしい瞳にはいつになく強い想いがあふれていて、火ほ照てったような沈ちん黙もくの中でセシアを追いつめるのだ。

　耳の中にもうひとつの心臓が生まれたかのように、自分の鼓動がうるさい。

　やがて、ラゼリオンがようやく口を開こうとした刹せつ那な──セシアは理性で何かを考えるより先に、まるで迫りくる炎から逃れるように、控えの間を飛び出していた。

　彼が何を言おうとしたのかは強烈に気になったけれど、同時に、知ってはいけないような確信もあった。







　ただ身の内に点ともされた灯を振り切りたい一心で、人ひと気けのない廊ろう下かに走り出たが、いくらも行かないうちに、反対方向からやってきた黒髪のレディース・メイドと鉢あわせした。

　呼吸を乱した女主人を見て、リュシィは色違いの目をまるくした。「どうかなさいましたか？　セシア様」と、全身に戸惑いと焦あせりを滲ませて駆け寄ってくる。

「リュシィさん、今までどこにいたんですか？」

「！　……も、申し訳ございません」

「あ──ごめんなさい、別に怒ってるわけじゃなくて」

　先刻の動揺を引きずっているせいで、声が奇妙にこわばってしまっただけだ。

　だが言い訳をするとおかしな墓ぼ穴けつまで掘りそうだったから、萎い縮しゆくしてしまったリュシィを前に、セシアは強引に話をそらした。

「その包みはもしかして、わたしの着替えですか？」

「はい。実は裾にほつれを見つけましたが、直すにもあいにく手持ちの糸に合う色がなく……貸していただける方を探しに出たのですが、気がついたら随分と時間がかかっておりまして──あのう、セシア様？」

「え。あ、はい？」

　駄目だ。まだ頭の芯がぼうっとしていて、リュシィの声が半分以上素通りしてしまう。

「わかりました。着替えるので、手伝ってくれますか？」

　取り繕つくろうように無理に押し出した声が、やけに硬質でそっけなく響いて、リュシィが自らの不明を恥じるようにうつむいてしまったことに、セシアは気づいていなかった。頭を占める出来事があまりに多すぎて、自分のちっぽけな心ですら持て余していた。
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　外出用のワンピースに着替えた後、雑念・妄もう念ねんその他を振り切るように、セシアは〈ファウスト〉の研究所に向かった。

　設立当初は〈ファウスト〉の研究設備はカールレオン城内にあったのだが、魔術実験が失敗したり暴走したり爆発したりと、あまりに問題が多発しすぎるので、同じ敷地内ではあるが庭園の端の隅に隔かく離りされたという悲しい過去がある。

　質素だが品のよいコテージのように見える研究所の中に入ると、玄関ホールには王立博物館さながらの内装が広がっている。

　好き勝手な分野で研究している博士たちが、自分の発見したものや創つくったものを展示する場になっており、特別な水すい晶しように閉じこめられた不思議な生物や、どこぞで採取した奇怪な植物の標本、複雑怪奇な仕組みの機械などが並んでいるのだ。

「おお……これは新発見だ。我わが輩はいは今なら飛べる！　いやむしろ飛んでくる」

「誰か、うちの檻おりから脱走した実験動物Ａを知らんかね。可愛い子なんだが」

「科学は爆発だ！　爆発こそが発明の母だ！」

　廊下の向こうから聞こえてくる爆音や博士たちの奇声さえさっくりと無視すれば、ここにいるだけでも魔術の勉強になる。

　フランケンシュタイン博士の亡なき骸がらは、地下──青薔薇の騎士たちが任務で入手した、幻獣の屍し骸がいや角つのなどのサンプルを保管する部屋に、とりあえず安置されたという。亡くなった状況が状況だけに、検死は腕利きの博士たちによってなされる見通しだ。

　研究内容ははなはだ異端でも、博士自身の肉体はただの魔術師──人間のはずだが、やはり同業者の注目を集めずにはおれないらしい。

『廊下で寝るな』

『壁はメモ帳ではない』

『いきなり踊りだすな』

『奇声・絶叫・号ごう泣きゆう禁止』

　実はあまり効果を上げていない注意書きが貼られた廊下を通って、階下へ。

　地下墓所を思わせる薄暗い空間はいくつかに区切られており、遺体は『火の間』と呼ばれる一室で棺ひつぎに納められていた。とはいえ、セシアの目的はそこにはない。

「センレッド」

　一報を受けて城に帰還して以来、様子が不安定だという騎士を案じてきたのだ。

　中央に置かれた漆黒の棺を、まるで不意に動きださないか見張るかのように、部屋の片隅にあるベンチ風の椅子にセンレッドは座っていた。

　普段から表情に翳かげりの濃い青年だが、今日はそれに加えて、軽く放心状態のように見えた。

　真紅の髪は物憂げに顔にかかり、視線もいつも以上に下向きで、セシアに雨に打たれたヒナゲシの花を連想させる。ガーネット色の瞳にはまるで生気がない。

　無理もないと思いながら、セシアはなるべく普段どおりの口調を心がける。

「お昼食べてないって聞いたから。もう午後だし、こういう場所でアレだけど──どう？」

「……紅茶を？」

「コージー・ティー・フォア・トゥー」

　心休まる二人きりのお茶、というような意味である。そっと呪文をかけるような響きが、セシアは好きだった。

　ベリー風味の蜂はち蜜みつを添えたスコーンに、焼きたてで香ばしいマーマレード・フィンガー。軽くて甘いメレンゲ・キッス、レモン・ジンジャー・パウンドケーキ。そしてほんのりスパイスを利かせた紅茶。身体を温め、気分をほぐしてくれるものばかり。

　センレッドが小さく、本当に小さくだが笑ってくれたことにほっとして、セシアはトレイを手に近づいていく。センレッドが慌てた様子で立ち上がった。

「こんなに……重かったんじゃないのか？」

「なんてことないわ。わたしは普通のお嬢様よりずっと力持ちよ」

「……ごめん。気を遣わせて」

「いいのよ。でも、こういう時は『ごめん』じゃなくて『ありがとう』って言ってくれた方がわたしは嬉しい」

「そうだね。……ありがとう」

　遺体の前でお茶会というのも悪い冗談のようだが、センレッドが離れがたいようなので、セシアも付き合うことにした。

　カールレオン城で騎士たちが休憩に使うサロンには、常に各種の茶葉や軽食、菓子類が用意されていて、時間がなくても気軽にティータイムを楽しむことができる。さすがにローズグレイ・ハウスの執事の神がかった味には敵かなわないが、これはこれで気が利いている。セシアがお茶一式をもらってきたのもそこからだ。

「センレッドは……どう？」

「おれは……ちょっと、突然すぎて、まだ実感がわかないみたいだ。頭がぼうっとしてる」

「……亡骸は、もう確かめたのよね？」

　訊きにくいなと思いながらも手探りするように問えば、センレッドはマーマレードのついた指先を拭ふきながら無言でうなずく。彼が、あの遺体は間違いなくフランケンシュタイン博士だと認めたのだから当然なのだが。

　なにげなく棺に視線をずらすと、センレッドがめずらしく語気を強めた。制止するように。

「セシアは遺体は見ない方が……というか、おれとしては、見てほしくない」

「──そんなに状態がひどいの？」

「首が、すっぱりと断たれてる」

　セシアはこくんと空から唾つばをのんだ。一体どういう状況でそんな死に方をしたのだろう。自殺でも事故死でもないことだけは確実だが、ならば誰に殺害されたのか？

　──確かに指名手配はされていたけれど、それはアルビオンの夜の世界限定の話だし。

　──仮に博士に恨うらみを持っているひとの犯行だったとしても……。

　成人男性の首を刎はねるのは普通の人間にはまず不可能だ。しかも、すっぱりと、なんて。

　達人級に剣や斧おのの扱いに長たけた手て練だれのしわざか、さもなくばなんらかの魔術によるものとしか考えられない。魔術事件のにおいが濃厚にして、胸騒ぎを呼ぶ。

　思考を整理するべく、セシアはぬるくなりかけた紅茶のカップに口をつけながら、隣のセンレッドを横目でうかがってみた。

　──……つらそう。

　さっきよりはだいぶ生気を取り戻しているが、ガーネット色の瞳に満ちる感情は相変わらず暗く複雑で、痛ましげに見える。

　センレッドはロマと呼ばれる流る浪ろうの民の出なのだが、幼い頃に、故ゆえあって仲間から置き去りにされた。行き倒れの彼を助けたのが、フランケンシュタイン博士だったという。拾われて博士の城に住み、無む垢くな少年は助手兼召使いとして育つ。

　フランケンシュタイン博士の研究は常じよう軌きを逸いつしたものだったので、まっとうな使用人が居着かず、センレッドはほとんど博士と、博士の飼っていたさまざまな珍種・新種の動物たちだけの狭い世界で生きていたという。

　風変わりな人物だとは思っても、純じゆん朴ぼくな少年は、恩人である博士を一いち途ずに慕っていた。

　だがその信頼は、ある日突然に裏切られ、彼はまるでぼろ切れのように捨てられたのだ。理由も知らされず。

　──『憎い・復ふく讐しゆうしたいというよりは……おれはたぶん、知りたいんだと思う』

　──『どうして、あんなことをしたのか』

　──『博士がおれをなんとも思っていなかったのなら、それはそれでいいから……』

　口下手なセンレッドは以前、長い時間をかけて言葉を選びながら、そんなふうに告白してくれたことがある。強がりを言う性格の青年ではないから、きっとそれが彼の真実だろう。

　センレッドは胸のもやもやを抑えるように、心臓の上に手を当てた。

「おれは言葉が上手くないから、説明できないけど……厭な予感がする」

「厭な予感？」

「……おれにとって、博士は特別な存在だから。あのフランケンシュタイン博士がこんなあっさりした死に方で、何もかも終わりになってしまうとは思いたくなくて……誰も気づいてない何かあるんじゃないかって、疑ってしまうみたいだ」

「……その気持ち、わたしにもわかるかも」

　今までに遭遇してきた事件で、何度か似たような経験をした。たいていは、不安のうちに何事もなく時が過ぎ、取り越し苦労だったと胸を撫で下ろすのだが、魔術という未知の力に対していると、しばしばそういう恐れを味わう。

　けれど。

「どんな魔術を使っても、死んだひとが蘇よみがえることはないから──もしこれから何か起こるとしたら、博士が遺のこした研究成果とかいう形じゃないかしら。生前の博士が今まで何をしていたのかはわからないけれど、彼の持っている知識が、何かたちの悪い魔術師の手に渡っていたとしたら、それだけで厄介だし」

　センレッドがフランケンシュタイン博士と別れるまで──『狂博士』という二つ名が大々的に広まる以前のことは、博士の助手だった彼のお蔭でだいぶ明確になっている。

　すなわち、新しい生命の創造。

　さまざまな動植物を集めては、複雑な計算式にのっとって掛け合わせ、あるいは解体しては別々の生き物の部位をつなぎ、電流を流して死の眠りから強制的に呼び戻すなどして、いびつな生命いのちを次々に生み出していった。

　しかしそうして創出された生命の大半はひどく不安定で、フランケンシュタイン博士は実験体が死ぬたびに苛立ちと失望を露あらわにしたという。

　やがて博士は、どこからともなく悪魔の細胞を手に入れる。

　この世で最も強大な生命体の力を組みこむことで、創り出した脆ぜい弱じやくなそれを永ながらえさせる試みが始まった。

　そうして博士は、彼の助手であった少年──センレッドに悪魔の細胞を植えつけるという残ざん酷こくな実験を最後に、姿を眩くらます。

　失踪後の彼の動向は、まったくの謎なぞに包まれていた。

　ただ、それまでの研究成果があちこちに四散・悪用され、アルビオンでもいくつもの事件の火種になっている。

　指名手配を受けたのも、それが主な理由だ。博士自身が研究資金を得るために、危険な技術を危険な連中に売り飛ばしたのである。

「──二番目の殿下は、なんだって？」

　不意に訊かれて、セシアは大きな手に心臓をつかまれたような心地ここちを味わう。

「うん……二番目の殿下は──」

　焰色の髪のあの男への憤りはもう山を越した──というか、その後のラゼリオンとの「事件」が強烈すぎて吹っ飛んでしまった。

　だが、連鎖反応のように思い出したせいで、激しい動揺が胸にあふれている。

　爆竹が次から次に爆はぜるように、先刻のラゼリオンとの──我ながら取り乱していた上に無防備に彼に甘えすぎていて、今思い返すと七転八倒したくなる──あれこれが脳裡に甦って狼ろう狽ばいする。

「セシア？」

　そして最後に、あの突然の口づけを。彼がそうした理由が想像できないほどセシアも鈍どん感かんではない。黒衣の悪魔は以前からずっと彼女を口説きつづけているのだから。

　ただ、なぜあの時に？　と首を傾げたくなる。そういう会話をした記憶はないのに。

　さらにセシアを混乱の渦の深みにはまらせるのは、あの行為を彼女自身が──。

「セシア？」

「──え？　あ！　ごめんなさい、ちょっとぼうっとして」

　肩に遠慮がちに手を置かれ、はっと我に返る。

　不思議そうに瞬くセンレッドの、何も知らない澄んだ瞳をまっすぐ見る勇気が持てなくて、セシアはこっそりと紅茶のカップに視線を引き戻した。

「……博士が〈黒世界〉にひそかに渡っていたことまではわかってるんだけど、どこに隠れていたのかは知らないそうなの。そもそも、博士の屍体を見つけるまで、〈黒世界〉の住人たちは博士が潜せん伏ぷくしていたことすら気づいてなかったんですって」

「それって……気づかないものなんだろうか？」

「たいていの悪魔は、特に〈黒世界〉の彼らは、人間にそんなに関心がないんですって。言い方は悪いけど、わたしたちが道端で蟻ありを見かけても特に気にも留めないのと同じみたい」

「そうか……それじゃ、謎は謎のままか。誰がコマドリ殺したの、の唄うたみたいだな」

　思考が壁にぶつかると、流れることのない地下の空気に、どこか気詰まりな重みが加わる。

　──センレッド。

　大事な仲間にかける言葉を見つけられないのが、もどかしい。

　それならとセシアは手を伸ばし、真紅の髪ごと彼の頭を胸に抱き寄せた。

　おもむろな行為に、センレッドは一度ぴくりと肩を震わせてから、まるで病気の猫のようにおとなしくセシアの腕の中に収まった。

　──そういえば、昔もこうしたっけ。

　初めて会った時、狂博士にひどい目に遭わされた上に、改造手術前後の記憶が混こん濁だくしているせいで精神的にひどく不安定だったセンレッドを、こんなふうに抱きしめたものだ。

　狂博士以外の人間に、それも女性に耐性のない彼は、最初は何がどうなっているのかわからないという様子で固まっていたが、次第に緊張をほどいていってくれた。それが直じかに腕に伝わってきたから、セシアまでほっとして。

　──フランケンシュタイン博士はどうして、こんな人にひどいことができたんだろう。

　こんなに繊細で純粋な人に。……とても理解できない。

　寒空の下で身を寄せ合う小動物のように、どれくらいそうしていただろうか。

「……ありがとう。もう、大丈夫」

　センレッドがはにかみを含んだ小声でそう言ったので、セシアは癒いやしのための抱擁をゆっくりと解いた。これっぽちで彼の心が凪ないだとは思わないが、さしあたり、自分にできることはこの程度しか思いつかない。不ふ甲が斐いないが。

　しかも彼を慰めたかったはずなのに、逆にセシアの方が彼の温もりで落ち着きを取り戻した気さえする。指が絡んだだけで甘いしびれを残すラゼリオンのそれと違って、センレッドの体温は、ここに帰ってきたんだという安あん堵どを呼ぶ。

「センレッドは平気なのに」

　心の片隅でひっそりと思ったつもりが、不覚にも声になってこぼれていた。

　いけないと思って顔を上げると、案あんの定じよう、センレッドが不可解そうに眉尻を下げている。

　失態に息をのんだセシアに、彼はぽつりと遠慮がちに言った。

「……四番目の殿下と、何かあったのか？」

「え」

「セシアにそんな目をさせるのは、あの魔王子しかいない」

「そんな目って──どんな目？」

「……言いたくない」

　彼女をどぎまぎさせるだけさせて、センレッドは苦い表情で言葉を濁にごしてしまう。

　気まずい沈黙が落ちた。

　──わたし……そんなにラゼリオン様といる時は、態度が違うのか？

　ラゼリオンがなんだかんだでローズグレイ・ハウスに居着くことになったのに、センレッドは特に難色を示したりはしなかった。魔王の御子と聞いて、さすがに初めは緊張していたようだが、当のラゼリオンがああいう性格なので、すぐに空気は和んで。

　──どんな目で、わたしはあのひとを見ていたんだろう。

　他人の目にはどう映っていたのかが、今になって不安になる。

　箱の中に閉じこめられたような沈黙を破ったのは、センレッドの方だった。

「ところでさっきは、おれよりもセシアの方がしんどそうに見えたけど……大丈夫なのか？」

「わたし？　わたしなら完かん璧ぺきに大丈夫よ本当に」

　セシアはすぐに言った。慌てたように聞こえてしまったかもしれない。

「継承戦争のことは心配だけど、二番目の殿下は、今すぐ四番目の殿下に殴りこみをかける気はないようだし──」

　なんとはなしに張り切って説明する途中で、センレッドがふとうつむいた。

　え？　と小刻みに瞬くセシアの前で、青年が唐突に床にくずおれる。

　セシアは仰ぎよう天てんした。

「センレッド？　どうしたの、センレッド！」

　右腕を──フランケンシュタイン博士によって悪魔の細胞を植えつけられた場所を、指がめりこむほど押さえて、真紅の髪の青年は声も出せずに苦く悶もんしている。焦って覗きこむと、顔色が蒼いを通り越して紙のように白い。

「センレッド──センレッド、わたしの声が聞こえる？」

　彼女の騎士はどうにかうなずいている。だが、苦痛は刻一刻と増しているようだ。

「誰か──誰かいませんか？　病人なの、〈ファウスト〉の魔術医を呼んで──！」

　廊下に向かって必死に大きな声を張り上げ、再びセンレッドを振り向いては、あえぐような荒い呼吸に苦しむ彼の背中をさする。

　それを何度か繰り返したのち、セシアは自分でもわからない衝動で、まなざしを部屋の中央に向けていた。まるで悪しき呪いの力で引き寄せられるように。

　漆黒の棺が、ラピスラズリ色の瞳に映る。──その瞬間、凄すさまじい悪寒がセシアの背骨を氷の刃で裂くように貫いた。

　フランケンシュタイン博士が、棺の中からこちらを見ているというイメージがわいたのだ。

　今にもそこからフランケンシュタイン博士が起き上がるのでは、という悪夢じみた情景まで頭の中に灼やきついたが、もちろんそんな魔術を超えた現象は起こらなかった。

　ただ濃密な不安感だけが、血管に泥水をそそがれたかのようにセシアの中に残った。
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　地下室での慌あわただしい一幕の後──。

　センレッドは駆かけつけた同僚に運ばれて、処置を受けた結果、しばらく〈ファウスト〉の魔術医療の専門家に預けられることになった。

　悪魔の細胞が急激に、かつ凄すさまじく活性化して、センレッド本人の身体からだにダメージを与えているのだそうだ。これまではセシアと契約を結ぶことで悪魔の力を上う手まく抑え、騎士の任に役立てていたのだが、その制御まで不安定になっているという。

　センレッドと出逢ってから初めての事態に、セシアは大いにうろたえた。

「まあ、命に別状はなさそうだ」

「もっとひとを安心させる言い方はできないの？　フリーデル」

「悪いな。僕ら専門家は、あらゆるケースに備そなえないとやってられないんだ。君が状況を楽観したい気持ちはわかるが、僕には付き合えん」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで説明してくれたフリーデル＝ロッテも、突然の異変に当惑している様子だった。

　センレッドの力を抑よく制せいする魔術にはフリーデルも関与していたので、矜きよう持じが少なからず傷ついたのかもしれない。険けんのある目元には苛いら立だちも確かに見えた。

「君との契約が反ほ古ごになったわけでもないし、あいつは体力もある。そこまで不安に思う必要はない、くらいは言ってやろう」

「ありがとう。……よろしく頼むわね」

「君に言われずとも、最善は尽つくす。こんなことで青あお薔ば薇らの騎士を喪うしなえないからな」

「うん。──そういえば、あなたはセンレッドと友達だって聞いたけど」

　センレッドは、定期的に〈ファウスト〉で継続治療を受けている。

　その際、魔術と剣術を併へい用ようする者同士、ときどき手合わせをすると聞いたのだ。生きていく上で友達を必要としているように見えないフリーデルだが、センレッドの話では、セシアへの態度とは違って意外に親切だそうで、理不尽な気持ちに駆られたものである。

　フリーデルはものすごく厭いやそうな顔をした。

「センレッドが友達だと言ったのか？」

「違うけど。彼の話を聞いてると、そうとしか思えなかったから」

「勘かん違ちがいだと本人に伝えておけ」

　にべもなく言い捨てると、フリーデルは自分の研究室に帰っていってしまった。

　どうせ容態を診みるのだから、自分で言えばいいのに。照てれているだけだろうか？

　悩みの種はまたひとつ増えたものの、いつもとまったく変わらぬフリーデルのお蔭かげか、絶望的な気分にだけはならずにセシアは波乱の一日を終えた。
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　明くる朝は、前日の晴れた空が噓だったかのような激しい雨が降った。

　アルビオンの人間はしばしば「晴れた日の王都は最高だ」という言い方をするが、そんなのはあたりまえだ。だいたいこの国は、すっきりと晴れる日そのものが少ない。一年の大半は霧きりや曇くもり、おまけに雨も多いわで、天候の心配だけで気き欝うつになる。

　彩いろどりがないと気が滅め入いる一方なので、この国の住民は総じてガーデニングと模様替えが好きだ。

　セシアも例外ではなく、目覚めるとまずローズグレイ・ハウスで私室の模様替えをした。

　春はすぐそこだし、休養中だし──またぞろ周囲が動きはじめる中、自分で自分を励はげます目的もあった。

　イメージは、昔双子の妹とよく遊んだ『秘密の花園』。

　心を落ち着かせるアイビー・グリーンを基調に、クロスなどを小さな薔薇のつぼみを散らした柄のものに替えた。新鮮な花をドライフラワーにして作ったトピアリーを飾ったりで、春らしくできたと思う。

　一段落した後で猫部屋を覗くと、パステルカラーをちりばめたラグの上で、もふもふとした毛並みの七匹が互いにいちゃいちゃしあっていた。よくセシアの寝台にお邪魔しにくるラファエルは、黒い短毛種のミカエルのおなかを枕にして夢の中だ。

「君たちも恋の季節か」

　ぽつりと呟つぶやく。

　注意して見なくても、ほんの仔猫のレミエル以外は、カップルが成立しているのがわかる。

　黒のミカエルと白のラファエルがひとかたまりの毛玉になっている姿が、先日のラゼリオンとの「事件」を連想させて、また頭痛がする。両手で押さえた頰ほおが異様に熱く、しばらく部屋の外に出られなくなった。

　──参ったな……。

　ラゼリオンとの時間は、ときどき緊張や狼ろう狽ばいもするけど心地ここちよくて、勉強にもなる。わけのわからない彼のことを知るのも楽しい。

　ただ──これは自分の問題なのだが、ふとした瞬間に鼓動が乱れて危なっかしい感じに見舞われるのが、わずらわしいというか困るというか、なのだ。どうして意識すると、素直に、そして上手じようずに話せなくなってしまうんだろう？

　普通にして、心地よい距離感でいたいのに。

　それはわがままな願いなのだと、あの口づけで宣告された気がしてならないけれど。







　元気を出したくて、最愛の妹にもらったお気に入りのサテンのリボンで髪をまとめた。上品で光こう沢たくのある黒は、セシアの銀髪にはよく映はえる。

　模様替えの次は、三騎士がセシア抜きでこなしている任務の報告書作りだ。

　書いているうちに気づいた細かい疑問点などは後で本人に確かめることにして、とりあえず、魔術事件の経緯や背景、対処についてまとめていく。

「四番目の殿下が今日はお見えになりませんが、どこかにお出かけなのでしょうか」

「……ッ」

　午後。書斎ライブラリーでお茶を用意してくれた執事に、不意打ちのように言われて息が詰まった。

　そう──昨日のあの「事件」以降、ラゼリオンはローズグレイ・ハウスに顔を出していないのだ。去年の聖せい誕たん祭さい以来、彼はほとんど食しよつ客きやくのような状態で毎日ここに居続けなので、クレオヴィスは簡単に「何かあった」と察したようである。

「クランペットを召めし上がっていただく約束をしていたのですが」

　執事の残念そうな呟きに、セシアは目を点にした。

「いつのまにそんな話をしてたんですか」

「私のようなただの執事風ふ情ぜいにも分け隔へだてなく接してくださる、よい御方です」

　無表情な悪魔が、神の微笑ほほえみの執事と。あまりのミスマッチに、想像しただけで軽く眩暈めまいを感じた。わたしの知らないところで何が。

「クレオヴィスさんって、なにげに四番目の殿下と仲よくしてるんですね……」

「お嬢様ほど親密ではございませんので、嫉しつ妬とはご無用です」

「誰だれも嫉妬なんてしてません！」

　執事のめずらしい軽口に、思わず声が大きくなってしまう。クレオヴィスは変わらぬ神の微笑みで受け流してくれたけれど、セシアは言った後で猛もう省せいした。神経質になりすぎだ。

　ため息をひとつ。

　執事が去ったのを見送って、仕事に戻る。

　予定では昨夜には終わらせるはずだった『ポーリィ司祭館の神隠し』事件と『ドラゴンの卵返却』事件について、所定の様式でまとめていく。こういう時、言葉の選び方などでラゼリオンに意見を求めるのが、そういえば最近は日常になっていた。

　今日は彼がいないので、手首が痛くなるほど分厚い辞書と地道な闘いを繰り広げる。

　ぷつりと集中が切れるたびに、昨日の記憶ばかり反はん芻すうしていた。

　ラゼリオンとの「事件」は──突然すぎて背中に火がついたように取り乱してしまったが、今になって冷静に思い返せば、不思議なほど負ふの感情はない。

　怒っているわけではない。理由が知りたい。──センレッドがフランケンシュタイン博士に抱く形容しがたい気持ちにどこか似ているかもしれない。もちろん彼の方が、問題ははるかに深刻で複雑だけれど。

　そんなことをつらつらと考えながら、華きや奢しやな磁器のカップに口をつけた時。

「てーへんだてーへんだー！」

　突然響きわたった間抜けな絶ぜつ叫きようで、うっかりカモミール・ティーにむせてしまった。

　扉とびらをはね飛ばして現れたのは、アルカイン。

　全身で騒がしい空気を持ちこんでは、それまであった真ま面じ目めだったり深刻だったりする空気をぶち壊す名人だ。ギャングの若者たちに流は行やっている無造作なおしゃれに見えて、実は単にぼさぼさなだけの髪は藍あい色。彼の生まれた人じん狼ろうの一族特有の色彩だと聞いたことがある。

　ハンカチで口元を拭ふくセシアの前で、アルカインが「お！」と急停止した。

「うまそうなサンドウィッチ発見」

「大騒ぎして飛びこんできたんだから、食べる前に何が大変なのか言いなさい。しかも『ただいま』もまだでしょ」

　伸びてきた手をすかさず叩たたき落して、セシアは頭の中まで胃袋かもしれない人狼に命じる。

　すると、途端にアルカインの表情が曇った。大きな口がへの字になる。

「いやー……やっぱ言っていいのか悪いのか。あ、でもただいま」

「焦じらさないでよ」

「焦らすつもりはねえって。ただ、動揺しないで聞いてくれよな？」

「わかったわ。それでどうしたの？」

「リュシィさんが、な……城の裏庭で、二番目の魔王子と抱き合ってるのを見ちまった」

　セシアは息を吞んだ。

　城というのはカールレオン城か。午前中に仕上がった分の報告書を届ける役目を、城に用事があるというリュシィが買って出てくれたのだ。

　しかし、すぐには信じがたい話だった。おばかさんで空気が読めなくて世話が焼けて無神経だが噓うそはつかない騎士から聞かされたのでなければ、信じたくもなかった。

「それって……やっぱり、そういう意味なの？」

「……俺の目でも、そういう意味、にしか見えなかったんだけどな」

　二人して、直接的な言葉を口にできずに、葬そう式しきのような空気の中で黙だまりこんでしまう。

　──『あの男は昔から女おんな癖ぐせがよくないが、好むのは黒髪で豊満な身体の主だ』

　ラゼリオンの言葉が脳のう裡りに甦よみがえると、セシアの胸に暗雲が垂たれこめた。

　条件はぴったりだ。濡ぬれたような見事な黒髪。基本的に細身で、女性らしい曲線を今はストイックなメイド服で隠しているが、実は女性のセシアにも「おお」と目をみはらせるやわらかな部分の持ち主ぬしである。以前、抱きしめる機会があった時に知ったことだ。

　だが、あの無ぶ遠えん慮りよな焰ほむら色の髪の魔王子がそういう真ま似ねをするのには納得できても、リュシィがやすやすと誘惑に流されるとは思えなかった。

　母国で魔女狩りに遭あったという壮そう絶ぜつな過去。行き場をなくしたところを、卑ひ劣れつな貴族や悪魔に付けこまれた。今は再出発したばかりで、色恋どころではないはずだが──。

　──リュシィさんの目には、イロンシードが魅力的に見えた……ということもある？

　野獣のようだが男前には違いない。強引で無む闇やみに自信家で、狙ねらった獲物を逃がさないようなところが好みという女性もいるのかもしれない。

「アルカイン、二人の邪魔はできなかったの？」

「空気無視して無理やり通りすがろうとしたら、その直前に身体を離した。俺は空から振ぶりだぜ」

「その後、二人はどうしたの？」

「リュシィさんは〈ファウスト〉本部に。二番目のアレは確か、王都を散さん策さくとか言ってたな」

　散策という言葉が、これほど空恐ろしく聞こえたことはない。よもや突然、王都の民を虐ぎやく殺さつしたりはしないのはわかっていても。

　──本当に、しばらくこのロンディニウムに滞在する気なのか。……また逢うのは厭いやだな。

　セシアは『夜よるの女じよ王おう』としてあの焰色の髪の魔王子を巧たくみにもてなすことを期待されているから、どのみち彼の存在を無視はできないのだが、頭が痛い。うちのメイドに何をするとどなりこみたくても、実行はさすがに憚はばかられる。

「どーするよ姫さん。俺は別に恋愛は自由って思うけどよ、万が一、リュシィさんが二番目の

あいつの花嫁とかって話になったらやばいだろ？　っていうか傷つけられて捨てられるんじゃないかと俺は心配なわけよ。んなことになったら今度こそ死にそうな暗い美人さんだし」

「意見にはまったく同感だけど、表現がリュシィさんに失礼よアルカイン。……しばらく様子を見て、リュシィさんが本気なのかどうか判断してから、さりげな～く遠ざけるようにするしかないかな。具体的な方法は、まだ思いつかないけど……」

　──二人して同じポーズで頭を抱かかえた。

　リュシィの魔女としての力は折り紙つきだから、魔王子の花嫁候補としての資格は十分なのだろうか？　ラゼリオンから聞いた話では、そうした器の女性はそういないらしいが。

「リュシィさんはお嬢様との禁断の愛に生きる予定なので男はお断りって噂うわさでも流すか」

「やめて。それだけはやめて。クローディアに本気にされて泣かれたら困るわ」

「心配すんのそこかよ！」

　すっかり食欲をなくしてしまったセシアの代わりに、ミントバターとキュウリを挟んだサンドウィッチや瑞みず々みずしいサーモン・ムース、黄こ金がね色に焼かれたマドレーヌ──つまり献こん立だての大半は、アルカインが平らげてくれた。

「精神と胃袋が直結してないのって羨うらやましいわ」

「腹が減っては戦いくさができぬ、って言うだろ。姫さんはそんなヤワだから、もろもろボリューム不足──いってぇ！」

　ひと言多いアルカインの後頭部には、すかさず手刀をめりこませておいて。

「あ、アルカイン。口の端にお菓子のかけらがついてるわよ」

「あ？　どこだよ」

「そっちじゃなくて、こっち──」

　子供のようにマドレーヌをぼろぼろとこぼしているアルカインの頰に手を伸ばそうとして──唐とう突とつにあることを思いついた。椅い子すから軽く身を乗り出して、そのアイデアを実行に移す。

　すなわち、アルカインの頰に唇くちびるでふれた。お菓子のかけらが甘い。

「ぬぉおおおおお!?」

　アルカインがすっとんきょうに吠ほえながら身体を離した。これが犬だったら全身の毛が逆立っていただろうと想像させる、大きい反応だ。

「いきなりどういう風の吹き回しだよ姫さん。びっくりしただろ」

「まあ、実験というか、研究というか？」

　一方セシアは真面目な顔のまま、相手の反応よりも自分の感覚の方に気をとられて、曖あい昧まいな返事をする。アルカインは変な顔になった。

「って、なんのだよ。俺のほっぺたにキスして何がわかるっての」

「いや……わたし、実は男のひとに免めん疫えきがないんじゃないかな、と思うことがあって」

　ラゼリオンや彼の行為に我ながらどぎまぎしすぎだと思ったので、もしやと考えたのだが、アルカインは平気だった。少し気恥ずかしいが、感情に波風は立たない。

「さっぱり意味わかんねえけど、こんないい男を毎日はべらせてんのに、免疫がないってことはねえと思うけどな～」

「はべらすって、まるで悪女みたいね……。というか、いい男って誰のこと？」

「このいい男が目に入らぬか」

「……自分でいい男って主張すると、悲しくない？」

「悲しくなるようじゃ、真の男じゃねえな。俺は親おや父じもお袋も美形って話は、昔したろ？　よって俺もかっこいいに決まってるっていう方程式だ」

　無意味な自信にあきれながらも、アルカインの素そ朴ぼくな魅力にはほっとするセシアだった。

　自らの心の謎なぞは深まるばかりだし──新たな悩みの種もできてしまったけれど。
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　アルカインのお蔭で少し元気を取り戻したセシアは、〈ファウスト〉本部に向かった。

　セシアたちの象しよう徴ちようは青い薔薇だが、ファウストのそれは七枚の花びらを持つ金色の薔薇である。

　なんでも古代の魔術において、七枚の花びらの薔薇は「何かが完成するまでの七つの段階」を示しているそうだ。金色は錬金術の概がい念ねんから来ており、日々魔術の研究に燃える人々にはふさわしいモチーフと言えよう。ちなみに正装用のマントの青は、聖なる色で、神の領域を冒おかす異い端たん者しやではないという誓ちかいの証あかしである。

　少し前にセシアの主治医となった魔術師がいる研究室は、二階の西の奥だ。

　なぜかところどころ焦こげた痕あとのある木の扉を開けると、中は相変わらず雑然としていた。

「フリーデル、起きてる？」

「──今、起きた」

　大量の書物をうずたかく積み上げた向こうから、かったるそうな返事が聞こえる。

　煤すすけた白衣を羽織り、髪を適当に縛しばった、とてつもなくだらしない研究スタイルの少年が、そこから這はい出てくる。ずれた眼め鏡がねの向こうには青い隈くま。本でも枕にしていたのか、なめらかな頰には赤い筋までついている。

　──黙ってれば美少年なのに、なんて顔面の無駄遣い……。

　しかし容よう貌ぼうを有効活用して格好つけたフリーデルというのも、想像しただけで寒気を呼ぶので、とりあえず何も言わずにおく。

「センレッドはどこ？　捜しても見つからなかったんだけど」

「手は尽くしたが、やはりまだ悪魔の細胞の活動が治まらない。今、第七塔で大ファウスト師に診みていただいている」

「あら、ファウストお爺じいさま、めずらしく戻ってらしたの？」

　セシアは驚いた。大ファウストというのは、生ける伝説とも言われる魔術師ゲオルグ＝ファウスト──この〈ファウスト〉の始祖であり中核である鬼き才さいだ。フリーデルの師匠だが、世界各地の魔術を勉強して回まわるのが趣味なので、王都にとどまることがほとんどない。

「昨日、たまたまな。どうせすぐに、どこぞをうろうろしはじめてしまうだろうが」

「そういう陰口言ってると怒られるわよ」

「安心しろ。御本人にも『いい歳こいて連絡もせずに徘はい徊かいしないでください』程度のことは何度も言ってる。効果はさっぱりだがな」

「……それは言い方が悪いと思うの」

　逆に意固地になってしまっていそうだ。大ファウストはたいへん誇ほこり高い老人なので。

　だがその根拠である魔術の知識と才能は、数百年に一度と言われるほどの逸いつ材ざいなので、同時に安心もした。高度の集中を必要とする魔術治療の妨さまたげになるといけないので、会うことは難しいかもしれないが、センレッドはきっと落ち着くだろう。

　とりあえずは胸を撫なで下ろし、セシアは持参してきたバスケットを差し出した。

「これ、執事さんからのお土産みやげ」

「あの解析不能なハンドパワー執事の手製か」

「そんな胡う散さんくさそうに見なくても……。調べたことがあるの？」

「君の屋敷に行かせる前に、〈ファウスト〉の研究者が総出で分析してみたことがある。三日も徹夜したが、結局、謎が深まっただけだった」

　執事の力は確かに不可解だ。セシアはハンドパワーで足がどうにかならないのかとクレオヴィスに尋たずねてみたが、傷や病やまいは癒いやせるが「疲労」は消せないのだと、わかるようなわからないような答えが返ってきた。

「ところでバスケットの中身はなんだ」

「ハムとクレソンを挟んだサンドウィッチに、セージ・ブレッド、鈴すず蘭らんのケーキと、胡桃くるみ入りのスコーン。新鮮なストロベリー・バターとオレンジ風味の蜂はち蜜みつもあるわ」

「ふん。君の好きなものばかりか」

「だって、あなたの好きなものなんて想像がつかなかったのよ」

　嫌いなものなら知っている。花柄、犬、偽善者、セシアの口にする綺き麗れい事ごと。

「執事さんが育ててくれた薬香草も持ってきたから、よかったら使って。──とりあえずお茶でいいでしょう？」

「別に頼んではいないが、好きにしろ」

　診察ついでのお茶の時間には、外に出る理由がないとここで研究しかせず、いつのまにか倒れていたりするフリーデルに、強引に休憩をとらせる目的もある。セシアが初めて治療に来た時も、徹夜明けに床で屍し体たいのように熟じゆく睡すいする少年を発見してたまげたものだ。

「ところでこの茶器は、あなた流の皮肉を利かせた結果？」

「何がだ」

「ソーサーに『神よ、我が女王を祝福したまえ』って書いてあるんだけど」

「知ったことか。別に僕が書いたわけじゃないし、その茶器自体が先せん輩ぱいのお下がりだ」

「ま、そんなところよね」

　この手の文句が繊細な筆で茶器に描えがかれるのは、一時期、静かなブームだったのだ。

　目覚めから夜や半はんまで紅茶とともに過ごす国民。血が紅茶でできている。──他国では、アルビオンはそんなイメージを持たれているという。

　まあアルビオン王立研究院というこの国の科学の最先端を担になう機関でも、その道の重じゆう鎮ちんが「紅茶にはミルクを先に入れるか後に入れるか」「紅茶のための理想的なお湯の沸わかし方は」といった問題を大真面目に議論しているのは事実だ。

　セシアは別におかしいとは思わないのだが、他の国ではありえないことらしい。エウローペ大陸から来たフリーデルなどは、今でも「ついていけん」と露ろ骨こつに態度で示すことがある。

「紅茶には十四の効用があるんですって」

「頭痛、不眠、胆たん石せき、気力回復、胃痛、整腸、食欲不振、肺炎、風か邪ぜ、下げ痢り──などだろう？」

「知ってるのに飲まないの？」

「一種類の植物からの抽ちゆう出しゆつ液えきを、一杯や二杯我慢して飲んだところで、完かん璧ぺきに健康になれるとは思えないからな。だったら僕は、好きなものを飲む」

「あなたらしい屁へ理り屈くつだこと」

　この国では社会のすべての階層で紅茶が愛されており、お茶会は大事な習慣なのだが、この偏へん屈くつな美少年は「午後のお茶会は、僕の嫌いなものの中でも一・二を争う」と言い切って憚はばからない。彼が口にするのは決まって熱く濃いブラック・コーヒーで、しかも泥水のように煮詰まったものも平気で飲んだりするから、見かねたセシアが淹れ直したり、胃に悪いからとお菓子を持参するはめになっているのだ。

　僕は一人でも生きていけるという態度でいるくせに、妙に世話が焼ける知人だ。

「……でも考えてみれば、わたし、なんであなたなんかの胃を心配してるのかしら」

「知ったことか」

「あのね。感謝しろとは言わないけど、もう少し会話をはずませる努力はできないの？」

「はずんでるじゃないか」

　どこがだ。と言いたいが、フリーデルは真面目な顔だ。彼一流の皮肉や冗談ではないらしいとわかると、セシアはますます不可解に思った。変なひと。わかっていたけど。

「話がはずんでると思うなら、笑顔でそう伝えてほしいと思うのよ」

「笑顔？　──こうか」

「………………無理させてごめんなさい」

　あまりに不自然なフリーデルの「笑顔」に、セシアは思わず頭を下げてしまった。今夜は悪夢を見るかもしれない、と予感させる迫はく力りよくの笑顔だったのだ。何これ怖い。

　フリーデルが、表情筋が限界まで引きつった「笑顔」をすぐに引っこめ、見慣れた仏頂面を取り戻すと、異様にほっとした。

「ふん。くだらんことで時間を浪ろう費ひしたな。──服を脱げ」

　およそ仲の悪い異性には言われたくない科白せりふに、セシアはティースプーンを落っことした。

「……足首を診るだけなんだから『靴下を脱げ』って言ってもらえないかしら」

「なぜだ」

「誤解を招く表現はやめてと言ってるの」

「君の神経を逆さか撫なでする言葉をわざと選ぶのは、僕の趣味のひとつだ。ほっといてくれ」

「最悪の趣味ね」

　厭になるほどフリーデルらしい、という言い方もできる。

　これで三回目の診察だが、絹の靴下を脱ぐのには、まだ少しだけ抵抗があった。アルビオンでは靴下は下着の一種とされ、ことに上流社会では、素足を見せるのは胸元を露出するよりもエロティック、あるいははしたない行為とみなす風潮がある。いくら偏屈が服を着て歩いているような主治医とはいっても、同年代の異性に素足をさらすのに抵抗感はぬぐえない。

　フリーデルはこの国の人間でも紳士でもないので、まったく気にしていないようだが……。

　治療を終えたフリーデルが、眼鏡の奥で、不機嫌そうに目を光らせた。

「僕の見立てよりも回復が遅いんだが、また何かやらかしたか？」

「何かって？」

「まさか戦闘に参加したりはしてないだろうな」

「してないわよ。ちゃんとあなたの指導のとおり、おとなしく生活してる」

「患者が君だけに信用ならんな。──運動はどのくらいやってる？」

　療養期間だが、体力や筋力を保つための最低限の運動は許されていた。

　ダンスや貴婦人らしい歩き方の練習といった、普段の戦闘や走りこみなどに比べると負担が軽いものばかりで、セシアにはどうにも物足りないのだが。

「言われてみれば、ダンスの練習は増やしてたかも」

「具体的に数字を言ってみろ」

「軽く六時間くらい」

「馬ば鹿かか君は本気で骨を折りたいのか馬鹿か」

「そんな、馬鹿って二回も言わなくても！　やっぱり五時間くらいでやめるべきだった？」

「五時間でも狂気の沙さ汰ただ！　……君は実に馬鹿だな」

　めずらしく声を荒らげて、フリーデルは盛大にため息をついた。付き合ってられんという表情で毒を吐く。

「君が見かけによらず脳みそが筋肉質なのを忘れていた。が、なんだってそこまで熱中した」

「身体を動かしていないと、余計なことばかり考えてしまうから、つい」

「悩みがあるのか？　どうせろくなことじゃないんだろうが」

「勝手に決めつけないでちょうだい。わたしには大問題なんです」

「ほう。──では特別に、僕が余計なことで悩まないようにしてやろうか」

　他の男性に──たとえばラゼリオンに言われたら、つい深読みして心臓が跳ねるような科白だが、フリーデル相手では厭な予感しかしない。セシアは身構えて訊きいた。

「具体的にどのように？」

「魔術その他の勉強だ。たまには灰色の脳細胞を鍛きたえておかないと、さらに馬鹿になるぞ」

「あなたより馬鹿なのは認めるわよ……。でもそれって、あなたが先生になるの？」

「条件つきでな」

「……とてつもなく厭な予感がするんですけど」

「指導の代わりに、毎日僕のところに来い。君の魔力についてじっくり研究させてもらう」

　セシアの魔力。魔術の修練を始めてから少なくない歳月を経へたはずなのに、武器シルバーグレイスを使うことでかろうじて制御している、不安定な力。──精神・肉体の成せい熟じゆくする二十歳過ぎになれば落ち着くのではと、昔セシアを診た魔術師は言っていたが、必ずしもの保証はないという。その事実はセシアを常に、もどかしさとままならなさで縛りつけてきた。

「要するに、わたしにあなたの実験動物になれと？」

「被験体という表現が気に喰くわないのなら、観察対象と言い換えてやってもいいが、意味するところは君の推すい測そくどおりだ。──どうする？」

　セシアは少しばかり考えた。

　フリーデルを教師にしたら、想像するまでもなく雑言の飛び交かう非常にあれな時間になるのは確実だが、ためにはなるはずだ。きっと。たぶん。願わくば。

　複雑で多た岐きにわたる魔術は、勉強してもしすぎることはないし、研究してもらうことで万が一にも力を制御するヒントが見つかれば、セシアにとっても喜ばしい。力を暴走させて、あわやという目に遭ったことが、今までに何度あったことか。

「わかったわ。わたしも今のままでは困るから、協力する」

「意外に素直だな。何か、考えを改める機会でもあったか」

「あなたの知らないところで、いろいろね」

　……鼻で笑われた。

　失礼なと内心ちょっぴり拗すねながら、フリーデルの鼻び梁りようの通った横顔を見ていると、思い出したことがあった。

「フリーデル。ひとつ言ってもいい？」

「くだらない内容なら聞き流すが、それでも構わないなら好きにしろ」

「わたし──あなたのこと、小こ憎にくらしいとは思ってるけど、わりと大切みたい」

　さらりと告白したのは、焰色の髪の魔王子を知り、初めて気づいたことのひとつだ。

　一緒にいると腹の立つことばかりだが、フリーデルはあの二番目の魔王子と異なり、最終的にはセシアを対等に扱ってくれている。上から目線の物言いが多いというかそういう物言いしかしない偏屈少年だが、セシアの努力や意思を踏みにじることもない。

　イロンシードは──あの二番目の魔王子は、違う。

『夜の女王』としてのセシアや彼女の気持ちを無視して、俺のものになれ、その方がおまえにとっても有利だと頭ごなしに決めつけてきた。だから、セシアはどうしても胸の中がもやもやするのだ。一人の人間として尊重されていないから。

　──でもラゼリオン様は違うし……フリーデルだって、実は同じなのよね。

　考えながら顔を上げると、不機嫌そうな顔が常態のフリーデルが、めずらしく驚きを露あらわにして手を止めていた。

　──そんなに変なことを言ったかな？

　カップを手にしたまま、セシアは首を傾かしげた。

　いつでも遠慮なく言葉で殴なぐりあう仲とはいえ、セシアとしては今までもフリーデルに知人として最低限の友愛を持って接してきたつもりなのだが、ここまで怪け訝げんな顔をされるということは、伝わっていなかったのだろうか？

　そう思うと急に照れくささに襲おそわれ、セシアは目をそらして話題を変えた。

「ところで全然関係のない質問だけど、最高級の狂気を表す色って、なんだと思う？」

「──緑だな」

　調子を取り戻したフリーデルに、思いがけず即答されて、セシアは小こ刻きざみに瞬またたいた。

「どうして緑なの？　緑って木々の葉の色とか──普通なら、気持ちの安らぐ色じゃない」

「そういう面もあるが、一方で、僕みたいな学者にとって緑は毒の色だ。ポイズン・グリーンという色の名前もあるし、ある種の緑の顔料には砒ひ素そが含まれている。毒で死に至いたる──狂うように悶もだえる姿を連想させるという意味で、狂気の色は緑だ」

「そっか……そういう解釈もあるのね」

「少しは勉強する気になったか？」

　挑発的な言いように、セシアはつんと顎あごをそらして「元からその気よ」と言い返す。

「僕はやさしくはないぞ」

「むしろ、やさしいあなたなんて、想像するだけで寒気がするわ」

　上等だ、とフリーデルはうなずいた。本当にめずらしいことに、わずかに笑っているようにも見えたが、おそらく気のせいだろう。
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　治療の後、なんとなく流されて専属教師フリーデルの指導も受けたら、予想以上にスパルタで軽く気絶しかけた。

　研究所に満ちる薬品のにおいに酔よった気もしたので、新鮮な空気を求めてセシアはいったん外に出た。といっても、カールレオン城の敷地からは出ず、とりあえず植物園を目指す。

〈ファウスト〉が──というか大ファウスト師が世界各地から集めた植物を集めた一角は、研究所内部と同様に雑然としている。自分の興味のあるテーマ以外は無む頓とん着ちやくな研究者たちに、ここを庭園のように整える気はないのだ。

　大ファウスト師が無駄なくらい大がかりな魔術を仕掛けたため、この植物園は一年中、春のように暖かい。いわば、屋根や骨組みのない温室だ。日陰でも不思議なほど心地よい。

　南国の鳥のようにあざやかな色彩の花や、奇き抜ばつな形にねじれた樹、そこに巣を作る妖精たちなどを眺ながめて歩いていると、逢いたくもない人物が煉れん瓦が風の小こ径みちの向こうから唐突に現れた。

「よお、奇遇だな」

　こらえることもできずに、セシアは顔を引きつらせた。

「──二番目の殿下」

「名で呼べよ。教えただろ？　セシア」

「遠慮させていただきます。殿下はなぜこちらへ？」

　人間が魔術を研究している場所など、悪魔にとって意味があるとは思えない。そんなことは知らなくていいという話題にまで興味を示すラゼリオンは例外として。

　二番目の魔王子──イロンシードは、生来の獰どう猛もうさを隠しもしない笑みで口元をゆがめた。

「あんたがいるって聞いたから、口く説どきに来たに決まってるじゃねえか。今は『夜の女王』の役目は開店休業なんだって？　付き合えよ」

　イエスともノーとも答えていないのに、ぐっと二の腕をつかまれる。

　傲ごう然ぜんとして無遠慮なやり方と、布越しに伝わるイロンシードの手の生なま々なましい熱さが、セシアの背筋に悪お寒かんを走らせた。他の男性にはおよそ感じたことのない反感が、この粗そ野やな魔王子と対峙した時だけは出てしまう。

「付き合うって、一体どこに行く気ですか」

「ひなたぼっこと言いたいところだが、今日は曇ってるしな。この国は一年中天気が悪いってのは本当か？　俺様としては残念すぎるが」

「遺い憾かんながら事実です。……まさか、ひなたぼっこがお好きだとでも？」

「暗くて埃ほこりっぽい部屋で本に埋うもれる趣味がねえだけだ。陽のあたる場所は好きだけどな」

　悪魔のくせに妙な、というか、毒気を抜かれそうなことを言う。セシアは何度も瞬いた。

〈黒世界〉は一般的なイメージとは裏腹に、意外と光の射す世界なのだろうか？　とうっかり思考がそれたが、即座に我に返った。

「離してください。でないと、あなたの真ま名なをバラしますよ」

「構わないぜ。俺様の求婚を受けたって吹ふい聴ちようするつもりならな」

「……ッ」

「真名を知られると、戦いでは多少不利だけどな。こういう使い方もできるんだぜ？」

　こんなろくでなしにやりこめられるなんて悔くやしい。唇を嚙みしめて、思いっきり腕を振り払ってやれば、イロンシードは大ぶりの三角帽の陰で、さも傷ついたかのように眉まゆ尻じりを下げてみせる。豪快そうな見た目のわりに、芝しば居い気ぎがある。おもしろくもないが。

「もうお茶会には誘ってくれねえのか？　俺様はこう見えても甘いものが好きなんだぜ」

「わたしでなくとも、あなたほどの方なら、〈黒〉貴族の方からお招きがあるでしょう？」

〈黒〉貴族というのは、アルビオンに積極的に貢こう献けんしてくれた悪魔や魔物に与えられる、裏の称しよう号ごうだ。人間とアルビオンが好きという変わり者が多く、大半は歴代の『夜の女王』の許可を受け、この国にひそかに住居を構えている。

　しばらく〈黒世界〉に引き揚げて継承戦争の行方ゆくえを見守っていた彼らだが、すぐには勃発しないと判断した者からちらほら王都に戻ってきていた。

　次代魔王にふさわしいのは誰かという点については、彼らの中でも意見が割れているようだが、派手に来訪した二番目の魔王子に興味を示さないことはないだろう。

　イロンシードはわざわざ長身をかがめると、仏頂面のセシアの耳元近くで囁ささやいた。

「あるに決まってんだろ。でも俺は、あんたと話がしてぇんだよ。セシア」

「遠慮いたします。では失礼」

　容よう赦しやなくつっぱねて、イロンシードの前で身をひるがえした刹せつ那な。

　しゅるりという衣きぬ擦ずれに似たかすかな音が、まるで剣を抜く音のような不吉な響きをもってセシアの耳を打った。鋭するどく振り向くと、イロンシードの手に黒のリボンが絡みついている。

「返して──」

　セシアはむっとしながらも、とにかく妹からの贈り物を取り返したい気持ちだけで、つま先で伸び上がった。そうしないと彼女より頭ひとつ半も上うわ背ぜいで勝まさるイロンシードが上にもたげた手のリボンにはとても届かない。──が、それこそが相手の狙いだった。

　思いがけず身体の距離が狭まったのをいいことに、イロンシードが空あいている方の手をセシアに伸ばす。はっとする間もなく、逃がさないというように後頭部を大きな手につかまれ、声を上げようとしたセシアの唇はイロンシードのそれで喰くらうように封じられる。

　──な……ッ。

　あまりのことに息が止まった。イロンシードに腰を抱えられたせいで、身長差のためほとんど宙吊りになり、もがくにも力が思うように入らない。もどかしさと屈くつ辱じよくで心が焦げる。

　抵抗の意思さえ奪うように唇の裏が吸われ、通常味わうことのない濡れた感触に肌はだが粟あわ立だった。彼はこうした行為に慣れきっているのだと、知りたくもないのに理解する。口の中の感覚を翻ほん弄ろうする口づけは息苦しく、ラゼリオンの慎重なそれとはまるで違う行為のよう──。

「甘いな」

　重ねた唇の角度を変える合間に、イロンシードが喉のどを鳴らして笑う。こう見えても甘いものが好きなんだという言葉が頭をよぎった刹那、身体の中で何かが爆発した。ほしいままに口の中を蹂じゆう躙りんするものに思いっきり歯を立てれば、それは驚いたように引っこめられる。

　わずかに腕の力がゆるんだ隙に、セシアは渾こん身しんの力でイロンシードの胸板を突き飛ばした。

「ッ──さすがだな。いい根性してやがる」

　間合いをとって再び見上げたイロンシードは、舌から滲にじむ血の味に、すうっと目を細めていた。凄みのある表情だが、さりとてセシアの反撃に激怒したふうでもない。むしろ、彼女の抵抗さえも行為のアクセントとして愉たのしんでいるように見えた。

　彼の血が混じった唾つばを吐き捨てたい気分だったが、そんな無作法な真似をしてイロンシードと同じ次元に落ちるのも業ごう腹はらだと思い、セシアは王族としての誇りと意地でこらえる。不本意な戯たわむれで乱された息を整えながら、毒のような鉄てつ錆さびの味を飲み下した。

「ま、そのくらいじゃねえと、あの四番目と付き合いつづけるなんて馬鹿な真似はしねぇか」

　あなたとまともに付き合う方がよほど馬鹿らしい、というのを婉わん曲きよく表現でセシアが口にするより先に、薄笑いのイロンシードが言葉を継ぐ。

「あんた、その様子じゃ、四番目がどれだけヤバい悪魔か、まだ調べてないだろ？」

　……それは、彼が最初に逢った時にも口にしたこと。

　セシアは話半分にしか聞いていなかった。ラゼリオン自身から以前、彼が悪魔にも恐れられ忌いまれる力の持ち主ぬしだと教えられていたし、彼に限らず魔王の直系の者なんて、大なり小なり危険で当然だとも思っているからだ。ならば理知的で話の通じるラゼリオンの方が、強引で略奪が趣味のイロンシードよりはマシだと。

　だがイロンシードの表情を見てしまうと、否いや応おうもなく胸騒ぎをかき立てられた。

　誰かに言いたくてたまらない秘密を隠している者特有の優越感が、金色の瞳を得意げに輝かせている。うかうかと好奇心が疼うずく自分が悔くやしく、セシアは苦りきった顔になった。

「知りたくないか？　俺様なら教えてやれるぜ。手取り足取り」

「結構です」

　決断は一瞬だった。イロンシードの動きを警戒しながら、今度こそ身をひるがえし、足早に植物園から立ち去る。緊張で張り詰めた背中に、挑発的な声がかかった。

「俺様は気前がいいからヒントはやるよ。──四番目は、三番目をどうやって倒した？　倒した後にどうした？」

「…………」

「それともうひとつ。俺たち魔王子の力には属性がある。つっても、あんたたち人間の魔術師が考えた地水火風空なんていうつまんねえ定義じゃないがな。三番目の力は『獣』で、俺の力は『熱』。──じゃ、四番目の力の属性はなんだと思う？」

　自分の弱みをいやらしく突いてくる言葉に、足が止まりそうになる。

　ざわつく心を押し殺し、セシアは炎から逃れるように〈ファウスト〉の研究所に戻った。焰色の髪の悪魔が完全に見えなくなった途端、膝が笑う。

　人ひと気けのない玄関ホールで立ち尽くしながら、セシアは手の中で、黒いリボンをぎゅっと握り締めた。鮮烈すぎる記憶を消し去りたくて、何度も何度も口をぬぐう。

　悔しさで息が震ふるえた。双子の妹から贈られたリボン。温かい思い出のある品なのに、あの男に台無しにされた気がして厭いとわしく、血が滲むほど唇を嚙む。

　そして瞼まぶたの裏に、どうしようもなくラゼリオンの面おも影かげがちらついた。

　彼を裏切ってしまったかのような暗あん澹たんたる想いが胸をふさぐ。セシアの同意を得ずにふれた点では二人とも同罪のはずなのに──どうして。

　ため息をつくたびに鉛なまりをのんだように心が重たくなった。消え入りたいような気分だった。
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　自邸に戻りたい気持ちは山々だったが、結局は予定どおり、センレッドが大ファウスト師の元から戻るのを待つ間、セシアは〈ファウスト〉の資料室を利用することにした。この期に、継承戦争についてもっと知りたいと思っていたのだ。

　しかし前回の継承戦争は、〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉が創設されるはるか以前のこと。

　その時代にも──というか〈白しろの王おう国こく〉アルビオンには、建国王アーサーの時代から魔女や魔術師の類たぐいはもちろん存在したが、おのおのが好きに研究し・独自の方法で魔術を使い・弟子に伝えるというスタイルだったので、記録がきちんと系統立っていない上に、その数自体も悲しいほど少ない。

　ロンディニウム大火という未み曾ぞ有うの大火事のせいで、消失・散さん逸いつしたものも多いという。

「……しかも、やっと資料があったかと思ったら古語だし」

　嫌がらせかと言いたい。

　書しよ架かの前に置いた脚きや立たつからひょいと下りて、セシアはぶつぶつと呟いた。

「少しなら読めるけど……後でフリーデル先生に授業で訳を確認してもらおうか」

　早く忘れてしまうように。

　黒のリボンをつけ直して、セシアは文書の解読に挑いどむことにした。あんな最低な男との椿ちん事じなんて、引きずることすら屈くつ辱じよく的てきだ。

　妹とのやさしいキス、アルカインにしたような親愛のキス──最後には、猛もう烈れつに恥ずかしいがラゼリオンが突然起こした「事件」まで思い出して、唇の記憶を上うわ塗ぬりする。

　床から天てん井じようまでぎっしりと古今東西の書物が詰まった部屋は極めて静かで、セシアの気持ちは次第に凪ないできた。

　──しっかりしなさい。あんな男に振り回されてないで。

　継承戦争や現在の〈黒世界〉の情勢について詳しく調べたいと思ったのは、ラゼリオンと、そしてイロンシードを知ったせいだ。この国を守るためにも、セシア個人としても継承戦争を無視できない状況に、ここにきて生々しい危機感を抱いだきはじめている。

　──やっぱりラゼリオン様に訊いてしまうのが、一番手っ取り早いけど……。

　あいにく失しつ踪そう中だ。それにラゼリオン本人は継承戦争をひどく厭いやがっており、母ぼ国こくにいい記憶もないようなので質問しにくい。

　──三番目の殿下と何があったのかは、気になるけれど……。

　花嫁の件もある。前回の継承戦争の勝者は、ラゼリオンの父である現魔王。彼がどんな女性を花嫁にしたのかも、セシアはひそかに気になっていた。だがラゼリオンは幸せな家庭に恵まれたふうでもないので、これも立ち入りがたい。困ったものだ。

　といってイロンシードに頭を下げるのは真まっ平ぴらだった。それならフリーデルに罵ば倒とうされながら自力で調べる方が天国である。

　──にしても……どうしてこんなに疲れてるんだろう。

　いろいろありすぎたせいか、今まで味わったことのない種類の疲れが、身体を蝕むしばんでいた。

　庭に面した窓から陽の射す心地よい書見台で、難解な資料と闘っているうちに、いつしかセシアは眠りという名の穴に落ちていた。




　そして、ひどく懐なつかしい夢を見た。

　セシアがまだ双子の妹とティターニア宮殿に住んでいた幼おさない頃、二人のお気に入りの遊びに「エレイン姫ごっこ」というものがあった。

　エレイン姫というのは、アーサー王伝説に名を残す悲ひ恋れんの姫君だ。

　春のように美しい、金髪の乙女。円卓の騎士ランスロットに恋焦がれるが、拒絶され、恋こい煩わずらいで儚はかなくなってしまう。その人形めいて美しい亡なき骸がらは、棺ひつぎのような黒い小舟に乗せられ川を下り、最愛の騎士のもとへ流れ着いた。

　という筋書きを読んだセシアたち姉妹は、非常にすっきりしない気分になった。ハッピーエンドになると思ったのに！

　──『エレイン姫がかわいそうすぎますわ、セシア姉様』

　──『わたしもランスロットが許せないな。こんなに性格もいい姫なのに、冷たすぎる』

　──『もやもやしますわね……』

　──『よし！　こんなつまらないお話は、作り変えてしまえばいいのよ』

　ということで、二人は物語の筋を書き換え、エレイン姫は後悔した騎士の口づけで蘇よみがえり、愛に目覚めたランスロットと幸せに舞うという劇をこしらえてしまった。

　そしてその日はセシアが、エレイン姫の役だった。

　黒い小舟の代わりに、黒茶色に塗られたベンチの上に横たわる。屍し衣いをイメージした白いドレスの胸の上で両手を重ねて目を閉じると、単純なセシアはすぐに姫の気分になれた。

　──『誰よりも気高い騎士ランスロット様。わたくしはアストラットのエレイン。いと高き神様の定めた死が、わたくしをあなたへの愛から引き離してしまいました。わたくしはあなたを心よりお慕い申し上げておりました、けれどあなたは……』

　クローディアのフルートを思わせる声が、姫が騎士に書いた最後の手紙を読み上げる。

　そのとき、毛布にくるまれたように心地よい夢の中で、セシアは不意に違和感を覚えた。

　死せる姫君を演じていたセシアの、ひっそりと呼吸する唇を封じる何かが──。




「……ッ!?」

　唇を押さえて立ち上がった瞬間、古風な書見台に思いっきり脚をぶつける。

　予期せぬ痛みにもんどり打って転びそうになり──その感覚で、今のが夢の中での出来事ではないことをはっきりと認識した。

　──今の……誰？

　あたりに人影はないが、気のせいではない……と思う。

　重ねられたそれが離れる際、抑えた吐息がかかるのをはっきりと感じたから、唇以外の何かがふれたとは考えられない。壊れやすいガラス細工に口づけるかのような、慎重で、やさしいキス。

　そしてもうひとつ気づいた、気づいてしまった事実に、セシアの鼓動は激しく乱れる。

　──ラゼリオン様じゃなかった。

　何がどう違うと言われても、上手く説明できないけれど、違うという確信だけはある。

　口元を手で覆おおったまま、しばし茫ぼう然せんとして、やがて顔が真っ赤に染まる。

「き、気のせいよきっと。そうに決まってる。絶対にそうだって……うん」

　声に出して自分に言い聞かせ、頰を何度もぺちぺち叩くことで動揺を無理やり鎮しずめようとするが、うまくいかない。

　──気のせいじゃなかったとしても……イロンシードでもないな。

　あの男なら、セシアが目覚めている時に堂々と仕掛けて、彼女の抵抗を楽しむはずだ。先刻の生々しい記憶のせいで、腹立たしいほど簡単に想像がつく。

　──ここの変人博士のほとんどは除外して。

　──もし知り合いだったら、どうしよう？

　まさかまさかのフリーデルだったら、徹底抗戦の構えで理由を質ただす。ルーシャスだったら、一週間は口をきいてあげない。アルカインはフリーデル以上に可能性がないと思うが、もしそうなら変身後のしっぽの毛を丸刈りにするだけで許す。センレッドが犯人だったら一番大変かもしれない。冗談でキスをする性格ではないから。

　想像すればするほど頭が痛い。

　社交界では「恋とゴシップは、紅茶に最高に合う甘味」なんて言葉があるそうだが、当事者にとってはたまらない話だということを、痛いほど実感した。一体、なんの罰が当たったんだろう。急にこんなことが続くなんて。

「いっそのこと、シリウス兄様かリュシィさんだったらいいのに……」

「何がだよ？」

　ふらふらと歩いていた行く手の書架の角から、ぬっと現れたアルカインの顔に、心臓が止まりそうになる。思わず悲鳴のように叫んでしまった。

「なッなんで資料室なんかにいるのよあなたが！　文字なんて読まないくせに」

「っていきなりひでえ言われようだな！　俺なんか悪いことしたか？」

「え……と、その」

　セシアは急いで目をそらした。誰かわたしにキスしたみたいなんだけど見なかった？　なんて言えるはずがない。

「それより、真面目な話、どうしてアルカインがここにいるの？」

「次の任務まで少し時間が空あいたから、センレッドの見舞いに来たんだけどよ。あいつにはまだ会えないっつうから帰ろうとしたら、なんでかおっさんどもに本の返却を頼まれまくった」

　おっさんというのは、ここの魔術師や研究者のことである。ひどい言われようだがおっさんが多いのは事実だ。しかも、すこぶる変なおっさんが。

「うわ、すごい量。これじゃ怪力のあなたでも大変だったでしょう」

「大変だとも。しかも今日は管理人が休みで、俺がいちいち棚たなに戻さなきゃいけないときた。フェアリー・ドールが作れるんだったら、雑用専門の自動人形オートマタは駄目なのか？」

「フリーデルに言わせると、等身大の人形って難しいそうよ。妖精って、そもそも小さな生き物でしょう？　だから彼らの倍以上ある身体の人形に宿らせても、上手く動けなくなってしまうって聞いたことがあるわ」

「じゃ、今のビスクドールのサイズが限度なのか。魔術って万ばん能のうっぽいけど、意外にあんまし使えねえんだな」

「人工の生命を創り出すのは、魔術師の禁じられた夢のひとつらしいけれどね」

　かのフランケンシュタイン博士も、その禁断の夢想から離れられなかったという。

　本の山を半分まで書架に戻して振り返ると、アルカインが背中に蛇へびの仔でも入れられたかのような不可思議な動きをしていた。

「何そこで悶絶してるの。新しいダンス？」

「毛が生え換わる季節だから、身体がむずむずしてしょうがねえんだよ」

「毎年気になってるんだけど、どうして変身してなくてもむずむずするの？」

「わっかんね」

「今度フリーデルに研究してもらう？」

「……生きたまま解剖されそうで怖すぎるだろ」

　辟へき易えきとした表情になってアルカインがうめく。無表情で理屈っぽいラゼリオンさえ物もの怖おじせずに受け容れ、なんとなく友情めいたものを成立させてしまった人じん狼ろうでも、あの苛か烈れつな少年魔術師は苦手らしいのだ。顔を合わせても、アルカインにしては引いた態度になる。

　リュシィの様子なども報告しあいながら、二人は山のような書物を棚に戻していった。

「ところで、これタイトル読めねーんだけど」

「『魔術書のもたらす懊おう悩のうと幻げん戯ぎ、その後の煉れん獄ごく』」

「……ってほんとにアルビオン語か？　呪文とかすんげえ専門用語じゃなくて？」

「アルビオン語です」

　うへえと思いっきり変な顔をしてみせるアルカインに、セシアはひそかに癒いやされて笑う。

「ところで……わたしと会うまでに、誰かこの部屋で見なかった？」

「知らねえな。においもなかった──と言いたいが、この部屋って俺の苦手な古い革とか本のにおいが充満してっから、微妙に鼻がにぶっちまうんだよな」

　──やっぱり、さっきのは気のせいか？

　本能的で正直すぎる人狼が噓うそをつくとも思えないので、内心そう考えていると。

「姫さん、俺の口とか見てね？　どしたんだ、またなんか食べかすついてるか？」

「え」

　不意に鋭い野性の勘かんを見せたアルカインに、セシアは詰まった。

「あ、さては考え事だな！　二番目のあいつのことか？　なら姫さんが悩むこともないだろ、なんかあったら、また聖誕祭の時みたく、四番目のあいつにぶっ飛ばさせりゃいいだけの話だって。なんなら俺も陰から石投げて応援してやるし」

「ギャングの果たし合いじゃないんだから」

　事はそう単純じゃないのと言いたくなる反面、深刻さのかけらもない明るい笑みには心が軽くなる。色気の一切ない、どこか子供じみた爽さわやかさにも。

　──そうか。わたしは、男のひとに免めん疫えきがないというより……。

　ひとつの結論に達したセシアに、アルカインは、にかっと犬けん歯しを見せた。

「姫さんにはアルビオン最強の三騎士がついてっからさ。一緒にがんばろうぜ」

「──うん。いつもお疲れ様。今度、狼の姿の時にブラッシングしてあげるわね」

「やった！　俺、姫さんのブラッシング好きだぜー。気持ちよくって眠くなるし……ってそういえば、シリウスの兄貴が姫さんのこと呼んでたな」







　そういうことは早く言えと人狼に突っ込んでから、急ぎカールレオン城に向かうと、銀髪の義兄はサロンで待ち構えていた。

「ほう、あの黒長い悪魔が行方ゆくえ不明だって？　はっはっは！　そりゃあ清々した」

　くどいようだがシリウス本人に悪意はない。慣れているセシアは腹も立たない。

　シリウスの精神年齢はだいたい十五歳くらいなのだ。さっきまで一緒にいた人狼のそれは、十歳程度だと思っている。

　騎士たちのサロンの席は半分ほどが埋うまり、めいめいお茶の時間を楽しんでいた。

　オフホワイトの壁とのコントラストが美しい、濃こい色合いのオーク材の床。シンプルな彫ちよう刻こくのテーブルや椅子は、深しん紅くを基調とした絨じゆう毯たんの上にセッティングされている。カーテンも同じ色の地に薔薇を刺し繡しゆうしたもので、古い城の中でありながら、どこか洗練された香りもした。

「俺はミント・ティーにするけど、おまえも同じでいいか？」

「お任せします」

　入り口で茶会に必要なものをもらってきたシリウスは、陶とう器き飾りのついた背のソファにもたれ、細長い脚をちょっと行儀の悪い感じに組む。

　それでも不思議と下品に見えないのが、この『銀弾の貴公子』の資質だ。黙だまっていれば耽たん美び主義が似合いそうな容貌なのに、並の貴族にはない吹っ飛んだ魅力で、夜の世界のみならず昼の社交界でも少なくないファンを得ているという。

「それでシリウス兄様、わたしをお呼びになったのはなぜですか？」

「焦あせるな妹よ。とりあえず俺のために『兄様一番！　天才！　大好き！』と言ってみろ」

　……本人はこのとおり、もういいですと言いたくなるほど義妹にべったりなのだが。あまり一緒に暮らしたことはないのに、シリウスはいつでも家族愛があり余っている。

　今日も今日とてがっちり肩を抱えられた正直窮きゆう屈くつな体勢でミント・ティーを飲んでいる『夜の女王』が、副総帥に、

「……兄様一番、天才、大好き……」

「よしよし、いい子だいい子だ！　よーしよし！　もえ！」

　まるで仔犬のように愛めでられまくるという異常な状況に、周囲でお茶をしている騎士たちはさぞ引いていることだろう。視線が痛い。無駄に精神力を鍛きたえられるセシアに対して、義兄はエールでも一杯引っかけてきた後のように上じよう機き嫌げんだが。

「ってことで来週、セシアは俺と仮面舞踏会に出ような」

「出ないか？　っていうお誘いじゃなくて、もう決めてるんですか？」

「立派な任務だからな。〈黒〉伯はく爵しやくユーディトからのご招待だ」

　シリウスは懐ふところから取り出した、金の文字で飾りが入った漆黒の封筒をかざしてみせる。

「ユーディト──？」

「あのいけすかない二番目の魔王子を、客人として屋敷に逗とう留りゆうさせてる〈黒〉貴族だ」

　セシアが記憶を掘り起こす前に、シリウスが皮肉な口調で言った。彼も焰色の髪の魔王子と顔を合わせていたのか。想像するまでもなく相性が悪そうだ。さすがにラゼリオン相手の時のように、銀弾を浴あびせてはいないだろうが。

「二番目の殿下のシンパ、ということですか？」

「そうとも言い切れんな。やさしげな面つらのわりに曲くせ者ものでな、魔王子を敵に回すのが面倒だから物分かりのいい顔をしているだけ、という可能性も大いにある。──そのあたりを見極めるためにも、俺とおまえで〈黒〉伯爵に接近しておいで、だとさ」

　総帥の指示だという。──疲労骨折の発覚以来、騎士の役目から遠ざかっていたセシアには嬉しい話だ。報告書を次から次に書いていくだけの毎日には飽あきていたので。

「仮面舞踏会なんですよね」

「らしいな。いやらしくて俺は好きじゃねえが、主催者にケチつけるわけにもいかん」

「それにしても、シリウス兄様にしては安全で楽な任務ですね」

「まあな。普段なら断ってた」

　副総帥という、普通ならこの城にどっしりと構えて指示を飛ばすだけでもいい立場にありながら、シリウスは現場が大好きだ。火薬庫を背負ったような激しさ、誰よりも前に出て銀弾をばらまき、あっという間に事態を制圧してしまう、破壊の神の如ごとき騎士。

　怪け我がをおして現場に出て、蒼あおい顔で脇腹から血を流しながら戦い抜いたのはもはや伝説だ。セシアも義兄のそういうところは真面目に敬愛している。

　こんがりしたシナモン・トーストをかじりながら、シリウスは無意味に胸を張って言う。

「でもせっかくおまえをエスコートできる機会なのに、他の野郎に任せるのも癪しやくだ」

「別にルーシャスに頼んでもよかったんですよ？」

「あの抜け目ない吸血鬼は、どさくさに紛まぎれておまえの血を吸いそうだから却きやつ下かだ。──ま、おまえの三騎士には俺が『手ぇ出したら蜂はちの巣』って額ひたいに銃突きつけて頼んであるから大丈夫だろうがな。用心に越したことはない」

　勧すすめられて口にしていたジャム・クッキーにむせた。

「わたしの知らないところで何を勝手に脅おどしてるんですか兄様！」

「脅すってのは人聞きが悪いな。頼んだと言っただろう」

「銃を突きつけて『頼む』って、どこの裏社会のひとですか」

「撃ってはいないぞ？」

「……この前は四番目の殿下に思いっきり発砲してましたよね？」

「当ててはいないぞ？」

　どっと疲れたセシアの喉に、香り高いミント・ティーの味わいがしみた。
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　義兄がごねるのでカールレオン城で一泊して、翌日の朝は再び強い雨。

　不安半分・逢いたい気持ちも半分でローズグレイ・ハウスに戻ったが、ラゼリオンの姿はやはりなかった。執事も白しら百ゆ合り姫もどこか手持ち無沙汰な様子で、何やら後ろめたい。セシアは別に悪いことはしていないのだが。

　──悪いことをされた……とも思ってないんだけど。

　ふとした時に、やわらかく温かいものに唇をふさがれる感触を思い出しては血圧と脈拍が激変したあげくに顔を両手で覆いたくなるという被害を除けば、セシアはあの「事件」に悪い感情はない。イロンシードに強いられた口づけは、冷たい水で何度も顔を洗っても足りないくらい不愉快だったが。セシアはやはりラゼリオンに──。

「──さま……セシア様！」

　リュシィの慌あわてたふうな声で、回想とそれに付ふ随ずいする物思いから我に返る。

　瞬まばたきしてみれば、セシアと互いに手をとりあって向かいあう黒髪のメイドが、戸惑いがちに柳りゆう眉びをひそめていた。セシアが男なら、たぶんこの表情にときめいていたのではないか。

「セシア様──失礼ながら、殿方の動きになっておられますよ？」

「え？」

　言われて初めて、セシアは気がついた。お互いにワルツの足元を確認しあっていたはずなのに、自分が無意識に男役の動きでリュシィをリードしていたことに。

「あ、ごめんなさい。わたし、どちらかというと男役で踊おどる方が得意だからつい」

「それは今身をもって体験させていただきましたが、なぜそのような……？」

「……まあ、ちょっとした趣味で」

　美び貌ぼうのメイドの、訝いぶかしげな色違いの瞳から目をそらし、セシアは曖あい昧まいにはぐらかした。

　ダンスは得意な方だし、双子の妹との定番の遊びのひとつでもある。身長の関係で、セシアが王子様を演じてクローディアをリードすることが多いため、男役の動きになじんでしまったのだが、それを説明するのはややこしい。

　当代『昼の女王』と『夜の女王』が双子であることは、秘密とされている。

　セシアのそば近くにいる者には秘密の共有者になってもらっているのだが、リュシィにはまだ教えそこねていた。話せば長くなるし──焰色の髪の魔王子と密会していたという情報が引っかかっているのもある。

「じゃ、もう一回仕切り直しても？」

　はにかみがちにうなずくリュシィは可か愛わいらしいが、まだ遠慮がちで、ぎこちなくもある。

　──そりゃ、急にアルカインみたいにはなれないだろうけど……。

　まだ、セシアのそばが──そしてローズグレイ・ハウスが己の居場所だという自信が持てないように見えるのが気がかりだった。

　恐きよう縮しゆくする彼女を強引に誘ってダンスの相手をさせているのも、ひとつはそんなふうにまだ微妙に遠い距離感を近づける作戦である。もうひとつは、焰色の髪の魔王子との件について、彼女の態度から何かヒントが得られないかという理由だ。

　──白百合姫たちは、もうリュシィさんになついてるのに。

　無邪気なフェアリー・ドールたちは、リュシィを「調整をしてくれるし新しい衣裳も作ってくれる、綺麗なおねえさん」として慕したいはじめている。リュシィ本人も、まるで連れ子になつかれた後妻のように戸惑いがちに喜んでいるのだが、やはり表情は明るくない。

　──魅力的なんだから、もっと元気な顔を見せてほしいのに。

　そのためには、どうしたらいいのだろう？

　新しい家族のためにできることを考えながら、今度こそは女役の動きで舞う。

　視線の先には、複雑なグラデーションで彩いろどられた黄昏たそがれの空の色をふたつ、結晶にして、みがき上げたような瞳がある。左は琥こ珀はく色、右は夕焼け色。妹のエメラルド色の瞳には華はなやかな魅力があるが、リュシィの色違いのそれも儚げで美しいと思う。

　優雅なターンを繰り返しながら、無意識のうちに見入っていると、リュシィがたじろいだように眉み間けんをそっと狭せばめた。

「セシア様、わたしの顔に何か……？」

「あ、ごめんなさい。あなたの瞳が綺麗すぎて、つい見み惚とれてた」

　思ったままを口に出すと、リュシィが目をみはり、次いで「がくん」と動きを止めた。ステップを踏み間違えたらしい。

　セシアもつられて動きを止めるのと同時に、背後で笑い声がはじける。

　振り返ると、壁かべ際ぎわで女同士のダンスを見物していた金髪の吸血鬼──ルーシャスが、口元を手で押さえていた。

「我が姫マイ・プリンセス。それじゃ、僕の甘い文句は芝居くさいって笑えませんよ」

「いつもじゃないでしょう。照れくさいからやめなさいって言ってるだけで。──ところで、どうして笑えないの？」

「無自覚なんですか？　今のあなたの科白の方が、よほど胡う乱ろんなのに」

「本当に綺麗だと思うから、綺麗だって口にしただけよ。何がそんなにおかしいの」

「…………セシア様、あの、もうお許しください」

「え？」と見れば、リュシィは恥ずかしさを通り越して、いたたまれないようだ。

　妹のクローディアならこの程度の科白は天使の微笑で受け止めてくれるのだが、リュシィは褒められることに慣れていないのだろうか？　彼女を口説くために、百の詩を紡つむぐ男がいても不思議ではないのにと、セシアは本気で謎に思う。

「じゃ、レディース・メイドさん。そろそろ僕と交代しましょうか」

　なんとか笑いを引っこめたルーシャスが、さりげなく申し出る。リュシィにはお茶の用意を頼んで。

　セシアの契約者ウオーカーの一人であるルーシャスは、連日の任務を経へてようやく休みをもらっていた。ティータイムよりも眠るのが大好きな吸血鬼なので、通常ならベッドと一体化して出てこないのだが、今日はめずらしく目を開けている。

「よろしければ、踊っていただけますか？　我が姫マイ・プリンセス」

　白いシャツを羽織っただけの格好なのに、胸に手を当てて腰を折ればそれだけで、夜会服を着た貴公子にも負けない雰囲気を出せる。さすがは吸血鬼の中でも名家の出というところか。

　ダンスに造ぞう詣けいが深いこともセシアは知っている。というより、彼女にダンスを手ほどきしたのがルーシャスだ。

「いいわよ。受けて立つわ」

「練習だけど、もう少し優雅に行きませんか？」

　苦笑いして、ルーシャスが手を差し伸べてくる。その手をとれば、自然に身体はふれあうけれど、キスさえもたやすい近さに眼帯で覆われた美貌を見つけても、動揺はしない。

「……ルーシャスも平気ね」

「？　どうかしましたか、我が姫」

　なんでもない、と首を振って、セシアは昔なじみの吸血鬼と組んだ。

　気分転換としてのダンスは好きだ。

　身体を動かすこと自体が快感だし、悪魔とも戦いとも血とも無縁で、興が乗れば、まるできらきらと輝く夢の中にいるような気分になれるのがいい。まさに一夜の夢だ。何も考えずに踊ればいい時間は、セシアをいつだって癒いやしてくれる。

　簡単なコントラダンスで息を合わせたら、次はポロネーズ……そしてワルツへ。

　家具を脇に寄せた居間で、適当にリズムを口ずさんでいるだけなのに、楽団が大好きな曲を奏でてくれているような錯さつ覚かくを覚える。ルーシャスの華麗なリードとあいまって、それはとても快こころよかった。

　陶とう酔すいしかけた時、鎖さ骨こつの上にあえかな吐息が、次いで唇がふれた。

　びくりとした刹那、硬いものがごく浅く肌に喰いこんだ。牙きばだ。

「ルーシャス！」

「──っと。〈黒〉貴族のパーティーでは、ダンス中にこういう悪戯いたずらをする吸血鬼がいてもおかしくはないですから。当日は十分注意してくださいね、我が姫」

　手刀を振りかざしたのに、寸前で優雅にかわされる。セシアは眦まなじりをつり上げた。

「ちっとも善意のアドバイスには聞こえないわ」

「仕方ないですね。半分は趣味ですから」

「もう半分はなんなの？」

「それは秘密です」

　含みのある笑みとともに、セシアの頰にかかる銀髪をやさしく払いのける。一瞬そのまま顔を近づけられる気がしてセシアはつい身を硬くしたが、もちろん気のせいだった。

「僕好みに着飾らせたあなたについていきたいのに、そうできないのが残念ですね」

「わたしもお願いしたかったけれど……やっぱり仕事？」

「ええ。フランケンシュタイン博士の怪死について、ちょっと裏をとりに」

　セシアははっとした。思わず足を止めて、吸血鬼のマゼンタ色の左目を見つめる。

「それじゃ〈黒世界〉にも──？」

「お邪魔する可能性は大いにあります。だからこそ僕が選ばれた」

　なるほど。多少なりとも〈黒世界〉に縁ゆかりがある騎士を、というわけか。

「わたしが──『夜の女王』が赴おもむく必要はないのかしら」

「今のところない、と言うより、あなたは行かない方がいいというのが総帥閣下の判断です」

「……わたしと、四番目の殿下に、親交があるせいね」

　気遣いの感じられる言い回しに、セシアは特に失望することもなくうなずいた。

　すでに脱落した三番目を除く、残りの魔王子二人の動向はまだわからないが、下手に継承戦争を煽る火種になって、この王国に影響を与えては困るわけだ。

　現に焰色の髪の魔王子は、ラゼリオンのお気に入りであるセシアにちょっかいを出してきた。彼の場合、それが継承戦争で自分が有利になるためなのか、ただの他人のものを欲しがる悪あく癖へきの発露なのか──あるいはその両方なのかが、微妙につかめないのだが。

　と、セシアはそこでルーシャスの表情をうかがった。

　彼女とラゼリオンの微妙な関係のことを知ったあとも、三騎士との空気感はあまり変わっていない。驚くほど何事にも動じない執事や、万事大ざっぱなアルカインはまあわかるが、この少し意地悪でセシアを何かといじりたがる吸血鬼は、あの黒衣の悪魔に対して何か思うところがあるように見えたのに。

「僕の顔に何かついてますか？　いってらっしゃいのキスなら大歓迎ですけど」

　悪びれない申し出に「あのね……」と文句を言いかけたが、〈黒世界〉への出向は心配だったので、セシアは結局ルーシャスの頰に唇を寄せた。

　ただ、顔を離す時に、彼がなんとなく意味ありげな目をしていたのが気になった。
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　雨が上がったばかりの夜は、暗く湿しめっていて、まるで冷たい土に埋められた棺の中のようだ。

　ダンスの練習を中途半端に切り上げたせいなのか、妙に寝つけぬまま、セシアは灯あかりを消した部屋のベッドで猫を抱いていた。白いラファエルは可愛くまるまって、猫なのにかすかにいびきまで立てている。

　フリーデルが課題としてよこした本でも読もうと、上体を起こしてランプをつける。

「ミカエル……？　どうしたの」

　やはりセシアの部屋に遊びにきていた黒猫のミカエルが、カーテンの隙間から細く月光の入りこむ窓辺に張りついている。何か、とても興味を引くものがあるようだ。

　大好きな蛾がでもいたのかと思ったが、妙な予感に背を押され、セシアはラファエルを起こさないようにベッドを抜け出た。ベージュのレースで縁取りをした化粧着をはおる。

　カーテンを開けたのと、そのひとの背中が視界に飛びこんだのは、どちらが先だったか。

「──ラゼリオン様？」

　考えるより先に、その名はセシアの口から飛び出していた。

　月明かりが照らす庭園に、ラゼリオンが影のようにたたずんでいる。視線の先にはあざやかな黄色のダフォデイルの群生。執事が植えたもののはずだが、昼の陽射しを浴びているかのように生気に満ちあふれ、夜の闇の中だというのに驚くほど色が冴さえて見える。

　緊張に息をひそめながら、衝動的に階下まで走り、庭園に出る。黒衣の背中が見えた。あと数歩の距離──その距離を詰めるのに躊躇ためらい、セシアは足を止めた。

　ラゼリオンはこちらの気配に気づいているはずだ。けれど、振り返る様子はない。

「何をしてるんですか」

　思いきって押し出した声が、予想外に硬く、突き放すように響いてしまったことに慌てる。

「あなたの執事が、この花がもうすぐ盛さかりだと言っていたのを思い出して」

　が、ラゼリオンは特に気にする様子ではない。とっさに慌てたセシアが虚むなしくなるほどに。

　わざわざ花のために来たのかという意外な想いと、わたしに逢いにきたわけではないのかという失望感が、胸の底に澱よどむ。

「ダフォデイルがお好きなんですか？」

「好きというのとは違うな。死を象徴する世界──冥めい界かいの王の話を思い出しはするが」

「どんな話ですか？」

　本当は、違うことを話したかった。あの「事件」のことを。

　けれど、どう切り出したらいいのかがわからないまま、セシアはただ彼の声を聞く。

「ある国に、禍まが々まがしい力で、死者に君くん臨りんする冥界の王がいた。あらゆる生き物から畏い怖ふされる彼には、花嫁の来き手てがなかった。しかしある日、冥界の王は一人の乙女おとめに恋をする。だが明るく美しい地上を愛する乙女は、おぞましい冥界の王妃になどなりたがらない」

　淡たん々たんとした声で淀よどみなく語られるのは、何かを暗示するかのような神話めいた筋書き。

「乙女をあきらめきれない冥界の王は、一計を案じた。あざやかな黄色のダフォデイルを冥界に咲かせて、甘い香りで乙女を誘いこむ。かくして哀あわれな乙女は彼の手に落ちて、地下に閉じこめられてしまった」

　あっさりと告げられた終幕に、セシアは釈しやく然ぜんとしないものを感じて眉をひそめる。

「それでお終しまいなんですか？」

「終わりだが。何か気になることでも？」

「少し……その乙女は、結局、冥界の王を愛することができたのかなと思って」

　冥界の王の望みは果たされたものの、とてもハッピーエンドとはいえない寓ぐう話わに、セシアは同じ女性として乙女に感情移入してしまう。

　セシアはその宿命ゆえに、夜の世界や魔術が生み出す暗い世界──普通の姫君ならまず関わることのない世界と親しんできた。

　もちろん最初は怖かったし、どうしてわたしだけがこんなと嘆きもしたが、夜の世界の住人たち──魔物や悪魔は意外なほど人間と変わらない感情を持ち、明るい昼の世界にはない独特の混こん沌とんとした魅力を放っていたので、次第になじんでいったのだ。

　連れ去られた乙女は、果たしてどうだったのだろう。

　せめて幸福な未来を期待したい──。
















「残念ながら、世にも奇妙な新婚生活については記憶にないな。この話の影響で、黄色のダフォデイルを墓に飾る慣習が生まれたとは聞いたが」

　ラゼリオンの言葉で、セシアは改めて夜の花園へと目を向ける。

　地下の世界にさらわれた乙女を憐あわれむように、ダフォディルの花はせつせつと揺れている。

「この国では、花は美しさや愛を語る言葉の代わりらしいが、私が花に興味を持ったきっかけは今の冥界の王の話だ」

「そんなにおもしろいと思ったんですか？」

「いや、おもしろいというよりは──」

　そこで不意にラゼリオンは言葉を止めた。うっかり口をすべらせる寸前だった、とでもいうような唐突さが引っかかる。

「ところで墓には花がつきものなのは、なぜだと思う」

「……亡なくなった方を慰なぐさめるためじゃないんですか？」

「それも正解だが、花の持つ霊的な力で、死者が迷わず楽園に行けるようにという意味もあるそうだ。若くして亡くなった者の墓には、春の花を。年老いて亡くなった者の墓には、古い木を。乙女の墓には白い薔薇を。穢けがれなく生きた者の墓には、赤い薔薇を」

　淡々と詩を詠よむような声こわ音ね。

　そのくせ奇妙に印象深い言葉を頭の中でなんとなく反はん芻すうし、ふと視線を戻すと、ラゼリオンの姿はいつのまにか忽こつ然ぜんと消えていた。幻想的な夢でも見ていたかのような心地で、セシアはしばらく花の中に立ち尽くしていた。

　せっかくの好機に、彼の目を見て話すことも叶わなかったのかと思うと、ひどく消沈した。
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　三月から四月に行われる復活祭イースターが近づくと、王都ロンディニウムでは主おもに酔よっ払ぱらいによる馬ば鹿か騒ぎが増える。十月の終わりから続いた薄暗い冬が終わり、太陽の出る日が多くなるので、誰だれもがうっかり開放的になるのだ。

　先日などは「綺き麗れいな花が咲いているから」というのんきな理由で、なんと神聖な墓ぼ地ちでどんちゃん騒ぎをした若者の一団がいて、教区司祭がぶっちりと切れて騒ぎになった。殴なぐる蹴けるの仁義なき騒動は、騎馬警察隊ホースガードの精せい鋭えいを動員する規模にまでなり、翌日の新聞の一面を飾った。

　セシアも読んだ。

「こんなにみんな楽しそうな季節なのに、なぜにわたしはどんよりしてるんだ」

　腕組みをして考える（あまり女性らしい仕草ではないとはわかっているが、癖くせだ）。

　焰ほむら色の髪の魔王子にはしつこく口く説どかれている。用心のため単独行動を避けるようにしてから、口づけを強しいられる愚ぐは冒おかしていない。リュシィの件は未いまだに不透明だ。継承戦争についてはいくつか資料を探せたが……こちらも問題あり。

　そしてラゼリオンは一別以来、また音信不通だ。ダフォデイルと冥めい王おうの話はおもしろかったが、本当にしたい話は違うのに。

　最近は魔術事件の代わりに、身辺で異変が──それも誰だれかと相談しにくいようなものばかり連続しすぎだ。どれから手をつけたらいいのかわからなくて、一人になると、つい、ため息を繰り返してしまう。

　浮かない顔で、オレンジ風味の砂糖衣をまとったパウンドケーキをつついていると、

　──『今抱えている問題を全部片付けてから、何かをする人間なんぞおらぬよ』

　──『とりあえず一歩進んでみて、できそうなことをひとつ片付けて、また一歩進む』

　──『人生とはそんなことの積み重ねだ』

　この国の宰さい相しようでもある父の言葉が思い出された。ちゃんと練習をしているのに、射撃も体術も魔術もちっとも上達しなくてくさくさしていた時期に、めずらしくお忍しのびでローズグレイ・ハウスにまで逢いにきてくれた父が、あの訥とつ々とつとした口調で言ったのだ。

　──『今は我慢の時だが、乗り越えなさい』

　──『おまえなら大丈夫だ。この父にも、何度でもできたのだからな』

　権力欲がなく、地位にこだわるのではなく、ただ仕事に熱心な父をセシアは尊敬している。

　自分の使命に誇ほこりを持って生きることを、父から学んだといって過か言ごんではない。そんな堅かた物ぶつの父がひそかに好きなのが、まさにこのパウンドケーキで。

「──よし」

　しばしの黙もつ考こうののち、セシアはティーテーブルから気合を入れて立ち上がった。このまま何もかもが落ち着かないのは御ご免めんだ。

　先日、花言葉について語りあったばかりなので、ラゼリオンときちんと話がしたいというメッセージをそこに託たくしてみることにした。

　執事のハンドパワーにも少しお出まし願いつつ、カスミソウやグラジオラスといった、会いたい気持ちや願いを意味する花言葉を持つ植物を集めた。妹からもらった女性向け雑誌の特集などを参考に、アレンジメント風に花か瓶びんに活いけていく。

　──問題は、これが普通は恋人に対するメッセージだってことだけど……。

　そこだけは、少し気恥ずかしい。

　恋人ではない人物に対して「逢いたい」と言こと伝づてる花言葉やアレンジの方法は、あいにく知らなかった。そもそも花言葉による秘密のメッセージというのは、宮廷で生まれた情事や忍ぶ恋のための文化なのである。青あお薔ば薇らの騎士たちはそのまま暗号に流用しているが、相手があの黒衣の悪魔だと思うと二の足を踏ふむ。

　しばらく窓の前でうろうろした後、セシアは思いきって、花瓶を私室の窓辺に置いた。

　彼がどこかにミミズクの姿で身を隠していても、これなら気づいてくれるかもしれない。

「これで気づいてもらえなかったら、どうしようか」

「──それは『私に逢いたい』という意味の花か？」

「きゃあああああああああ!?」

　花瓶を置いた直後といっていいタイミングで頭上から降ってきた声に、セシアは本気で悲鳴を上げてしまった。

　開けていた窓から身を乗り出せば、屋根の端に無造作に立っている黒衣の悪魔を見つける。

「そんなところで何をやってるんですか、あなたは！」

「主に読書だが」

「結構な趣味ですが場所を選んでください！　ご近所の方に見られたら我が家が困ります」

「安心しなさい。見られぬよう魔術はかけてある。ここは時計塔の上ほどではないが、見晴らしがいい。先日はうっかり、裏窓からお隣さんの不倫の現場を見てしまったが」

「本気で何をやってるんですか、あなたは……。ややこしいから、とにかく入ってください」

　気まずさを覚悟していたのに、どうして最初からずっこけた展開になっているのかと、どこかで頭を抱かかえたくなる。

　しかし勢いでラゼリオンを私室に引き入れたはいいが、すぐには本題を切り出せるほど勇気がない。ぎこちない空気の中、模様替えした室内を眺ながめる彼の横顔を控ひかえめにうかがいながら、セシアはあたりさわりのないことから口にしてみた。

「──あなたは、ずっとあそこで本を読んでいたんですか？」

「いや。三の兄君の見舞いにも行った」

　予想外の言葉に、セシアは大きく目をみはった。

　三の兄君──聖せい誕たん祭さいでラゼリオンがほどほどに叩たたきのめしたという魔王子だ。先日イロンシードが、さもラゼリオンが兄を酷ひどい手段で殺あやめたかのような表現をしたので、漠ばく然ぜんとした不安感は胸に残っていたのだが。

「お見舞いなんですか？　お墓参りじゃなくて」

「人聞きが悪いな。三の兄君はちゃんと生きている。寝台からは出られない状態だが、私が持参した土産みやげにケチをつけて暴れる程度には元気だ。──そうだ、あなたはリンゴでウサギをこしらえる方法は知っているか？」

「リンゴでウサギって……飾り切りで作るあれですか？」

「おそらくそれだな。三の兄君が、リンゴはウサギの形にして、さらにきちんと目も作らないと我は食べないぞと言いだしてな。調べたのだが書物には記載がない。どうやら三の兄君は退屈を持て余して、私の知識と情報収集能力を試すことにしたようだ」

　いや、単なるわがままじゃないか？　と思うのはセシアだけだろうか。一度は本気で殺しあったくせに妙にユーモラスな兄弟関係が理解しかねる。

　とりあえず執事を呼ぶと、簡単なお茶の支し度たくを頼み、ついでにリンゴのウサギの作り方を一から教わった。ウサギは知っていたが、木この葉はや白鳥、小舟、果てはチューリップまでリンゴの飾り切りで作れるとは驚きだ。ラゼリオンとお付き合いしていると変な知識が増える。

「でもその様子だと、三番目の殿下は意外とお元気なんですか？」

「死ぬことはなさそうだ」

　今朝は寒さが戻っていたので、暖だん炉ろには小さな火を入れた。暖かいマントルピースの前に座りながら尋たずねると、単純に「それは安心しました」と言うのを躊躇ためらうような答えが返ってくる。要は、とどめを刺さなかっただけ……？　想像して顔を曇らすセシアを見ると、ラゼリオンは目を細めた。

「やけに不安そうだな。──さては二番目のあの男に、継承戦争では勝った魔王子は敗者を殺して力を我が物にしてしまう習いだとでも聞かされたのか」

「そうだったんですか!?」

　古代の闘技場さながら、数十人の剣闘士が互いに殺しあって最後まで生き残った者を優勝とする見世物のような血ち腥なまぐさい慣習に、セシアは思わず表情をこわばらせるが、ラゼリオンはさらりと首を振ってみせた。

「必ずしもそうしろという掟おきてではない。だが、相手の力を奪っておけば、その後何かと有利だろう？　力が絶対という世界に生きる悪魔が、自分が強くなる機会を逃す理由はない」

「でもあなたは、そうしなかった……？」

「私は逆に、あまり力が強まると困るタイプだからな」

　強大すぎる魔力のせいで、そのつもりはないのに他者を死の淵ふちまで追いやった過去を教えてくれたことを思い出し、セシアは小さく息をのむ。

　と同時に、改めて「花嫁」の意味を考えた。伴はん侶りよたる悪魔の力の源みなもとであり、同時にその悪魔の力を抑制する唯一の存在たることを。

　──だとすると、イロンシードはやっぱり、わたしを本気で口説いてはいないのか。

　無理やり娶めとって力を増したところで、自分に止められたら何にもならない。まあ本気のはずはないと思っていたが、そんな男に戯たわむれであんなことをされたのかと思うと、今からでも蜂はちの巣にしたくなる。愛用の銃じゆうは「君に持たせていると無断で騎士の仕事に参加しかねないからな」と、主治医に取り上げられているのだが。

　いやが上にもあの口づけを想起して腸はらわたを煮やしていると、ラゼリオンがふいと首を傾かしげた。

「怖い顔をしているな。私は何か、あなたを怒らせることを言ったかな」

「！　いえ、あなたのせいじゃないんです。ちょっと思い出し笑い、じゃない、思い出し怒りをしただけで──とにかく気にしないでください」

　ぴしゃりと言い切ると、ラゼリオンは怪け訝げんそうにしながらも、その話題に斬きりこむのを許してくれた。代わりに分析するような冷静な目を、ケーキスタンドに盛られたものに向ける。

「これは」

「クランペットです」

　わたしはそのつもりです。という言葉を、セシアは緊張とともにのみこむ。

　クランペットというのは、小麦粉とミルクが主材料の、甘くないパンケーキだ。表面はカリッと焼けていて、中はもちもち。暖炉でほんのり温めてバターをひとさじ、後は色とりどりのジャムや蜂蜜やシロップなどで好きに味つけして食べるのが定番である。

　アルビオンでは主に、新鮮な果実が品薄になる冬に愛される焼き菓子だが──。

「あなたの手作りか？」

　いきなりの指摘に、息が止まった。今すぐ部屋から飛び出したい衝動に駆られる。

「どうして食べてもないのにわかるんですか」

「あなたの訓練された執事やメイドが作ったなら、こんなに素人くさい形にはならない」

　……ぐうの音も出ない。

　今け朝さリュシィがフェアリー・ドールたちにお菓子作りを教えていたのに、セシアも飛び入り参加したのだ。料理の苦手なセシアにとっては、初めての成功作である。他のお菓子にまぎれこませれば、ばれないかと思ったのに。気恥ずかしさで頰ほおがひどく熱い。

「あなたが執事さんに、クランペットが食べてみたいって仰おつしやってたと聞いて……まあ、ついでだから試しに作ってみただけです。執事さんの手製の方が数万倍はおいしいから、無理して食べなくても結構ですからね」

「そうか？　私はあなたの手作りの方が数万倍嬉しいが」

「……そ、そんな調子のいいことを言って、まずくても知りませんよ」

「あなたは味見をしていないのか？」

「しましたけど」

　焼きたてで、初めての成功という味つけもあったから、おいしく思えたような気がする。

　言葉を濁にごすセシアの目の前に、ラゼリオンが、ちぎったクランペットのかけらを差し出してくる。まさかと固まるセシアに、彼は至いたって冷静な口調で言ってのけた。

「シリウス殿とはしていたのに、私では駄だ目めなのか？」

「問題はそこじゃないでしょう。あの常識が吹っ飛んだ兄様の真ま似ねをしないでください」

「だが、あなたの三人の騎士に同じことをされたら、平気で食べられるのではないか？」

　またしても、反論が封じられる。

　ここで「あなたとだけは駄だ目めなんです」と言おうものなら、意識しているのがバレバレだ。

　意地と恥はじを天てん秤びんにかけた結果、セシアはクランペットを口の中に迎え入れた。シリウスの時とは違う意味で精神が鍛きたえられる。なぜか、いけない遊びをしている気分にもなった。

「ちゃんとおいしいだろう？　自分をそんなに疑う必要はない」

　正直、味を感じる余裕などなかったが、うなずいておく。

　いきなり二人きりというのは厳しかったかと内心後悔するが、セシアの淹いれた紅茶を味わうラゼリオンは普段どおり──あの「事件」の前と変わったところはないので、自分だけが神経を張りつめさせているのが、次第に馬鹿らしくなってきた。

　──あなたは、どうして突然あんなことをしたの？

　──あなたは、わたしがあのことをどう思ってると思うの？

　香りのよい沈黙の中、ひそかに想い巡らせていると、不意にラゼリオンが口を開いた。

「頼りなげなくせに生意気な目をした小娘だと最初は思った」

　──はい？

　唐とう突とつすぎて一瞬あっけにとられたが、初めて話した時のことを指しているのだとやがて気がつく。当時自分がどれだけ「正体不明の黒衣の悪魔」だった彼を警戒していて、いつでも銃を抜けるように身構えていたことか。今となっては冗じよう談だんのようだ。

「しかし意外に気合の入った姫君だったので、次第に見ているのが楽しくなった」

　気合って褒ほめ言葉だろうか？　セシアはますます眉まゆ尻じりを下げる。

「守るものを持っているこういう女王様なら、決して私の言いなりにはならないだろう。気に入った。他の誰かに奪われる前に手を打っておくか。いろいろと方法はあるが、真ま名なを教えてやるのが一番反応がおもしろそうだ。──そんな本音もあったことを白状する」

「……意外と、悪魔的な発想もあったんですね」

　傲ごう慢まんというか支配的というか。普段の紳士的な彼とは落差のある黒い考え方に少し驚きはしたものの、不思議と怒りはなかった。唐突かつあっさり「白状」されたせいかもしれない。

「自制を心がけてはいるが、私も所詮は悪魔だからな。今でも『いい加減、俺のものになればいいのに』くらいのことは時折考える」

「お、俺!?　俺のもの？」

　今度はさすがにたまげて、ちぎりかけのクランペットを握にぎり潰つぶしそうになった。

　そんなことを言ったかな？　ととぼけるように、ラゼリオンは平然とカップに口をつける。

「しかし、小娘と言ったのに怒らないとは意外だ」

「……正直、そこは逆に安心しました。ちゃんと子供だって思われてたんですね」

「子供扱いをされてもいいのか？」

「子供なのは事実ですから。……自覚したのは、つい最近ですけど」

　十六歳で『夜よるの女じよ王おう』の冠かんむりを継いで、いくつかの事件を解決してきて。

　十七歳。わたしも自信がついてきたぞ、大人になったな、なんて思っていた。

　でも実際は、不意の口づけだけで気持ちがガタガタになってしまうくらい子供だ。

「表情や立ち居振る舞いが大人びていても、戦いでは戦いくさ女神のように果か敢かんでも、あなたの中身はただの十七歳の人間だ。──ただ、私はそのことに失望したりはしない。むしろ『ただの十七歳の人間』が、多くの他者の運命を背負って生きていることに驚きよう嘆たんしている」

　やさしい視線がこそばゆい。過激な本音はあっても、このひとはちゃんとわたしのことを好いてくれているのだと、こういう時に強く感じる。

　彼が唐突に本音を「白状」したのは、セシアが自分のことで迷いがあると見抜いたせいなのだろうか。だとしたら、毎度のことながら大した洞どう察さつ力りよくだ。

「しかしひとつだけ訂正するなら、私が思うに、あなたは子供というよりは少女だ」

「どう違うんですか？」

「子供のように自分が世界の中心だとは思っていないが、大人だと言えるほど、冷静さとあきらめを身につけてもいない。そして、男という生き物を知らない」

　セシアは眉をひそめた。

「知らないって……。男性の知り合いも友人もたくさんいますよ」

「だが皆紳士だ。特に恋が絡からんだ際の男の強さや弱さ、醜みにくさを見せる者はいなかっただろう」

　確かに、とっさには思いつかないが、何かが癪しやくで言い返す。

「あなただって同じじゃないですか」

「私の場合は、打算でそうしているだけだ。二番目のあの男のように、あなたに拒否されて逃げられる愚ぐは冒したくないからな。麻薬にも似た甘かん美びな罠わなでじわじわとあなたの心を浸食し、麻ま痺ひさせ、私の虜とりこにする手て管くだだ。恐ろしかろう？」

　確かに恐ろしげだが、あっさり作戦をバラしてしまうあたりが本気らしく見えない。

　いつもの強烈な冗談と受けとり、セシアは肩をすくめるだけにしたが、なにげなく続けられた次の科白せりふで硬直した。

「──先日のことは、すまなかった」

　彼の方から、しかも唐突に切り出してくるとは予想外だった。無表情だとこういう時、次の行動が読めなくて困る。

「いえ……あれは……いいんです、別に初めてでもなかったし──厭いやでもなかったから」

　赤くなっていいのか青くなっていいのかわからず、狼ろう狽ばいしながらもなんとか言葉を紡つむぎ終えたセシアの隣で、彼はまるで他人のしたことのように淡たん々たんと語った。

「あなたの嫌がることをしたかったわけではないし、本当に急がずに一緒の時間を積み重ねていくつもりだったのだが、この前の私は少しばかり錯さつ覚かくと妄もう想そうに取り憑つかれていたようだ」

「錯覚と妄想？」

「あの時のあなたは、私のことを特別に好いてくれているように見えた。それで、つい」

　わかりにくい表現に首をひねったら、続く言葉で、顔が火を噴いたように熱くなった。

「な……」

「実を言うと今でも、こうして私室での茶会を許されていることを思うと自うぬ惚ぼれたくはなる」

　軽く肩をそびやかす黒衣の悪魔は、本当に、厭なところまで知識が豊富だ。

　私室での茶会ベッドルーム・ティーとは、すなわち、最もプライベートな空間での打ち明け話のこと。社交界では普通、よほど親しい間柄の友人か──恋人、夫婦だけがするものだ。

　以前、ミミズク姿の彼を秘ひ密みつ裡りに匿かくまっていた時と違い、今ラゼリオンと紅茶をお供に話をしたいのなら居間や庭園を利用してもいいはずで──なのに特に意識せずにこの場所を選択をしていた自分に、セシアは今さら動揺を誘われる。

　深く考えなかったけれど「本当に何も感じていなかったのか」と訊きかれたら微妙に迷う。

　耳の熱さを持て余していると、ラゼリオンが不意に声の調子を変えた。

「時に、ひとつ訊いてもよいだろうか」

「……何をですか？」

「初めての相手は、どこの誰だ？」

　至し極ごく真剣な顔で蒸し返され、セシアはレモン・ティーに盛大にむせた。

「そんな細かいことまで気にしないでください」

「普通は気にするだろう。それに、恋の話とゴシップは紅茶の最良の友だという」

「確かに世間ではそう言われてますけど、わたしはそうは思いません。しかも自分の恋の話をネタにするのはじんましんが出るほど苦手です」

　きっぱり宣言しておかないと何度でも追及されそうだったので、セシアは恥を捨てて開き直った。対してラゼリオンは意地悪げに目をすがめる。

「だが、苦手でも、真剣に考えないわけにはいかないぞ？　私は鳴かぬ小鳥が鳴くまで待てる程度には悠長だが、二番目のあの男は鳴かぬ小鳥は鳴かせてみせるという気短な悪魔だ」

「…………」

「──その表情では、すでにあの男に何かされたのか」

　先日強しいられた行為を想起して、思わず黙だまりこんでしまったセシアの表情の変化を、ラゼリオンは見逃してくれなかった。一段温度を下げた声は、響き自体は冷静だが、逃げを許さぬ底知れない力がある。セシアが観念して、口づけをされたことだけを小声で告白すると。

「気まずい程度であなたのそばを離れるべきではなかったな。さて凶器は何にするか」

「……って殺す気ですか!?」

「ああ、殺すと後始末が面倒だな。では唇くちびるを切り落とす程度でいいか」

「鳥とり肌はだが立つことを言わないでください！　やるならわたしが自分で張り倒しますから！」

　だから抑えて、と漆しつ黒こくの上着の袖そでを引いて本気で止めると、ラゼリオンは少し笑った。目が笑っていないので怖かったが。

「あなたもそれなりに過激だな。だが、本当にいいのか？」

「忘れればいいだけのことです、あんなのは。別に傷ついてもいませんし」

「なるほど。私とのことも、そうやって忘れたのか？」

　揶や揄ゆするように問われ、セシアは一瞬言葉に詰まった。ほんのりと皮肉を滲にじませた口調は、ラゼリオンにしてはめずらしい。

「あなたとのあれは……忘れたわけじゃなくて」

「では、どう感じた？」

「……忘れました」

　自分でも無理があると思いながら、とにかくこの話題は早く打ち切りたくて言い放つと、気詰まりな沈黙が落ちた。

「ナッツ・ミルクティーが飲みたくなったから、ちょっと淹れてきま──」

　強引にごまかすように立ち上がりかけた刹せつ那な、右手にラゼリオンの手が重なる。

　反射的に隣を振り向くと、人を引きこむ光をたたえたアイスグリーンの瞳とかち合って動けなくなった。威圧感に凍こおりついていると、音もなく彼が距離を詰めてくる。ひどく自然に顔を近づけられたせいで反応が遅れた。

　銀の髪をことのほかやさしく撫なでられ、夢みるような空気の中で唇が重なる寸前に、セシアははっとして指先で彼の口元を押しとどめた。鼻先で、ラゼリオンが目を細める。

　焰色の髪の魔王子と違ってすんなりと身を引いてくれたが、セシアが反応しなければ、そのまま押し通すつもりがあったことは厭でもわかった。声が上うわずる。

「反省したはずじゃ……というか、鳴くまで待つタイプじゃなかったんですか!?」

「前回の件は反省したが、忘れたと言うなら、思い出すにはこれが手っ取り早いかと」

　悪びれずに言われて失語する。

「それに、あなたはどうも最近、私に対して安心しすぎているようだからな。恋には刺激が必要だ。厭ではないのなら、試してはみないか」

「安心してることは否定しませんけど、もっとソフトな刺激にしてくださいッ」

「刺激が強すぎたというのか？　この程度で動揺していては花嫁になれないぞ」

「いつ誰があなたの花嫁になるなんて言いましたか」

「ふむ。確かに、私が婿むこでも構わないが」

　本気と冗談が錯さく綜そうする会話の中で、表情を動かすのに不慣れだというラゼリオンの分まで、セシアがめげたり怒ったり真っ赤になったりする、いつもどおりの空気が戻ったことに、内心胸を撫で下ろす。ただ、どうやら彼が「待ち」の姿勢から攻勢に転じることは確定らしく──今後は、かなりの覚悟が必要なようだが。
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　翌日。少し胸が軽くなったセシアが、フリーデルの「実験台」になるために〈ファウスト〉本部に向かうと、彼の研究室からはなぜかいい匂いがした。

「昼食にするところだったんだ。君は昼はどうした」

「軽くお茶はしてきたけど」

「ではそこに座れ。少々作りすぎたから恵んでやろう。廃はい棄き処分にするよりはマシだ」

　とてもご馳ち走そうをしてくれるという科白せりふには思えないが、出されたものはまともだった。

　半熟卵を載せたリゾットだ。香りのいいオニオンスープがベースになっていて、簡単だが味が濃こく、それでいて胃にもたれない感じが嬉しかった。実験器具で調理されたものだということを忘れるくらい美お味いしく、ほっとさせられてしまったのが、どことなく悔くやしい。

「センレッドは容態が安定したそうだ。後で見舞いに行くがいい」

「本当？　よかった！　ファウストお爺じいさま、ずっとがんばってくれたのね」

「がんばられたのはいいが、疲れて寝ているはずだと油断していたら、早朝には『捜したらいかんぞ』という書き置きだけで、もう姿を消していた」

　苦々しい口調でフリーデル。

　放ほう浪ろう癖へきのある師し匠しようで大変そうだが、この強烈な性格をした美少年がこんなふうに参った様子になることは滅めつ多たにないので、妙な笑いのツボが刺激されてしまう。不ふ謹きん慎しんだが。

　笑いをこらえて引きつった顔に気づかれないよう、セシアはさりげなく視線をそらした。

「たくましいわね。今度はどちらを旅するおつもりなのかしら」

「野の垂たれ死にしなければもうどうでもいい。──君の方はメイドとは上手くやってるのか？」

「リュシィさん？」

　毎度おなじみの無愛想な口調での問いに、なにげなくうなずく。ある懸け念ねんを除けば、順調に仲よくできていると思う。

「もちろん。この間は、とてもおいしいマドレーヌを作ってくれたのよ」

「君のお茶の習慣なんぞに興味はない。メイドに奇行などが見られないかと訊いている」

「ちょっと奇行って──」

　なんなんだと言いかけたセシアの脳のう裡りに浮かんだのは、二番目の魔王子。

　次いで、センレッドの腕の異変と、リュシィの色違いの瞳が同時に思い出される。

「──もしかして、悪魔との融ゆう合ごうの後遺症を心配してるの？」

「やっと気づいたのか。相変わらず君は回転がのろいな。──今回のセンレッドを見ろ。悪魔の力というのは非常に厄やつ介かいだ。メイドの彼女もいつどんな症状が、それも精神と肉体のどちらに出てくるか。さすがの僕でも予測がつかん」

「センレッドのように、契約で悪魔の力を抑えることはできないの？」

「難しい」

「なぜ？」

「彼の場合は、右腕に移植された悪魔の細胞という──身体のどこに悪魔の力の核かくがあるかが非常に把握しやすい状態だが、あのメイドは違う。一度融合したのを引き離したせいか、ここがそうだというのがなくて、全身のあちこちに少しずつ悪魔の力が残存している状態だ」

「リュシィさんのあの紅い瞳は違うの？」

「残念だが。彼女の中にある悪魔の力の影響で、虹こう彩さいの色が変わっただけだ」

　明るくはない見解に、セシアは思わず視線を手元に落とす。

　──そのせいで精神が不安定になって、イロンシードにつけこまれたということも……？

　もしリュシィが本気だったら、遊ばれていたら、と思うと胸が重たくなる。

「どんよりするな。茶がまずくなる」

「……どんよりもするでしょう。リュシィさんと悪魔を無理やり切り離したのは、このわたしなのよ。責任を感じるわ」

「だが悪魔と融合したままだったら、彼女は遠からず衰すい弱じや死くししていた。今の彼女は君の部下として生きることを選んでいるんだろう？　だったら、出直せる程度のダメージで済んだのは間違いなく幸運なことだ。君はもう少し、物事のよい面を見た方がいいぞ」

　セシアは目をまるくした。およそ楽観的とは程遠い性格のフリーデルの言葉とは思えない。

「どうしたの？　今日はやさしいみたいだけど」

「別にそんなつもりはないが、君がどうしても苛いじめられたいのなら喜んで苛めてやるぞ」

「絶対にいらない」

　前言撤回。やはりフリーデルはフリーデルでしかなかった。

　ともあれ、何かの実験か研究が上手くいっているのか、彼の機嫌は上々のようだ。第三者が見たら「これのどこがそう見えるんだ」と訊かれそうな仏ぶつ頂ちよう面づらのフリーデルだが、付き合いの長いセシアにはなんとなくわかる。それに乗じるわけではないが──。

「あなたに訊きたいことがあるんだけど。──フランケンシュタイン博士はかせのことについて」

「なに？」

　フリーデルの視線が鋭するどくなる。セシアは若じやつ干かん引いた。

「そんなたった今ひとを殺してきたみたいな目で見られると怖いんですけど」

「これが地顔だ。で、何が訊きたい。言ってみろ」

「屍し体たいに不審な点はなかった？　首をすっぱり切られていたこと以外で」

　昨日のラゼリオンが、なぜか二番目の兄と同じくらい気にしていたのがこの件だった。

　セシアはセンレッドの体調不良の件のほか、狂博士の死に重きを置いてはいなかった。現実的な話だが、死んだ人間にはこれ以上罪は犯せないし、生きている焰色の髪の魔王子のインパクトが大きすぎたのもある。

　しかしラゼリオンはちょっと奇妙に思うくらい、狂博士の死と屍体にこだわっていた。彼も独自に調べているという。セシアが尋ねても「今はまだ話す時ではない」としか言ってくれなかったが、そうやって牽けん制せいされると余計に気になるのが人間というものだ。

　が、フリーデルの反応はにぶい。

「衣類や持ち物もすべて調べたが、大した収穫はなかったぞ」

「行方ゆくえ不明の間に何をしていたかはわからないの？」

「それを解明するための特別なチームを、青薔薇の騎士に作ってもらったばかりだ」

　ルーシャスたちが帰ってくるまでは、お手上げ、ということらしい。

　──ラゼリオン様は何を気にしているんだろう。

　帰りがけに、フリーデルはセシアに何かを放ってよこした。両手で受けとって見れば、がっしりとした無骨なガラス瓶である。中に乾燥させた葉のようなものが入っている。

「いつもの茶と菓子の礼だ」

「あなたにも『お礼をする』っていう精神があったのね」

「返せ」

「冗談よ。これってもしかして、お茶の葉っぱ？」

「ジャスミンだ。南アジア方面では『夜の女王』と呼ばれている」

「ジャスミン？　こんなふうにまるい形をしたのは初めて見たわ。可愛いけど」

　シンプルなガラス瓶の中には、乾燥した葉を糸でくくり、ビー玉ほどの大きさにしたものがいくつか入っている。まるで淡あわい緑色の花のつぼみだ。

「カップに入れて湯をそそぐと、花が咲くように葉が開く細工らしい。不安や悩みに効果があるというから、君の身体で試して後日報告しろ」

　つっけんどんな言いようだが、内容は意外と気遣いがあったので、セシアは何度も瞬しばたたいた。

　──わたしが悩んでたっていう話を、覚えていてくれたのか？

　相変わらず実験動物扱いだが、フリーデルにしては気の利いた贈り物だ。嬉うれしいやらどんな風の吹き回しだと微妙に怖くなるやらだが、渡した後はこちらを見もせずに作業を始めてしまった少年に「ありがとう」だけはきちんと告げて、セシアは雑然とした部屋を出た。
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「──センレッド、歩き回っていても大丈夫なの？」

　集中治療は終わって、経過観察──〈ファウスト〉のお膝ひざ元もとで見守られることになった真紅の髪の騎士を探し歩いて十数分。生おい乱みだれた植物園の、北方の大地から採取したという水すい晶しようでできたような不思議な樹の下に、彼は腰を下ろしていた。

　微笑ほほえみながら近づいてくるセシアを見ると、センレッドはなぜか肩をぴくりと跳ねさせた。見つかってしまった、とでもいうように。

　どうしたのかとセシアが目をぱちくりさせると、かすれた声で説明する。

「……一応。研究所の中にいるだけだと、気が滅め入いるだろう、って言われて」

　なるほど。見たところ顔色はいいし、趣味のスケッチで気を紛まぎらわせていたようだ。借り物らしい画材が、芝しば生ふに座した彼の周りに転がっている。

　目を合わせてくれないのは、未完成の絵を見られるのが恥ずかしいせいだろうか？　疑問に思いながらも、セシアはまるで人馴れしていない小動物のように萎い縮しゆくしているセンレッドのそばに腰を下ろした。

「研究所だと、年中、博士たちの奇声とか変な爆発音とか聞こえて、気が気じゃないものね。まだ帰れないのなら、ローズグレイ・ハウスのあなたの部屋から絵の道具とかを持ってくるけど──あ、食べ物の制限がないなら、執事さんが何か作って差し入れしたいって言ってたわ」

「……うん」

「ルーシャスは任務でしばらく王都を離れるけれど、アルカインは確か今晩は帰ってこられるんだって。その時にカールレオン城のサロンでお茶でも飲まない？　わたしもこれからあちらでシリウス兄様に会って、仮面舞踏会の打ち合わせをする予定だから」

　思いつくままに続けた後でようやくセンレッドの態度が不自然なことに気づき、セシアは「おや？」と首をひねった。

　画板を抱えて、今にも逃げだしたいとでも言うように落ち着かない様子だ。

　わたし、そんなに嫌われるようなことをしたか……？　と悩んでいると。

「……ごめん」

　告げられた唐突な謝罪に、セシアはまたしても何度も瞬まばたきを繰り返す。

「騎士の仕事のことなら気にしないで。わたしなんか最近まったく役立たずだし」

「違う。今謝ったのは……おれが……この前、あなたにキスしたことで」

「……………………え？」

　あまりに衝撃的な言葉が頭にしみこむまで若干の間を要し、それからセシアは愕がく然ぜんとした。

「それって、まさか……資料室でのこと？」

　──やっぱり、夢じゃなかったの？

　見ているだけで熱そうなくらい耳を赤くして、センレッドがうなずく。

　セシアも頰にたちまち血を上らせ、しかし続く青年の言葉で一気に蒼あお褪ざめた。

「おれが油断した隙に……『Ｄ』が、出た」

　Ｄというのは、悪魔の細胞の影響でセンレッドの中に生まれてしまった、もうひとつの人格のことだ。彼とは正反対のお調子者で、無駄に自信たっぷりで、セシアに馴れ馴れしくちょっかいをかけてくる。焰色の髪の魔王子に、少し印象が重なるかもしれない。

　だがその人格は普段、セシアとの契約によって魔力ごと封印されているのだ。

　それが封印を解除してもいないのに、勝手に表に出てきたということは──。

　セシアの背中に戦せん慄りつが走る。頰の火ほ照てりはもう思い出せもしない。

「悪魔の細胞の活性化、そんなに激しかったの？」

「……再封印をほどこしてもらったばかりでまだ封印の魔術が身体になじんでなかったせいなのか、数時間、おれはおれじゃなくなった」

　無言で、セシアは朴訥な騎士の紡つむぐ言葉の続きを待つ。苦しげな横顔が胸にくる。

「でも……今は大ファウスト師のお蔭かげで、大丈夫だから。体調もよくなってきたし。──キスのことは、本当にごめん」

「い、いいのよ。その……別に、センレッドなら厭じゃなかったし──」

　猛烈に恥ずかしいのには変わりないけれど、彼の懊おう悩のうに比べたらゴミのような悩みだ。無理やり前向きに考えれば、吸血鬼に血を与える行為などに比べたら大したことではないような気もした。いわゆるアクシデントの範囲内だ。そう、一回だけなら！

「忘れればいいから、平気よ。わたしも気にしないことにするし、ね？」

　家族みたいな仲間と気まずくなりたくはないから、セシアは努めて明るく提案した。センレッドも即座に同意するだろうと思っていたのだが、予想に反して奇妙な沈黙が落ちる。

「……センレッド？」

「──あ……いや、うん。そうしてくれると、ありがたい」

　ガーネット色の瞳を覗きこむと、慌あわてた様子でセンレッドはうなずいた。

　どことなく歯切れの悪い返答が気になるが、気にしだすとキリがないとも思ったので、深く考えないことにした。それでなくとも、最近の自分はこの手の話題に神経質になりすぎて、次々に墓穴を掘っているのだから。

「ところでセシア……仮面舞踏会って？」

「〈黒〉伯はく爵しやくユーディトのご招待なの。シリウス兄様と行って偵てい察さつしてくるわ」

「……ああ、銀弾の閣かつ下かがお出ましになるんだ。あのひとがいれば、大丈夫か」

「？　どうしたの？」

「いや……気にしないで。博士が亡くなってから、こっち……ときどき、妙な不安感に襲われるんだ。根拠とか、ないんだけど。何か大事なことを見落としてるような気がしてて……」

　いつも口数の少ない青年だけに、予言めいた言葉は奇妙に印象深かった。

　その影響か、ラゼリオンが狂博士の死と屍し体たいに並々ならぬ興味を持っていたことが、セシアの頭を離れなくなった。

　精神的なストレスかと思っていたが──まさかセンレッドの突然の不調は狂博士に関係があるのだろうか？　だがすでに死者の列に加わったひとに、今さら何ができるというの？

　それともフランケンシュタイン博士がどこかに隠していると噂される、異端の研究の何かが今もセンレッドに影響を及ぼしているのだろうか。まるで呪いのように。

　研究所の地下に安置されている漆黒の棺ひつぎが脳裡にまざまざと浮かぶと、身震いがした。
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　仮面舞踏会の日。

　フェアリー・ドールたちとの長い長い議論の結果、セシアは誕生日祝いにクローディアが贈ってくれたパール・ホワイトのドレスを選んだ。

　襟えり袖そではなく、デコルテの開きは鎖さ骨こつが見える程度。首から背中へのラインと肌を上品に露出してみせるタイプで、幻想的な濃のう淡たんを出した黒のリボンをあしらった胸元や、二の腕までくるやはり黒の手袋によって、全体の印象を引き締める。

　優雅なドレープのスカート部分にも、夜の闇が滲にじんだかのように黒に近い灰色のグラデーションが流れていて、白を基調としながらも少女すぎない雰ふん囲い気きを醸かもしていた。

　月の光に喩たとえられる淡あわい銀髪なので、普段は濃い色の衣い裳しようを選びがちなセシアだが、これは非常に気に入った。さすが、自らがファッションの流行の最先端である『昼ひるの女じよ王おう』の見立ては、ひと味もふた味も違う。

「たいへんよくお似合いです、セシア様」

　だいぶ慣れた様子で着付けを手伝ってくれたリュシィも、嬉しそうに言ってくれた。

　セシアも笑顔でうなずき返しながら、それとなく黒髪のメイドを観察していた。

　──ちょっとやつれてる？

　張り詰めていると言い換えてもいいかもしれない。

　人じん狼ろうから件くだんの報告を受けて以来、セシアは特に信頼のおける青薔薇の騎士の一人に、カールレオン城に赴おもむいた際のリュシィの動向を追ってもらっていた。こうして邸内にいる時は、自分の目で見守るのはもちろん、執事にも彼女に注意するよう頼んでみた。

　──今のところ、二番目のあの男に情報を流したりはしていないようだけど……。

　レディース・メイドの仕事には相変わらず熱心だが、気疲れした表情が目につくのが心配でもあり、二番目の魔王子に恋をしているようには見えないのが逆に安心材料でもある。

　今こ宵よいはイロンシードも参加するかもしれない仮面舞踏会に同行してもらうが、吉きちと出るか凶きようと出るか──。







〈黒〉伯爵の住処すみかは、王都ロンディニウムの外れにある元は修道院として使われていた、古めかしい城じよう砦さいの廃はい墟きよを改装したものだ。無数にある針のような塔や、城壁の四方にある鉄の門が、ぞくりとするほど重厚でミステリアスな印象を与える。

　仮面舞踏会の会場は、まるで意地悪なパズルのように不規則に配置された七つの広間だった。どの部屋からも、他の六つの広間の様子はうかがえない造りで──実際に入ってみるまで中で何が起きているかわからない、そんなスリルが味わえる趣向だという。

　シリウスが口笛を吹いた。行儀は悪いが彼には様になる。

「凝った仕掛けをしてやがるな。二段構えか」

「二段？」

「まずは仮面で招待客に秘密を作らせて、さらに会場にも謎めいたムードを演出してるってことだ。〈黒〉伯爵らしいぜ」

「兄様は以前から〈黒〉伯爵と親しいんですか？」

「そう訊かれると『あいつとは親しくなんかない』って言いたくなる程度の関係だ」

　……わかるような、わからないような。

　シリウスとともに黒を基調とした仮面を受けとったセシアは、まず『青の間』に通された。

　ランプや燭しよく台だいなどはなく、部屋をぐるりと巡めぐる回かい廊ろうに釣り下げた篝かがりが、ステンドグラス越しに室内を照らしていた。幻想的で、どことなく淫いん靡びな雰囲気をももたらすその明かりに、おびただしい数の黄金の調度が煌きらめきを放つ。

「──二番目の殿下は、いらしていないようですね」

　焰色の髪にずば抜けた長身。顔の上半分を隠すだけの仮面ではごまかしようもない存在感は、招待客の間には見当たらない。

「そうみてぇだな。あとで〈黒〉伯爵をやさしく締め上げて、訊いてみるか」

「締め上げておいて、やさしいって無理がありますよ。やるなら穏便にやってください兄様」

　無駄かもしれない釘くぎをさした時、すべての広間で一斉に柱時計の鐘が鳴り響いた。

　思わず息をのむほどの音量だったが、それが舞踏会の始まりを告げる合図だったらしい。

　楽団がさながら軍隊のように一糸乱れぬ動きで演奏を開始し、涙ぐむほど美しい曲が空間に満ちた。

「──ようこそ、月の如ごとき姫君。今宵は、名前も身分も城の外に置き忘れたつもりで楽しんでいってくださいね」

　やがて現れた〈黒〉伯爵は、噂うわさに聞いていたとおり、気だるげだが美しい悪魔だった。

　上等の夜会服。エキゾチックな黒と紅あかのマスクには、大輪のカメリアの生花を飾っている。

　カメリアの花言葉は「完かん璧ぺきな美しさ」。

　よほど己おのれに自信がないと、こんなふうに──カメリアは自分の象徴だ、と誇こ示じするように身体に飾ることはできない。もっとも悪魔がそこまで人界の風習に気を配っているとは限らないが、〈黒〉伯爵が艶えん美びなカメリアの花に見み劣おとりしないことは事実だ。

「ありがとうございます。カメリアの花の如き御方」

　互いの正体がわかっていても、知らないフリをするのが仮面舞踏会の掟おきてだ。相手に呼びかける時も、個人名を出すのはご法はつ度と。

　丁寧に宮廷式の礼をして、セシアは他の招待客の元へ向かう〈黒〉伯爵の背を見送る。

「さてどうする、妹よ」

「時間を決めて、いったん二手に分かれましょうか」

　なにしろ仮面舞踏会だ。誰もが別人になったフリとシャンパンに酔って、舌のすべりがよくなる。普段の活動では得られない種類の情報を集めるには、持ってこいだ。

「妥だ当とうだな。でもその前に、俺はおまえと踊おどっとかないと人生やってらんねーな。脚の具合はどうなんだ？」

「大丈夫です。主治医の許可ももらってきましたから」

　休憩なしで何時間も踊り狂うなよ絶対だぞ破ったら絞め落とすぞと、フリーデルにはくどいくらいに念押しされたものだ。前回の件で、セシアはよほど信用をなくしたらしい。

　向かいあって組むと、シリウスの手が自然と彼女の細い腰に回される。

「仮面をつけると、かなり印象が違うな」

「そうですね……。シリウス兄様も、素敵なだけの人に見えます」

「ん？　それは微妙に褒ほめてなくないか？」

　こいつめ、というように鼻をつままれたセシアは、笑いながら肩をすくめた。

　顔の半分以上が隠されてしまうので、ガキ大将がそのまま大きくなったかのような表情が多いシリウスでも立派な貴公子にしか見えない。もともと容姿は、昔は天使のようと言われ、今でも繊細さと青年の凜り々りしさを同居させた美しさを誇るのだ。性格が飛んでるだけで。

「──で、俺の可愛い妹は、四番目のあの野郎が好きなのか？」

　いきなり内緒話の調子でされた質問に、セシアは義兄の足を踏みそうになった。

「答えがどっちでも、あいつをたぶんきっとできれば殺しはしないから言ってみようか」

「そんな保証にもなってない保証で何を安心しろと仰おつしやるんですか兄様」

「まあ待て妹よ。俺がこんなことを進んで訊きたがると思うか？」

「え？」

　小刻みに瞬きながら見上げれば、シリウスの顔には「おもしろくない」と書いてある。

「俺だって、俺の妹があんな悪魔に惚ほれてるはずないと言いたいところだが、マザー・フレアに頼まれたんだよ。おまえは四番目のアレと親しくしてるけど、実際どの程度の関係なのかって──求婚されたりはしてないかってな」

〈青の薔薇十字団〉総そう帥すいマザー・フレアは、セシアにラゼリオンを任せた当事者である。

　真名を教えられたことは総帥にも秘密にしていたが……。

「マザー・フレアは、わたしが四番目の殿下の花嫁になったりしたら困ると？」

「四番目のあのスカした黒長い奴がどうこうってより、おまえが継承戦争や魔王子たちの花嫁探しに巻きこまれるのは考えものという話だ」

　シリウスはドライな口調で言った。普段はほとんどだだっ子のような義兄だが、役目のことを語る時の表情は真しん摯しで厳しい。

「『夜の女王』──引いてはアルビオンの夜の世界が、継承戦争にどう関わっていくべきかっていうのは、上層部でも議論されててなー。今までに前例のない事態だから、みんな慎重だ。『夜の女王』が魔王候補の中から一人を選ぶことで、他の魔王子が感情を害し、今後の〈黒世界〉との関係が悪化するような事態は困る」

　セシアは無言でうなずいた。聖誕祭の事件ですでに思い知ったことだ。魔王子の一人が暴走しただけでも、王都全体が危険にさらされる。彼らにはそれだけの力がある。

「政治的な話をしちまえば、最終的には、あののんびりした四番目みたいに、アルビオンに友好的で人間好きな魔王子が勝ってくれれば万歳なんだ」

「つまり──わたしは、継承戦争の決着がつくまで、誰か一人に肩入れするなと？」

「さすが俺の妹、回転が速いな。上層部の意向をまとめりゃ、そういうことになる。俺個人としては可愛い妹に手て管くだを使わせるなんざ虫むし酸ずが走るし、おまえに迫ってくる輩やからは全員血祭りだくらいに思ってんだが、な」

　シリウスの苦く衷ちゆうはすぐにのみこめた。

　義妹を溺でき愛あいし、そして理解もしている彼は、どうにも不器用な彼女がそうした行為には向いていないと思っている。無理にそんな真似をすれば、心をすり減らしてしまうのではと危き惧ぐしている。

　──要するに、相手の機嫌を損ねず距離を保てということか。

　降るような縁談や求婚をすべて巧みにはぐらかし、今でも結婚問題に明確な回答を出さずに先送りしている『昼の女王クローデイア』と同じ戦略だ。

　できないとは言わないし言えないが、本音で接することで距離を縮めてきたラゼリオンとの関係を思うと、苦しいものがある。ただでさえ、半端な態度をとってしまっているのに。

　焰色の髪の魔王子からの鬱うつ陶とうしいアプローチも、今後どうやってやり過ごすか……。

「やっぱり俺が今から魔王子どもをまとめて蜂の巣に」

「戦争になったらどうするんですか兄様。──大丈夫です。なんとかしてみますって、総帥に伝えてください」

　周囲に聞こえない程度に声を落とし、セシアは殊しゆ勝しように笑ってみせた。シリウスはひどく心配そうに眉尻を下げて、ぎゅっと抱きしめてくる。

「おまえは可愛くて賢かしこい妹だが、聞き分けがよすぎるのがときどき心配だな。ま、もろもろ面倒くさくなったらいつでも言うんだぞ。長距離狙撃の腕には自信があるからな」

「…………一応、覚えておきます」

　相変わらず過激なシリウスと一曲踊ると、たちまち違う男性の招待客に誘われた。

　互いに目め配くばせして分かれ、セシアは悪魔や魔物と思おぼしき何人かのパートナーと組む。

　中には彼女が『夜の女王』だと気づいた目め聡ざとい者もいたが、仮面舞踏会の掟が破られることはなかった。彼らが礼儀正しいからではなく、彼女が「あの四番目の殿下」のお気に入りという話が、予想以上に〈黒世界〉関係者に広まっている影響のようだ。

「──まあ。四番目の殿下は、〈黒世界〉ではそんなに畏おそれられているのですか？」

　よそゆきの口調でセシアが尋ねた相手は、美しい金髪の悪魔だ。

　今までのダンス・パートナーの中でもずば抜けて会話が巧みで、仮面をつけていても相当のカリスマと魅力的な容姿の持ち主だとわかった。気を抜くと無条件に言いなりになってしまいたくなるような美声が、セシアの耳をくすぐる。

「それはもう大変なものです。軽く舌打ちしただけで十人ほどが死んだとか、ぽつりとひと言呟いただけで城が崩壊したとか、殿下がおいでになると聞いただけで心臓が止まってしまった悪魔がいるとか、殿下がふれたもの全部が凍りついたせいで永久凍とう土どが生まれたとか、散策中に素手でドラゴンを仕留めたとか──」

　悪趣味な冗談かと思うような内容に、思わず素で「本当ですか？」と訊き返してしまう。

「私も直接確かめたわけではありませんが、そんなまさかと笑い飛ばせないところが、四番目の殿下の恐ろしいところかと」

「ちなみに、二番目の殿下は……？」

「『灼しやく熱ねつの君』ですか？　五人の御子の中では最も色好みな方ですが、言動に華はながあるので、心酔する者も少なくないようですよ。興味がおありですか」

「今こちらにいらしておられるので。やはり、気にはなりますわ」

　いくつか手に入れた情報を胸に、セシアはいったん踊りの輪から離れた。

　薔薇やカメリアをはじめとした花に満たされた会場を見回しながら、壁際で軽く息をつく。楚そ々そとした姫君口調は自分でもむずがゆいので、変に疲れた。

　──思ったより収しゆう穫かくはあったけど……問題がさらに複雑になったような……。

　今後、継承戦争がますます激しくなったらと想像しただけで気が重い。

　ちょっとした現実逃避に、ここにラゼリオンがいたらと仮定してみた。

　彼も本来は夜の社交界に縁が深い生まれのはずなのだが、この幻想的かつ絢けん爛らん豪華な広間で踊る姿があまり想像ができない。

　──花が似合わないわけじゃないと思うんだけど……。

　薔薇、ローズマリー、ヒース、オーブリーシア。

　いくつかの花がセシアの頭の中でふわりとつぼみを開くが、ラゼリオンの面おも影かげと並べると、似合うようで微妙にそぐわない。

　先日は黄色いダフォデイルのそばに立つ彼を見たが、あれも花の下に屍し骸がいが埋うまっているかの如き暗あん鬱うつなイメージがぬぐえない。実際の彼は根暗ではないのに。そういえばさっき頭の中で並べた花も、葬そう儀ぎに使う花ばかりではないか。

　春を告げるスノードロップ──いや、これも陰では「死の象徴」と言われる花だ。

　銀ぎん梅ばい花か、ポリアンサス、アマランス──愛する者の墓に手た向むける花だった。

　ヒナゲシ──戦場の跡地に咲くという花だ。これも血ち腥なまぐさい。

　結局、気分のせいか明るいイメージを持てぬまま、セシアはとりとめのない空想を断ち切った。

　ちらりと暗い窓の外を見やると、ほとんど無意識に、人さし指の背で軽く唇にふれていた。

　──早まった取引をしたかしら。

　あの「事件」以来、開き直ったように攻勢を強めてきた黒衣の悪魔は、リュシィの件に片をつけるために協力を求めると、久しぶりに「取引をしよう」と言いだしたのだ。思い出しただけでセシアの鼓動を乱れさせるような、意地の悪い条件で。

　──いや、そんなに真面目に考えなければいいのよね。単なる親愛の挨あい拶さつと思えば……。

　じっとしていられない感覚は、義兄の言葉が心の内に甦よみがえれば、ほろ苦いものに変わる。イエスと返事はしたが、やはり気は進まなかった。

　葛かつ藤とうしていると、一人の給仕が近づいてきた。三十歳前後に見える、黒い正装の美丈夫だ。

「このような日にたいへん失礼なのですが──『夜の女王』陛下でございますね？　陛下宛てのメッセージを託されております」

　こちらにと黄金のトレイに載せて差し出されたのは、橙だいだい色をしたシンプルなカードだ。

　胸騒ぎをこらえつつ、他の人間に見られないようにか複雑な折り方をしたカードを開けば。

『オッドアイの黒猫が、俺様の部屋に迷いこんでる。迎えにくるか？　俺様はあの博士と違って動物の扱いに不慣れだから、何が起こるかわからねえぜ。──Ⅱ』

　イロンシード。その名が浮かんだ途端、寒気が背筋を貫いた。

「リュシィさんが……？」

　捕らえられているのか。イロンシードの元に。

　──でも……本当に？

　リュシィのことは、あのひとに見張っていてもらったはずなのに、どうして──？

　不測の事態が起きたのだろうか。あのひとをも欺あざむくような。

　たとえカードの内容が事実だとしても、罠では？　リュシィもぐるでは？　と理性が頭の片隅で警告を発している。

　しかし、今日ドレスを着たセシアを見て微笑んだリュシィの表情に噓はなかったと思えば、じっとしてはいられなかった。こうして迷っている間にも、あの焰色の髪の魔王子がリュシィに何をしているのか──自分が彼にされたことと付き合わせて想像するだに、ひどく厭な震ふるえと嫌けん悪お感かんが足元から這い上がってくる。

　カードを届けてきた給仕に、広間の反対側で〈黒〉伯爵と何やら話しこんでいる義兄への伝言を頼むと、セシアはドレスを大きくひるがえして回廊に飛び出した。
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　まるで導かれるように迷いなく走った西の端に、指定された『黒の間』を見つけた。

　仮面舞踏会の会場とは離れた八番目の部屋だ。

　息詰まるほどの静けさに震ふるえながら手を伸ばすと、漆しつ黒こくの重たい扉とびらはなんとも不ぶ気き味みなことに、かすかな物音すら立てずに開いた。

　名前から想像していたとおり、『黒の間』の内装は、黒い壁・黒い絨じゆう毯たん・黒を基調とした天鵞絨ビロードのタペストリーといった重苦しいものだった。タールで塗ぬり潰つぶしたような黒尽くしの中、中世風の縦たてに細長い窓にはめこまれたガラスだけは深しん紅く──生なま々なましいほどに濃こい血の色をしている。〈黒〉伯はく爵しやくには申し訳ないが、悪趣味という言葉しか浮かばない。こんな部屋で暮らしたら、悪夢ばかり見て気が狂くるってしまうに違いないと思った。

　──イロンシードは……どこに？

　ドレスの隠しに忍しのばせておいた細身の短剣を手に、思いきって室内に踏ふみこむ。

　角部屋なので月光には恵まれているが、ガラスが深紅なのであまり明るくはない──。

　──え？

　狼を恐れる鹿のように慎重に気配を探さぐっていたセシアは、刹せつ那な、闇やみに慣れた目をみはった。

　誰だれかが部屋の隅にうずくまっている。いや違った。意識を失って倒れている。

「リュシィさん!?」

　床に散らばる長い髪と古風なメイド服を視認すると同時に、額から血の気が引いた。

　ほどけた黒髪に包まれるようにして倒れたリュシィは、目を閉じてぐったりしていた。その両手首は、縄なわで残酷なほどきつく縛いましめられている。

　すっかり彼女の板についていたメイド服は、特に上半身を覆おおう部分が、ナイフの試し切りに使われたかのようにズタズタに切り裂かれていた。スカートの脇にもスリットにも似た裂け目が太ももまで走っており、何をされた後なのかと悪夢じみた想像をかき立てる。

　露出した肌はだに大きな傷がないことだけは幸いだったが、とても安心できる状態ではなかった。

「リュシィさん──大丈夫ですか？　リュシィさん！」

「──あんまり揺さぶると、毒の巡めぐりが早くなっちまうぜ？」

　からかうような低い声。

　ぎくりとして振り返ると、カードの差出人──焰ほむら色の髪の魔王子が、少し離れた場所に忽こつ然ぜんと現れていた。会場から運ばせたものか、そばにある凝った細工のテーブルには、火か酒しゆの壜びんがいくつも並んでいる。が、残念ながら酔っている様子ではない。

　衣裳はいつもの海かい賊ぞく風のそれ。こちらを見下ろす笑みには、優越感の色が濃い。

　今すぐ詰なじりたいほどの憤いきどおりを、セシアは拳こぶしを硬く握りしめて自制した。

「毒とはなんのことですか」

「なに、そこにいる忠義者のメイドさんに、ちょっとしたご褒ほう美びをやったまでだ」

　彼女の鋭い視線をもさらりと受け流して、イロンシードは軽く肩をそびやかす。ラゼリオンもときどきする仕草。およそ性格も容姿もかけ離れているのに、奇妙に似ていると感じてしまうのは、やはり腐くさっても兄弟だからなのか。

「忠義者？」

「なんだ、やっぱり気づいてなかったのか？　じゃ、教えてやるよ。あんたの腕の中で虫の息になってるそれなりに俺好みの見てくれのメイドは、なんと高潔な女主人の代わりにこの俺様を色仕掛けで籠ろう絡らくして、情報を得ようとしてたんだぜ。な？　健けな気げだろう？」

　笑えるほどにな。──歩けない猫を嘲あざけるような声が鼓膜に突き刺さり、セシアは絶句する。

　意識を取り戻してくれないリュシィの、蒼あお褪ざめきった頰を見下ろせば、全身の震えが止まらなくなる。喉が痙けい攣れんして言葉にならない。

　魔王子相手になんて無む謀ぼうなことをとも、とっさに思いはした。

　だが同時に、リュシィがそれほどに深く思いつめていたのかと想像すると、胸が重くなった。セシアのそばにいることに悩み、心細げな彼女の姿を何度も見つけていたのに、共に過ごす時間がすべてを解決するだろうと楽観してしまった。

　裏切りの可能性を疑ったことも痛烈に後悔した。この真面目で気弱で不器用なひとに、そんな真ま似ねができるはずもないのに。

　感情の荒波に揉もまれるセシアを、イロンシードが斜ななめに見下ろす。そして、やはり挑発的に聞こえるほど楽しげな口調で言った。

「なんでも昔、あんたを魔術事件に巻きこんで怪け我がさせちまったんだって？　なのにあんたはどこまでもおやさしいから、申し訳ねえ気分になるとか、わたしにふれるのなら、その代わりにどうかセシア様には手を出さないでとか──うだうだ並べてたな。長なげぇわ暗いわ、ベタにも程があるわな話だから、全部聞き流したけどよ」

　──そんなふうに、わたしを守ろうとしていたのか。

　青あお薔ば薇らの騎士として、それは正しい戦い方とは言いがたい。だがリュシィは焦あせっていたのだろう。レディース・メイドとしてよりも、早く目に見える形で『夜よるの女じよ王おう』に尽くしたくて、セシアに償つぐないたくて。まずは環境に慣れてもらおう、とのんびり構えていたセシアとはそこでまた食い違った。

　黒髪のメイドを強く抱きしめ、セシアは震える唇を嚙かむ。叫びたい気持ちを懸命に抑える彼女を高みから見下ろして、とうとう獲物に爪をかけた獅し子しを思わせる獰どう猛もうな笑みを浮かべたイロンシードが、その広い肩をすくめた。

「じゃ、そろそろ究極の選択をさせてやろうか。──助かるのは二人に一人、ってな」

　焰色の髪の魔王子を、セシアは緩かん慢まんに振り仰あおいだ。

　ショックで弱った心を踏みにじるようなイロンシードの物言いに、もはやいちいち反応してやる気にはなれない。

　三角帽の陰でも炯けい々けいと輝く金色の瞳を見上げ、冷めきった声で言う。

「リュシィさんの代わりに、わたしに死ねとでも？」

「慌あわてんなよ、誰があんたを殺して楽しいっつった？　あの忠義で可か愛わいいメイドを助けたかったら、あんたは俺に従え。それが厭いやなら、メイドの命はあきらめろって話だ。いい毒をくれてやったから、このまま放っとけば、寝てる間に死んでくれるぜ」

　俺様はやさしいからなと、平然と嘯うそぶくイロンシードが理解できない。改めて、なんて男だ。

　セシアは血が滲にじむほど唇を嚙んだ。銀の十字架を模もした短剣を握る手が震える。

　時間さえ稼かせげば──そして相手の油断を誘えば、この事態を打開できるのではという策は用意していた。だからこそセシアはろくな武器がなくても、部下の無事だけを案じて、イロンシードの懐ふところに飛びこめたのだ。

　問題はその「策」が上手く運ぶ前に、リュシィの命の灯が消えるかもしれないことだ。

　悠長に引き延ばしをしている間、彼女を苦痛と危険にさらしつづけることは耐えがたい。

「さぁて、どうする？　セシア」

　葛かつ藤とうするセシアへと、イロンシードはまるでダンスでも誘うように手を差し伸べてきた。

　セシアが目を泳がせて躊ちゆう躇ちよすると、あっさりと引っこめようとする。

　思わず焦あせって、縋すがるように手を伸ばすと、逆にその手を握られた。強く。

「捕まったな？」

　わざわざ恐怖を煽るような囁ささやきとともに、ぐい、と腕を引いて立たされる。

　反射的に退しりぞこうとしたセシアの身体からだは、その儚はかない抵抗を楽しむかのように獰猛な笑みを浮かべたイロンシードの胸へと強引に抱き寄せられる。力強い腕と火酒のにおいの中で、セシアはぞくりと身震いした。手から短剣がもぎとられる。

　焰色の髪の魔王子は、セシアに張りつくように寄り添って、その身体にふれてきた。長い銀髪に彼の手がもぐりこむ。

　ドレスから覗く背中のラインをなぞられるだけで、ぞわりと鳥肌が立った。振りほどいて頭ず突つきして三歩下がって急所を蹴けり上げる、そこまで頭の中に思い描えがけるのに、リュシィの命を楯たてにとられた状態なので指一本動かせないのが口くち惜おしい。

　せめて、とセシアは鋭い視線で抵抗の意思を示すけれど、イロンシードはかゆいとも感じていないようだ。彼女の華きや奢しやな顎あごに手をかけ、いつでも口づけできるようにか、上を向かせる。

「観念して、俺のものになれ。『夜の女王』」

「……あなたの求婚を受けろと？」

「あんたは花嫁として上出来だ。あんたを得れば、俺は四番目だって踏みつぶせそうだ」

　らしくない皮肉な笑みが、セシアの頰に浮かんだ。

「本当にそれが理由ですか？　わたしが四番目の殿下と親しいから横取りしたいだけで、飽きたら捨てるんでしょう？」

「ほぉう。何を根こん拠きよにそう思ってんだ？」

「わたしは知っているからです。花嫁は、あなたの力の源みなもとにもなるけれど、同時にあなたを縛しばりつける存在にもなるのでしょう？　たとえわたしがあなたの花嫁になったところで、あなたに好き勝手させると思いますか」

　指先で唇をさわさわと撫なでられる感触に耐えながら昂こう然ぜんと告げるが、予想に反して、イロンシードに動揺は見えない。

「俺たちのことを意外とよく知ってるんだな。──偉えらいじゃねえか」

　ずいと顔が近づき、燃え盛る炎を宿したようにも見える瞳がすぐそこに迫ってくる。

「あんたの言ったことは事実だが、この俺様みたいな悪魔が、たかが人間の小娘一人を意のままにする魔術を知らないわけがないだろ？」

「！　魔術って──ッ……」

　唇が押しつけられる。吐息に強く酒のにおいを感じた次の刹那、セシアの唇の中にするりと男の舌が忍びこんできた。上顎をねっとり嬲なぶり、喉のどを突き、舌をこすっては搦からめ捕る。いやらしい動きだと本能的に反発するけれど、頭は突然の霧が下りたようにぼやけていった。

　眩暈めまいの中で戸惑う。首の後ろあたりに、じくじくという熱い疼うずきが息づいていて、セシアの身体は急速に熱を上げていく。心ではイロンシードの暴ぼう虐ぎやくに絶ぜつ叫きようしているのに、どうしてか四し肢しが言うことを聞かずに彼にしなだれかかり、唇はおぞましい行為に応こたえつつあった。

　自分の身体に何か異常なことが起きていると直感する。背筋をぞわぞわと悪寒が這い回った。

「俺様の力の話はしてやったな？　これが『熱』の魔術だ。ぼうっとして、気持ちいいだろう」

「……よくなんか……ない」

　セシアはどうにか声をしぼり出す。時折歯のぶつかる音がするけれど、小さく硬い響きはイロンシードの行為を妨さまたげるほどではなかった。合わさる唇から送りこまれる、熱した蜂蜜を飲まされるような重く甘かん美びな感覚は刻一刻と増していく。いつかのように嚙みつきたいのに、しびれたように顎が動かない。──どうして？　これが魔術？

　激しく混乱するセシアを見下ろして、男が口づけの合間に笑った。

「熱に浮かされる、っつう言い回しがあるだろ？　俺様の力で体温を操ってやるとな、あんたの身体や感覚を自由に動かしたり、幻覚を見せることができるんだ。言うことを聞かない女を調教するには実に都合がいいんだよな……。これであんたを俺のものにすれば、どうなる？」

「──やめて……」

　あまりにえげつない魔術の力に、こらえることもできずに悲鳴じみた声が出てしまった。不覚にも、自分の弱みをさらけ出す声が。

　誰か助けてと、セシアはここに来て初めて思った。

　リュシィの命を助けるためなら、今ここにあるものすべてを懸かける気だった。しかし自分が彼の魔術に操られて、何もわからないまま花嫁となり、間接的にラゼリオンを殺す手助けをするなんて、とても受け容れられることではない。

「つらそうな瞳をされると、少しだけ罪悪感がわくな。──やっぱり、四番目が好きか？」

「ッ……」

　違う、と噓うそでも言わなくてはいけない場面だ。イロンシードに弱みを見せてはいけない。

　なのに、舌がしびれたように動かなかった。そのひと言が声にならない。

　──どうして。

「あんまり強がんなよ。あんたの態度を見てれば、可愛らしい想いがどこのどいつに向かってるのかは一目瞭りよう然ぜんだぜ」

　イロンシードの声が、まるで血が煮詰められたように熱のこもった身体にしみこむ。

「──だからこそ、めちゃくちゃにしてやりたくなるんだけどな」

　凍りついていたセシアの時間が、再び動いた。

　結い上げた髪に飾っていた純白の薔薇が、まるで血でも浴びたかのように深紅に染まりながら、床に舞い散る。髪に挿す生花の飾りの意味は「警戒」。セシアのような未婚の女性の場合は、異性に対して、いきなり親密にされると困ります、などと示す意味がある。

　それを、むしりとるように奪われた。色まで染め変えて。

　これからイロンシードが彼女をどう踏みにじるつもりなのか、想像させるように。

「セシア」

　名を呼ぶ声が、いやにねばっこく響く。

　怖おぞ気けで骨から震えながらも、セシアは自分を保つために、必死で声をしぼり出した。

「この──怪物……」

「ああ、あんたの冷たくて純潔な表情はいいな。実に美う味まそうだ」

　ぐいと黒い壁に背中を押しつけられ、イロンシードの身体との間に閉じこめられる。

「だけど俺としては、あんたはぼろぼろに泣かせてみたくなる……」

　高こう揚ようを感じさせる声。戦士らしい大きな手が、とん、とドレスの胸元に載った。

　イロンシードがあまりに自然にそうしたので、セシアは一瞬、彼に何をされたのか理解しそこねた。心が現実を拒絶していた。

　嫌悪を感じて必死に跳ねのける寸前に、イロンシードの手がするりと移動する。

　デコルテで鎖さ骨こつのラインをなぞりながら、かつてない緊張に震えるセシアの喉へ。軽く絞められただけで息が苦しくなり、セシアは顔をゆがめた。しびれるようなおぞましさが、足元から人喰い蟻ありの群れのように這い上がってくる。

　もてあそばれる恐怖より、命を掌しよう握あくされていることが耐えがたい。屈くつ辱じよくが心を切り刻きざむ。

　イロンシードが軽く力をこめただけで、セシアの細い首などは簡単に折れてしまうのだ。その残酷な事実が、こらえようもなく重い。

　──こんなところで、こんなふうに命を握られて蹂じゆう躙りんされるなんて、厭だ。

　──絶対に厭だ。

　思った瞬間、熱に浮かされた身体の奥底から、力が燃え上がった。

　──考えろ。どうしたらリュシィさんを助けて、わたしも逃げられる？

「声を殺すタイプか？」

　意地っ張りめ、と揶や揄ゆされたようにも聞こえる。

「いいぜ。俺も騒がしい女は好みじゃない。……小鳥みたいにさえずってもらおうか」

　耳じ朶だをやんわりと嚙まれた刹那、怪物に頭から喰われるという非現実的なイメージがセシアの頭をよぎる。

「ああ、可愛い可愛い……」

　歓かん喜きとあからさまな揶揄を含んだ声が、セシアの矜きよう持じを踏みにじる。悔しいほど震える身体を持てあまして、セシアは憎しみを隠さない声で再び「……怪物」とうなった。
















　この魔王子からは、セシアを思うさま虐しいたげて支配し、リュシィを苛さいなむ意思しか感じられない。正真正しよう銘めいの悪魔だ。種族としてという意味ではなく、魂たましいが悪魔であり、異い形ぎようだ。人間の理解を超えている。

「でも、あんたの無む垢くな恋心と深い愛情を同時に手に入れられるのは、四番目だけか。……羨うらやましい野郎だな」

　ああ、死ぬほど羨ましい──。

　そう繰り返すイロンシードの声は、妙に本気じみていて、セシアはつかのま複雑な気分を味わう。この焰色の髪の魔王子が本気で自分に横よこ恋れん慕ぼしているとは思ってもいないが、他人の物を欲しがる悪あく癖へきの根源を見たような気がして。

　──この男は……もしかして……。

「ところでセシア。こいつが何かわかるか？」

　緩かん慢まんに視線を向ければ、イロンシードの手には、香水壜に似たものが握られていた。中にはとろりとした琥こ珀はく色の液体が満ちている。まさか。

「そのとおり。解毒薬だ。お楽しみが済んだら、ご褒美にあんたの部下にくれてやるよ」

　濡れた唇が再び押しつけられるが、セシアの意識はすでに小壜にしか向いていない。

　──本当に……本物の？

　しかしリュシィの容態を思えば、あれこれ迷う暇ひまなどない。セシアは全身に力をこめた。

　帯に隠した細いナイフを一瞬で引き抜くと、セシアは絡みつく腕を振り払い、イロンシードの手から解毒薬を奪いとらんとする。男の手首めがけて、躊躇ためらうことなく隠しナイフを一いつ閃せんさせる。攻撃よりも、刃やいばに怯ひるんだ男の手の力がゆるむのを狙った行動だった。

　だが針のような銀の刃は、セシアが驚くほどあっけなく男の手首に突き立った。

　──え。

　まったく回避しないイロンシードに不吉なものを感じながらも、解毒薬を手にすることだけを考えて、壜に指をかけた瞬間だった。

　バシッ！　という音が、セシアの頭ず蓋がいを大きく揺るがせた。

　一瞬何が起こったのかわからなかったが、もんどり打って絨じゆう毯たんの上にくずおれて初めて、男に死角から頰ほおを張られたのだと気づいた。じんじんと頰がしびれる。

「お。だいぶ加減してやったはずなのに、そんなに吹っ飛ぶとは驚きだな。人間はもろいな」

　頰の痛みはさほどでもない。十分に耐えられる。

　だが、彼の一瞬の動きにまるで対応できなかったことがショックだった。それに。

　──失敗した。

　セシアはさあっと蒼褪めた。気丈な光をみなぎらせていた瞳が、あっけなく揺れる。

「あのメイドの命が惜おしけりゃ俺に従え、って言ったのに。約束を破ったな」

　冷酷な言葉が心に突き刺さる。

　そうだ。たったの一回だけ、最初で最後の反撃の機会を、ずっとうかがっていたのに。

　漆黒の絶望にじわじわと心を削られるセシアを見下ろしたまま、

「残念。──大事な部下を助けられなかったな」

　ぽん、とイロンシードは小壜を後方に放り投げた。残酷なほど簡単に。

　落ちて砕ける前に受け止めるべく走ろうとしたセシアの身体は、しかし半歩も進まないうちにイロンシードに捕まえられた。腰に再び絡みついてきた腕は忌いまわしいほど力強く、冷静さを欠いたセシアの抵抗如きでは、びくとも動かない。

　放せ！　悲痛な声がセシアの喉を灼やいた。

　黒こく檀たんの大きな柱時計にぶつかって砕けようとしていた小壜は、だがいきなり空中で静止した。

　否。

　黒い手袋に包まれた手が、そのガラス壜を冷然として受け止めたのだ。

「……ラゼリオン様」

　黒尽くしの室内に溶けこむ姿を確かめる前に、セシアは思わずその名を口にしていた。
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「遅れてすまない」

　硬質な美声が響いた途端、室内の空気ががらりと変わった。

　言葉は簡潔だったが、アイスグリーンの瞳が「大丈夫か？」と穏やかに訊いている。セシアは声もなくうなずいた。解毒薬が無事なことにほっとしたせいか、イロンシードにかけられた「熱」の魔術の残ざん滓しなのか、背骨を抜かれたように身体の芯に力が入らない。

　だが、新たな不安もあった。

「──ほぉう。俺様の魔術を破ってこられるとは、おまえも腕を上げたな」

　濡れた唇を手の甲でわざとらしくぬぐいながら、イロンシードが弟を振り返る。

　ラゼリオンの瞳が底冷えするような気を放った。

「貴様は相変わらず、顔に似合わない、いやらしいほど手のこんだ真似が得意らしいな」

「どこかの弟みてぇに、手前の力を怖がって封印したりはしねぇからな。悪魔と生まれたからには、自分の力を極きわめてナンボだろ」

「強さを追求したいなら勝手にしろだが、その力を使って、今、貴様は何をしていた？」

　セシアは身震いした。──ラゼリオンがここまで怒ったのを初めて見た。言葉の端々に、普段の彼にはない荒々しさがある。

　──もともと仲がいいわけではなさそうだけど……。

　兄弟らしい感情の動きをまったく感じとれない。二人の空気は、完全に敵同士のそれだ。

　ラゼリオンをひそかに連れてきたのはセシアである。いつかのように漆黒のミミズクの姿になってもらって、鞄の中に隠して。

　リュシィの動向を見守りつつ、〈黒〉伯爵の周辺を探ってもらうつもりでそうしたのだが、話を聞く限り、この空間は厄介な魔術で隔かく離りされていたようだ。道理で、ラゼリオンはおろか伝言をしたシリウスさえなかなか来てくれないはずだ。

　──シリウス兄様の方がまだ平和に収められたのかも……いや、同じか？

　──でも、これは。

　多重の意味で危あやうい状況に、セシアの中で不安が急速にふくらむ。

　一つ。魔王子たちが衝突して、この城が無事に済むとは思えない。

　二つ。あのラゼリオンが本気で怒りを露あらわにしている。何をするかわからない。

　三つ。ラゼリオンは継承戦争への関わりを拒否しているのに、このままでは──。

「可愛い花嫁候補の貞てい操そうの危機に、さすがのおまえでも血ち眼まなこになったか。いいザマだな」

「本気で私を敵に回す気なのか」

「本気じゃない、つったら見逃してくれんのか？」

「ふざけるな」

　殺気に満ちた応おう酬しゆう。二人の魔王子は、互いの間合いのぎりぎり外で、微動だにしない。

　さっきまでセシアが閉じこめられていた、おぞましいほどに熱い空気は消え、冷たい緊張が室内を支配している。

　セシアは魔術による拘こう束そくと抱擁がゆるんだ隙にすかさずイロンシードから身を離し、リュシィの元に駆け寄った。汗ばんだ首筋に手をあてれば脈は感じられるが、呼吸は浅くて弱い。さっきよりも容態が悪化している……！

　救いを求めるようにラゼリオンを振り返った時、イロンシードの笑い声がはじけた。

「ハッ！　笑えるな。騎士でも気どってやがんのか？　この世で一番忌まわしい力を持って生まれた悪魔の分際で。──それとも何か？　逆に、だからなのか？　純白なお姫様を、しみひとつつけないみたいに大事に守って。まったく、おまえらしくもありゃしねえ」

　──らしくない？

　セシアは一瞬状況も忘れて、イロンシードの言葉に眉び宇うをひそめた。

　多少悪ノリが過ぎることはあるが、基本的にはラゼリオンは冷静で、紳士的で、やさしい。

　確かに今のラゼリオンは怒気を帯び、鋭いほどに冷徹な瞳を隠そうともしていないが──それでも、イロンシードのような男に「おまえだって本当は俺の同類のくせに」と断じられるのは納得できない。

「その純白の姫君を身勝手な欲望で穢けがそうとしたのは、どこの下げ衆すだ？」

「穢すんじゃなくて、調教の方が俺様好みの表現だな。この『夜の女王』は──今のままじゃちぃっと堅すぎるが、いい女になる資質は十分にある。じわじわと屈くつ服ぷくさせてもよし、必死で逆らう表情はかなりそそるぜ」

　おまえはまだ味わってないのか？　──と、相手の神経を逆撫でする口調でのたまい、焰色の髪の魔王子は心の底から楽しげな笑みを見せる。

　……こういうところも、セシアにはわからない。

　イロンシードは、ラゼリオンのすべてを凍いてつかせるような怒りのオーラが怖いとは思わないのだろうか。彼に助けられているセシアですら、腰が抜けたみたいに動けなくなっているのに、どうして普段と変わらぬ調子で笑っていられるのだろう。

　強大すぎる悪魔の感覚に、ついていけない。

「ったく、せっかくいいところだったのに、ぶち壊しにしやがって。埋め合わせをする気はあるんだろうな？」

「埋め合わせ？」

「こちらにおわす純白の姫君を賭けて、継承戦争ってのはどうだ？　姫君の御前で、昔の騎士の決闘みたいにさ。きっと楽しいぜ？　──特に俺は、な」

　とそこで、イロンシードの金色の瞳がセシアに向けられる。残忍な笑み。

　これまでの経験からセシアは直感した。

　イロンシードはおそらく、魔王になりたいから四番目の弟を倒したいのではない。今ここで戦うことで、見ているしかないセシアが、ラゼリオンが傷ついては悲しんだり苦悩したりする姿を堪たん能のうしたいと思っているのだ。他人のものを奪うことが、心底好きなのだ……。

「ふざけるな。貴様のようにコソコソと蠢うごめく外げ道どうと、正々堂々戦ってやる気などない。私は貴様を処刑しにきただけだ」

　そんな悪趣味な目もく論ろ見みに気づいているのか、これまでに見たこともない冷徹な色が、ラゼリオンの声と瞳を凍らせていた。怒りの炎ほのおという表現があるが、彼の怒りは周囲を永久凍土へと変えてしまう気がする。

　ひゅう、とイロンシードがからかうように口笛を吹いた。へらへらとした笑いは引っこめたが、相変わらず物腰には真剣味があるようでない。

「おっかねえ顔だな。大事な姫君が怖がってるぜ？　いいのか？」

「構わん。もう我慢は止やめだ」

　寒気を感じるほどに澄んだアイスグリーンの目が、二番目の兄を射貫く。

「だが──ひとつだけ訊く」

　イロンシードは肩をすくめると、無言でその先を促うながした。

「貴様の来訪とフランケンシュタイン博士はかせの怪死は、無関係ではないな」

「正解。まったくの無関係じゃあねえよ」

「質問はこれからだ。──狂博士は、なんの目的で死んだ？」

　──え？

　唐突な話に、セシアは意識のないリュシィを抱いたまま、小刻みに瞬またたいた。

　彼女の戸惑いをよそに、イロンシードは弟の質問の意図を理解しているようだ。

「四番目。あの狂博士は、おまえに興味を持ってる。正確に言えば、おまえが昔から必死で封じこめてきた力に興味を持ってる。ここまで言えば、とっても賢いおまえにはわかるな？」

　──興味を持ってる？

　なぜ現在形で語るのだろう。フランケンシュタイン博士はとっくに死んでいるはずなのに。

　じわじわと火で炙あぶられるような不安感に襲われるが、不意に手の中に何かの感触が生まれたことに気づいて、セシアは反射的に視線を落とす。驚きに目をみはった。

　──これ……解毒薬？

　ラゼリオンが受けとめたはずの。なんらかの魔術で、セシアの手に送ったらしい。

　セシアはいくつもの疑念をひとまず頭の隅に封印し、リュシィを助けることに専念した。

　ドレスの一部に隠していた針のようなナイフで、彼女の手首を縛っていた縄を切って、絨毯の上に楽になるように横たえる。怖いほど蒼褪めた唇に解毒薬を数滴垂たらしてみるが、意識がないせいか上手く飲みこんでくれない。

　セシアは一瞬の躊躇ためらいもなく解毒薬を呷あおると、口移しで無理やり嚥えん下かさせた。こくん、とリュシィの喉が震えたのを見て、口を離す。それでも不安で彼女の様子を凝ぎよう視ししていると、だんだんと血の気が甦よみがえり、脈や呼吸が力を取り戻すのがわかった。

　──よかった。

　ほっとしたせいか眩暈めまいがして、思わずその場に突っ伏しそうになる。

「質問には答えたぜ。で、どうした？　俺を死刑にするとか、楽しいことをほざいてたよな」

　……が、イロンシードの挑発的な声で我に返った。

　ずきずきと痛む額ひたいを抑えて振り返ると、ラゼリオンはあくまでも冷ややかに切り返している。

「笑っている場合ではないぞ。貴様には死刑すら生ぬるいのだからな」

「死刑以上の罰があるのか？　大陸の魔女狩りみたいに、火ひ炙あぶりにでもする気か」

「発想が貧困だな」

　ラゼリオンはにこりと嗤わらった。

　セシアですら初めて見る、はっきりとした笑みの表情だが、その瞳は冷えきっている。

「死んでも頭が治らない兄君には、死よりもつらい生き地獄があることを教えてやろう」

「へえ？　なかなか楽しそうじゃねえか。そこの『夜の女王』が、俺の腕ん中で震えてた時ほどじゃあなさそうだがな」

　イロンシードがまたしても、聞いているセシアの背筋が寒くなるような科白せりふを挑発的にのたまい、それが始まりの合図となった。
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　先に動いたのはラゼリオンだった。

　ひどく無造作に、一歩踏み出した──とセシアが思った次の瞬間には、イロンシードの目の前に到達している。残像が生まれるほどの速度だ。振り上げた腕が、焰色の髪の魔王子の左胸を突く。一見乱暴なようで、怖いほど隙がない体さばき。

　普段の安楽椅子ぶりが噓うそのような動きに、セシアはただ目をまるくするしかない。

　イロンシードもまた、腰のベルトに佩はいていた剣を一瞬で抜き、刃でラゼリオンの一撃を力任せに跳ねのけた。こちらも相当の技量をうかがわせる。

「そう急せくなよ。俺の真名はイロンシードだ。おまえはラゼリオンでいいのか？」

「…………」

　ラゼリオンは返事すらしない。戦いではなく処刑だと言い切ったとおり、二番目の兄に向ける視線は汚けがらわしいものでも見るかのようだ。

　正式な名乗りなどしたくもない、さっさとこのゴミを排除してしまおう。そんな瞳。

　だがあくまでも自分本位のイロンシードは、弟からの侮ぶ蔑べつや嫌悪を、怒りと同様に深く気にしてもいないようだ。

「ラゼリオン。おまえ、三番目の力を奪ってないな？」

　ラゼリオンは無言で肯定。イロンシードの瞳がさらに好奇心で輝く。

「とことん変わった奴だな。せっかく勝ったくせして勿もつ体たいねえ。──じゃ、おまえに負けた三番目はどこに隠れてる？」

「貴様に答える義理はない」

　即答した理由はセシアにもすぐにわかった。ラゼリオンに敗れて弱体化した三番目の魔王子を見つけたら、イロンシードは──。

　──『継承戦争では勝った魔王子は敗者を殺して力を我が物にしてしまう習いだ』

　ラゼリオンの胸中を想うと、セシアは物悲しさと無力感に襲われる。

　彼は三番目の兄の命とセシアの命運と──さらには『夜の女王』を戴いただくアルビオンの平和を背負って戦っているも同然だ。なのに、武器なしでは魔力を制御することすらできないセシアでは、なんの助けにもなれない。

　隠しナイフならまだ数本残っているが、怪我と「熱」の魔術の影響で全力では動けない彼女が、目の前の異次元の戦いに何ができるというのか。

　──違う。できることはあったのに、やらなかったんだ。

　セシアが花嫁になっていれば、ラゼリオンはやすやすと二番目の兄を駆く逐ちくできたのではないか。そんな想いにふと囚とらわれる。

〈青の薔薇十字団〉は、今はどの魔王子にも肩入れするなと言うけれど。

　──わたしはこれからも、このひとがこうやって戦うのを見ているだけなのか？

　想像しただけで、胸が押しつぶされそうだ。

　残る一番目と五番目の魔王子がどう出るのか、彼らもやはりラゼリオンを敵とするのか、セシアには予想もできない。

　──わたしは……どうしたら……。

　激しく動揺するセシアを置き去りにして、魔王子たちの攻防は激しさを増している。

　まるで磁石で引き寄せられたように、ラゼリオンの素手での攻撃とイロンシードの刃が何度も衝突した。

「おまえにも剣ぐらいあんだろ？　抜かねえのか」

「貴様に剣など勿体ない」

　五分五分に見えるが、二人の心理状態にはだいぶ差がある。

　相手の身体を打ち砕き貫き握り潰すことしか目的にしていないラゼリオンの黒手袋の手と違って、イロンシードの迎撃に鋭さはない。彼は弟の殺気を楽しんでいる。おそらく、常に無表情で感情を揺らさないラゼリオンがここまで乱れた、稀け有うな時間を、少しでも長く味わいたがっているのだろう。

　まるで先刻、セシアをひどく時間をかけて嬲なぶった時のように。だが結局は、それが命取りになった。

　気の遠くなるような数の攻防を繰り返したのち、イロンシードの突き出した刃の切きつ先さきがラゼリオンの肩をかすめた。鮮血がぱあっと散り、イロンシードの視界が一瞬狭くなる。その刹那を見逃さず、ラゼリオンが動きを変えた。

　跳ね上げた肘ひじでイロンシードの利き手を打ち、剣を落とそうとする。イロンシードはとっさに力をこめることで得物を確保したが、一瞬隙が生まれた。ラゼリオンはそこにつけこむようにして動く。

　──速い……！

　鋭い足払い。軽くバランスを崩した相手の眉間めがけて、ラゼリオンが蹴りを繰り出す。頭蓋が砕けるのではという一撃を喰らって、イロンシードがのけぞる。その顔面にラゼリオンがさらに拳を叩きつける。

「……ッ……」

　セシアが悲鳴を上げそうになった。ラゼリオンは日頃の彼からは想像もできない、さながらギャングが気に入らない相手を私刑リンチにするような残酷さだ。

　よろめいて膝をついた体勢から、イロンシードは即座に立ち上がろうとする。が。

「てめッ──」

　言葉が途中で止まったのは、ラゼリオンが一瞬にして彼の背後に回っていたせいだ。

　それはイロンシードにとっても予想外の動きだったのか、目をみはった彼の耳元で、黒衣の悪魔が死神のように囁く。

「地べたに這はい蹲つくばって涙を流せば、安楽に死なせてやってもいいと思ったが──」

　謝罪の機会を与えてやるのかと思いきや、さらりと。

「──気が変わった」

　ガラスが割れるような音を響かせながら、翡ひ翠すい色をした氷がイロンシードの長身を包みこんでいく。セシアが瞬まばたきを三度もしないうちに、イロンシードはすっかりラゼリオンの瞳と同じ色をした氷の中に閉じこめられていた。

　──これで、終わり？

　あまりにあっけない幕切れと、目の前で示された圧倒的な力に、セシアは茫ぼう然ぜんとした。

　悪魔、魔王子という言葉ではくくれない。魔王という表現ですら生ぬるいように思われた。

　これは……このひとは──。

　──冥めい王おう。

　死を司り、死の魔力であらゆるものを支配する存在の名が、セシアの頭に浮かぶ。

　月光の庭園でラゼリオンが、冥界の王の話をしてくれたことを思い出す。

　ラゼリオンはあの話の冥王に自分を、冥王に支配される乙女おとめにセシアをなぞらえていたのだろうか。そんなことに今初めて思い至る。彼の話はいつも持って回っているので、なにげなく聞き流していたけれど。
















「イロンシードは……死んだのですか」

　殺したのですか、とはなぜか言いたくなくて、そんな問いかけになる。

　ラゼリオンはあっさりと首を横に振ったが、彼の説明は、セシアをますます戸惑わせるものだった。

「違う。肉体という名の檻おりに閉じこめただけだ」

「……肉体という名の檻？」

「これは一応死んではいない。だが、生きていると言えるかどうかも疑問だ。この氷の中で、意識だけははっきりしているものの、何も見えないし聞こえないし話せないのだからな。物を味わうこともできなければ、空気の湿しめりけや温ぬくもりを感じることもできない。今この男の世界にあるのは、永遠にも等しい時間と苦痛のみ」

「…………」

　淡々と紡つむがれる言葉を、じわりと理解するたびに、凍るような寒気に襲われる。

「なんならこのまま〈ファウスト〉に実験材料として提供しようか？　頑丈で物言わぬ実験動物というのは科学者の理想だろう。この氷になんらかの魔術道具を取りつければ、この男の身体から魔力を少しずつ搾しぼっていって、燃料代わりにできるかもしれない」

　そんなことをしたら──イロンシードは、少しずつ衰すい弱じやくして死んでしまう。長い時間をかけて。

　イロンシードは今きっと、何かを叫びたいだろう。なんでもいいから、真っ暗闇以外のものを見たいだろう。腕を伸ばして、何かつかみ、その形を感じたいだろう。なんでもいいから音を聞きたいだろう。だが彼には、何ひとつ叶わないのだ。闇の底でひたすら無力に──いつ終わるのか、時間の流れすらわからないまま、生き地獄で永遠の悪夢を見る。

　世界中の誰も経験したことのない最悪の暗闇の地獄に、彼はいる。

　──『最高級の狂気を表す色は何色だと思う？』

　──『アイスグリーン』

　イロンシードの謎めいた言葉が甦る。いつかの問いかけも思い出した。

　──『俺たち魔王子の力には属性がある』

　──『三番目の力は「獣」で、俺の力は「熱」。じゃ、四番目の力の属性はなんだと思う？』

　彼はこのラゼリオンを知っていたのか。『死』を司つかさどり、死よりもおぞましい生き地獄を創り出せてしまう悪魔を──。

「……ラゼリオン様」

　震える声はセシアの喉にひどく引っかかって、耳みみ障ざわりな発音になった。

「本当に、本気で──イロンシードを、このままにしておくのですか……？」

「それは悩みどころだな」

　ラゼリオンの声は怖いほど冷徹だった。イロンシードの想像を絶する苦痛や恐怖など、いい気味だとでも言うかのように。

「発狂する寸前まで後悔と懺ざん悔げをさせないと、この骨の髄ずいまでろくでもない男はまた同じことを繰り返す。──が、このまま放置しておくのも、確かに寝覚めが悪いか」

　最後の最後で見せられた容赦に、セシアはほんの少しだけ安心ができた。

　迷いも躊躇いもなく、嬉々としてイロンシードの苦痛と恐怖を愉たのしまれたら、セシアは彼を慕したっていたことすら後悔したかもしれない。

「──寝覚めが悪いどころか……わたしの息が止まりそうです」

　想像しただけで恐怖で動けなくなる世界に怯おびえて、床から立ち上がることすらままならないセシアを、ラゼリオンが緩慢に振り返る。

「あなたは実にやさしいな」

　セシアははっきりと首を振った。

「イロンシードを許したわけじゃありません。本当はわたしだって気が済むまで彼を叩きのめしたい。でもこれは……この状態は、罰にしても、あまりに残酷すぎると思っただけです」

　いっそ死刑の方がマシだ。イロンシードは生きたままずっと精神的な拷ごう問もんにさらされ、自分で死ぬことすら選べないのだから。

　先刻、イロンシードに身体を操られていた時の恐怖が肌に甦る。

　自分が自分でなくなるような……あれは、恐ろしいものだ。

「──イロンシード」

　ため息にも似た低い呼びかけが、彼の兄の名を呼ぶ。黒い靴くつのつま先が、ノックでもするように足元の氷ひよう塊かいを軽く蹴った。

「今の話、貴様にも聞こえていただろう？　聴ちよう覚かくだけは残してやったからな」

　ラゼリオンのその言葉に、セシアははっとして、次いで、まるで沙漠で渇かわき死ぬ寸前の旅人が水を見つけたかのような心地になる。

「慈悲深き『夜の女王』陛下に免じて、貴様を一度だけ解放しよう。だがこれは執行猶ゆう予よだ。次に彼女に不ふ埒らちな真似を強しいた時は、問答無用で処刑する」

　──聴覚だけは、奪っていなかった？

　最悪の生き地獄がそこになかったというだけでも、セシアは人心地がついた。

　もちろんラゼリオンが徒いたずらに生命をもてあそぶひとではないと信じてはいたが、自分が蹂躙されたことに彼がどれほどの怒りを感じたのかは計り知れないところがあったから、未知数の不安があったのだ。

　こつん、とラゼリオンの指先が氷塊をつつく。

　それだけで翡翠色の氷は消え、急に自由を取り戻したイロンシードがよろめいて転倒した。

　絨毯の上についた彼の手を、すかさずラゼリオンの靴が踏み躙る。イロンシードが驚いたように視線を上げた。

「……いい趣味してやがるじゃねえか」

「別に下劣な悪魔を踏んで楽しむ趣味などないが、返事を聞いていなかったと思ってな。今、私が出した条件は聞いていたな？　答えは『イエス』か『同意する』か『わかりました』しか認めないが、さてどうする？」

「ああ……どれにしようか迷うな。返事はこの次まで考えていいか？」

　……ラゼリオンを止めたことを、セシアは一瞬本気で後悔した。この期ごに及んで、そこまで悪びれた様子のない二番目の魔王子が本当にわからない。

　ラゼリオンが呆あきれ果てたというように深々と嘆たん息そくする。

　アイスグリーンの瞳に再び冷気が宿り、踏みつけにしていた足をどかす。と同時に、今度こそイロンシードを処刑するつもりだろう、黒手袋をはめた手を振り上げた。が。




　二人が再び交こう錯さくしかかった空間に、銀弾が穿うがたれた。




　もちろん弾丸の一発如きで慌てる悪魔たちではない。

　だがその不測の乱入は、彼らの間に張り詰めていた緊張感を破り、いったん動きを止めさせるには十分だった。

「そこまでにしとけ」

　弾丸を放った者が、窓辺で厳おごそかにそう言った。セシアは思わず声を上げる。

「シリウス兄様！」

「はい俺──」

　マスケット銃よりもさらに大ぶりの魔術武器を構えた銀髪の青年は、どこか疲れた様子で、義妹へと両手を広げてみせた。お得意の科白せりふにも元気がなく、上等の夜会服はすっかり乱れており、イロンシードの魔術の中に囚とらわれていたセシアを捜すのに奔ほん走そうしてくれたのだと察せられた。

　義妹とメイドを一いち瞥べつして無事を確かめると、シリウスは微妙な間合いを保っている魔王子たちへと、その鋭い視線を据えた。

「この勝負は俺が預かる。四番目のおまえも、とりあえず落ち着け」

「妹を溺でき愛あいしている男の言葉とは思えないな。そこのしなびたニンジン色の髪の男が、あなたの妹君に何をしたのかわかっているのか？　シリウス＝トゥルーナイト」

「外げ道どうがすることなんざ簡単に想像はつく。おまえが俺の可愛い妹のために怒ってくれることには感謝してるぜ。でも抑えろ。今はまだ、な」

　まるきり立場が逆転しているように見えた。こういう場面で暴走するのはセシアへの愛情があり余っている義兄で、ラゼリオンは事なかれ主義のひとだったはずなのに。

「俺だってそこの不届きな野郎の××を縛って半日吊るし上げて最後には■■を捻り切ってやりたいのは山々だがな。──ついさっき、〈青の薔薇十字団〉から連絡が入った。〈黒世界〉に調査に行った連中が戻ってきたんだよ」

　……と思ったら、聞くに耐えない単語がシリウスの口を突いて出た。これは相当に怒っている証拠だ。

　不思議なもので、怒り狂う彼らを見ていると、被害者のはずのセシアの方はどんどん気分が落ち着いてくる。意識はすでに強いられた辱はずかしめから離れて、連絡とやらの方に向いていた。わたしの吸血鬼も帰ってきたのか？

　発する空気でラゼリオンを牽けん制せいしながら、シリウスが焰色の髪の魔王子に目を向ける。

「そこの二番目の魔王子に訊きたいことがある。まず──〈黒世界〉でヴィクトール＝フランケンシュタイン博士を殺害したのは、おまえだな？」

　──え？

　セシアは小刻みに瞬いた。

「二番目の殿下が、どうしてそんな……まさか、指名手配犯だったからですか？」

「可愛い妹よ。悪魔が──しかも〈黒世界〉の魔王子が、人界の罪人如きを構うと思うか？　賞金？　アルビオンの金なんざ悪魔には意味がないだろ」

　すぐに否定されたことで、セシアも次第に思考回路がいつものように働きはじめた。義兄の言うとおりだ。

　この焰色の髪の魔王子には、単なる娯楽で人殺しをしてもおかしくない恐ろしさもあるが、だとしても屍し体たいをわざわざ運んできた意味がわからない。そんな手土産がなくても、魔王子という肩書きだけで、カールレオン城は彼を客人として迎えるのだから。

　シリウスたちの、見えない刃を突きつけるような視線を脅きよう威いとは感じないのか、イロンシードはしれっと嘯うそぶく。

「どっちみち罪人なんだろ？　ぶっ殺して何が悪い」

「悪くはないな。罪でもない。──だけど、おまえはそれを隠して『狂博士の屍体を拾ったから受けとってくれ』と言って〈青の薔薇十字団〉に接触してきただろうが。なんだってそんな変な噓をついた？　答えないと、俺はこの最新鋭の銀弾を誤射するかもしれないぜ」

「いいぜ、やってみな。俺様はこう見えて、本気で遊ぶのは好きだからな」

「まだ拷問が足りないのか」

　ため息じみた口調で、ラゼリオンが短く口を挟む。

　ついさっき私に叩きのめされただろうが──という、彼にしては露ろ骨こつな侮ぶ辱じよくの意図が、言外に読みとれた。一見、普段どおりの冷静さを取り戻したようにも見えるが、アイスグリーンの瞳には未だ底知れぬ光がみなぎっている。

　セシアは彼女のメイドを抱えたまま、今の会話を反はん芻すうしてみる。イロンシードが変な噓をついたのは──。

　──要は、噓をつく意味があったから？

　そこまでは理解できたけれど、イロンシードが狂博士殺害の事実を隠すことでなんの得があったのか、その理由が見当もつかない。この焰色の髪の魔王子は、瑣さ末まつな罪を隠いん蔽ぺいするよりも、むしろ自分のしでかした悪事を誇こ示じするのが好きそうに見えるのに。

　イロンシードは薄ら笑いを浮かべてはいるが、相変わらず答えようとはしない。奇妙な余裕はなんとも不気味だ。

　息詰まるような沈黙がしばらく続いた後で、おもむろにラゼリオンが口を開いた。

「──時に、シリウス＝トゥルーナイト。あなたは気の長い方か？」

「そう見えるか？」

「見えないが一応確認のために質問した。ではすぐに本題に入らせてもらうが、フランケンシュタイン博士の件が気がかりなら、この往おう生じよう際ぎわの悪い男に口を割らせることよりも、博士の屍体をもう一度調べ直すことを先にした方がいい」

「……なんだって？」

　シリウスがきつく眉をひそめる。意味がつかめず、セシアも同じ表情になった。

　二人の視線を受けたラゼリオンは顎を引き、そしてはなはだ不吉な言葉を付け足した。

「ヴィクトール＝フランケンシュタイン博士が私の推測どおりの人物なら、もしかすると非常に厄介なことになるかもしれない」
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　悪魔たちの仮面舞踏会が開かれた、その夜――。

　研究者たちのいない〈ファウスト〉本部地下室『火の間』の、凍こおりついたような闇やみの底で、本来ならばありえない物音が生じていた。

　生きているもの・動くものは蟻あり一匹いないはずの、静せい謐ひつな空間に安置された漆しつ黒こくの棺ひつぎ。

　その中から、外の気配を探さぐるように、蓋ふたをノックする音が響いたのだ。

　こつこつ、こつこつと数度繰り返し、その後に続いたのは、ガタゴトと棺そのものが揺れる音。まるで硬く閉ざされた殻からの中から雛ひなが生まれるかのよう。程なくして、蓋がずれ、石の床の上へとすべり落ちる。

　そうして棺から、完かん璧ぺきな紳士の装よそおいに身を包んだ男が起き上がった。死んだはずの男が。

　四よ十そ路じ前後に見える、やや癖くせのある顔立ち。定じよう規ぎで整えたかのような髭ひげ。年齢を感じさせない漆黒の髪をかき上げる仕草は、ここにいない誰だれかの視線でも意識しているかのように、妙に気取っている。

「ここが夜の世界で噂うわさの〈ファウスト〉か。思いのほか、静かだな」

　くるくると指で器用にシルクハットを回しながら、男は棺の外に出た。

　久しぶりに味わう空気は、乾いた骨に似たにおいがした。もう片方の手で黄金の懐中時計を取り出すと文字盤を一いち瞥べつし、男はのんびりと呟つぶやく。

「おや――私としたことが、少々寝過ごしてしまったか。殿下に叱しかられてしまうかな」

　さっきつながったばかりの首を手でさすりつつ、老ろう獪かいな笑みを浮かべ――。

　外に出る前に、死んでいた時の彼と一緒に棺に納められていた愛用のステッキを忘れずに拾った。真しん紅くの石を抱く黄金の蛇へびの装飾が手元にあるそれは、男にとって特別な品だ。

「殿下に見まみえる前に、まずは私の紅あかい鳥を捜すか。嗚あ呼あ、『夜よるの女じよ王おう』陛下にもご挨あい拶さつとお礼をせねばならぬな。……いや、しばらく死んでいると、用事が溜たまって実に大変だ」

　蘇よみがえった男――ヴィクトール＝フランケンシュタイン博士は、なんとも言えぬ解放感の中で、しみじみと独ひとりごちた。にぶく輝く黄金の瞳には、渇かつ望ぼうの色のみがたたえられていた。











〈ｆｉｎ〉













あとがき






　こんにちは、あるいははじめまして。木き村むら千ち世せと『アルビオンの夜よるの女じよ王おう』第四弾です。

　実はシリーズ開始前は三冊でまとまるように全体の構成を考えていたのですが、応援してくださった皆様のお蔭で、脳内だけに隠しておいたいろいろなキャラクター設定を書けることになりました。ありがとうございます！

　威い厳げんを保つヒマもない女王と、彼女と仲よしな世界三大モンスターズ、冷徹お茶目な悪魔、正体不明執事、雑言しか言わない少年魔術師と彷徨さまよう「大魔都」ロンディニウムの物語。イラストだけ見ていればかっこいいのに、アレ？　という残念なキャラクターたちを、お読みくださった方に楽しんでいただけたら何よりです。そのために書いてます。




　いったん仕切り直しということで、今まで踏みこまなかった部分にタッチしつつ、新登場は好色残忍な二番目の魔王子と、アクション映画から飛び出してきたようなお兄様と、おそらく人間の友達がいない狂博士と、無自覚なお色気魔女のメイドさんが登場です。

　……羅ら列れつするとカオス。今さらですが。

　前作『アストフェルの舞姫』では「こういう兄なら邪魔にはなるまい」という穏おだやかな義兄を登場させたつもりだったので、今作の義兄は愛が重くて鬱うつ陶とうしい俺様にしてみました。二番目の魔王子が肉食系俺様なせいで、なんとなく兄貴祭り＋俺様祭りのような気もします。




　本編の補足のような、明日から使えるかもしれないと思わなくもないような小ネタなど。

　今回は裏テーマが「ティータイムとお花」だったので、そのうち家を潰しそうな量の蔵書と資料の中からジャンルからそちら系の本を探したのですが、紅茶はテイーバッグで十分です派の自分にも新鮮なネタが多かったです。

　イギリスの紅茶もルーツは中国紅茶なのですが、楽しみ方の工夫が両国でまったく違うのがおもしろいですね。中国では基本的に砂糖やミルクは入れないし、茶葉を花の形にした「紅べに牡ぼ丹たん茶」をガラスポットに入れて紅茶そのものの色や形を眺めて楽しむのに対して、イギリスではティーセットの美しさをめいっぱい追求したとか。

　確かにイギリスのティーセットは、宝石か芸術品かというアイテムばかり。アフタヌーン・ティーの代名詞・ティースタンドは、狭いテーブルでもたくさん食べ物が置けるようにと考案されたそうです。自分はお茶菓子としてはワッフルとマドレーヌが好きです。

　さらにイギリスにとってのティータイムは社交の場、そして女性にとってはマナーとおもてなしの能力が試される場で、女子はお茶会のおもてなしが一人前にできないと──つまり、他人への思いやりがないと、お嫁よめにいけないと言われたとか。

　そんなわけでこの作品の主人公も、料理の腕は微妙だけど、ティーメイクは完かん璧ぺきにできるという設定です。……実際お嫁にいく気があるのかどうかは、本編をお読みいただくとして。




　ここからは謝辞を。

　いつもお世話になっております、担当さま。いつも当初のプロットから本編がずれまくりで申し訳ありません……。私が楽しくお仕事ができるのは全面的にあなた様のお蔭です。

　いつも世界観を丁寧に描いてくださってありがとうございます、イラスト担当のこうじま奈な月づき先生。腹の立つ肉食系男子まで男前で、たいへん目の保養でした！　吸血鬼の眼帯はどっちだっけ、などと自分で自分の設定を忘れるたびに先生のイラストにお世話になっています。

　校正さまをはじめ、この本が出版されるにあたってご尽力くださった方にもお礼を申し上げます。いつも『アルビオン』の世界を支えてくださり、とても光栄です。

　そして、読者様。お読みくださるあなたのための私と作品たちです。よろしければ、これから拙せつ作さくにお付き合いくださいませ。そう、紅茶などを片手に。




　それでは、またお会いできる日が来ることを祈りつつ──。


木村千世
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　薔ば薇らは赤く　すみれは青い

　砂糖は甘く　そして、あなたも






　……というマザーグースが、『昼ひるの女じよ王おう』クローディアは大嫌いだ。苦い水薬より嫌いだ。

　特にバレンタインの日が近づくと、見たくもなくなる。

　バレンタイン・カードに添える定番の詩だから、国内の貴公子たちからまるきり似たような文面のカードと、愛を意味する赤い薔薇がアルビオンの少女王に寄せて届くのだ。違うのは送り主ぬしとカードの書体くらいなものだ。正直、見み飽あきてくる。

「誰だれもかれも『砂糖は甘く、そしてあなたも』。──たまには違う詩にするくらいの工く夫ふうが見られないものかしら。そしたら、デートしてさしあげてもいいのに」

　猫脚のティーテーブルの前で、クローディアは皮肉めいた口調でこぼした。

　栗くり色の天てん板ばんの上には、書きかけのバレンタイン・カード。お茶をそばに、側近や顔見知りの貴公子たち、父である宰さい相しよう、王家と血縁のある貴族宛てに用意してもいるのだ。

（……ノルマが多すぎるわ。かといって書かないわけにもいかないし、毎年困りものね）

　あまり調子に乗らせると面倒だが、心と忠誠を捧ささげさせて彼らの能力を国のために使わせる程度には気を引いておく必要がある。普段はかなりつれない態度で焦じらしているから、バレンタインくらいは「あなたのことも嫌いではないのよ、でも……」云うん々ぬん、コケットリーという名の飴あめを与えねばならない。

　特に今年はクローディアが「恋人」を作ったから、皆、動揺しているそうだし。

（やっぱり、セシア姉様宛てのを最初に書いてしまったのは失敗だったかしら）

（最後のお楽しみにとっておいた方が、やる気が保てたかも……）

（そういえば姉様には、誰からカードが来るのかしら）

　美人で気立てもいいのに、あの双子の姉はどこかにぶく、男心に無む頓とん着ちやくなように思う。男性に媚こびるなんて考えてもいないし、同じ女性に対してまるで王子様のようにふるまうことさえある。クローディアは我が姉ながら心配になることが多い。

　いつかセシアを巡って争奪戦が起きる気さえする。まあ、それなら最後にはわたくしが勝つから大丈夫だけれど。などと優雅な顔で黒いことを考えていると、ノックが聞こえた。

「レオナルド＝ヴァロンです」

　続く声に、クローディアは一瞬身を硬くしてしまう。

　白薔薇の騎士──近この衛え騎士を束たばねる、うるわしの団長、レオナルド＝ヴァロン。

　金髪碧へき眼がんの神がかった美青年で血統もよいのに、堅かた物ぶつな上に説教が多くて、奔ほん放ぽうなところのあるクローディアとは相性のよくない青年だ。純然たる嫌がらせで恋人のフリをさせたのはなかなか楽しかったのだが、最近はちょっと顔を合わせづらい。

　聖せい誕たん祭さいの夜、泣き顔を見られてしまってから。

「──お入りなさい」

　だが避さけているだとか意識しているとか思われるのは癪しやくなので、意地っ張りなクローディアは努めて無関心そうな声を作ってみせた。

　執務室に音もなく入ってきたレオナルドは、異状がないか、いつもどおりの確認をすると、さらりと去っていこうとする。

　それが、彼の声だけで少々動揺してしまったクローディアには、妙に悔くやしかった。

　非の打ちどころのない彼を「レオ様」と呼んでもてはやす女性たちには申し訳ないが、クローディアにしてみれば、レオナルドのこういうそつのないところに腹が立つ。……聖誕祭の時のことを忘れてくれているなら、それでいいのだけど。

（でも、絶対にそうじゃないわよね。英明な近衛騎士団長閣かつ下かですもの）

　ストレスがたまっていたせいもあって、久々に嫌がらせをしてやりたくなった。

「お待ちなさい、ヴァロン卿きよう。どうせお暇ひまでしょう？」

「暇ということはありません」

「ならばこう言い換えましょう。警護をするついでに、わたくしの手伝いをなさい」

　つん、と顎あごをそらして命令してやれば、生き真ま面じ目めな白薔薇の騎士は、やや苦い顔で従う。

　シンプルだがラインの美しい純じゆん白ぱくのドレスをまとう少女王と、騎士服をかっちりと着込んだ貴公子。どちらも澄すんだ金髪で、並ぶとまるで絵のようだと言われる「恋人同士」だが、彼らがふたりきりでする会話はロマンスには程遠い。

　なにしろ、偽いつわりの恋人なので。

（でも──）

　砂糖のように甘くない、むしろドライなやりとりが、本当のところクローディアには小気味よくもある。かしずかれ、賛さん辞じばかり浴あびせられるのは退屈なのだ。

（でも別に、この石頭が好きというわけではないわ。ただ、他よりは少しマシで楽しめる余地があるというだけのことよ）

　内心、誰にともなく言い訳をしてしまう。何をしているのかしら、わたくしは。

　一方、向かいの席に腰を落ち着けたレオナルドは、命じた作業に淡たん々たんと没頭している。彼が剣術の鍛たん錬れんをしているところを以前見る機会があったが、やはり黙もく々もくと打ちこんでいたので、飛び抜けて集中力が高いタイプなのかもしれない。

　が、こちらがなんとなく意識してしまっているのに、レオナルドがさっさと無の境地にはまっているのを見るのは、正直おもしろくなかった。手伝わせて失敗だったかしらと、機械的に詩を書きながら後悔していると。

「──陛下。カードをこのまま封筒に入れるだけでよろしいのですか？」

「何かアレンジする方法でもあるの？」

　レオナルドの不意の質問に、クローディアはついつい身構えながら訊き返した。

　彼女が書いたカードに封をするという役目を仰せつかった騎士は、まだ何も書いていない紙を一枚拝借すると、

「こういう折り方もございますが」

　素早く紙を折りはじめた。男性らしい美しさの指が、魔法のように複雑な動きをする。

　目を奪われているうちに、一枚紙はみるまに可か愛わいらしいハートの形に折りあげられた。

「すごいわ」

　思わず得意の皮肉も忘れて感かん嘆たんのため息をついてしまうと、レオナルドはさらに。

「他には、このような形も作れます」

　星やリボン、ベリーの実、キツネといった折り紙の形が、次々に彼の指先から生まれる。

　まるで手品だ。紙を切ったり貼ったりせず、ただ折っているだけなのに、どうしてこんなことができるのかしら？

　当初の反発も忘れて、クローディアは彼女にしては素直に褒ほめてしまった。

「あなた、意外な特技があるのね」

「私の家庭教師が折り紙に凝こっていたのです。幾き何か学がくの勉強になるし、指先を動かしていれば頭もよくなるからと叩たたきこまれました。──狩しゆ猟りようやティータイムや夜会より、折り紙と鍛錬の方がずっと楽しいとは、今でも思っています」

「……根暗とは言われない？」

「つまらない男だとは言われているようです」

　陰では、ということか。一見非の打ちどころがないだけに、ちくちくやられていそうだ。

　とはいえレオナルド本人に、そうした評価を気に病やむそぶりはない。

（父様に似ているかもしれないわ）

　この国一番の有能なトーヘンボクと言われて久しい、父である宰さい相しようダニエルを想そう起きする。

　あまり有力でも伝統があるわけでもない家柄から先代女王の夫に選ばれたダニエルは、当初かなりきつい論調で腐されたそうだ。ただの仕事熱心で、酒も煙草たばこも苦手な朴ぼく念ねん仁じんということが知られてからは、むしろ信奉者の方が増えたらしいが。

（あと……少しだけ、ほんの少しだけ、セシア姉様にも似てるかも）

　本当に本当に少しだけ重なったのだ。

　華はなやかな容姿のわりに、中身はごく普通の人間らしくて、どことなく不器用なところが。

　ああ、そういえばこの白薔薇の騎士からプライベートな部分を聞くのは初めてだったわ。

　今さらのように気づきながら、クローディアは彼へと小首を傾かしげてみせる。

「他に、おもしろいアレンジの仕方はあるかしら？　ヴァロン卿」

「──そういえば、替え歌が一部で流は行やっていると部下に聞きました」

「替え歌？　マザーグースの？」

「左さ様ようです。このように」





　薔薇は赤く　すみれは青い

　砂糖は甘く　あなたの唇はもっと甘い






「……別に私が考えた替え歌ではなく、流行っているものの一例ですので」

　紙に書かれた替え歌を見て、クローディアが明らかに辟へき易えきとした表情になったのを見ると、レオナルドはとりなすように言った。

「わかっています。あなたは、このように甘い文句とは無縁でしょうからね」

「無縁とまで言われると、男として複雑なのですが」

「無縁ではないの？」

　彼女にもっとも似合う小悪魔の微笑ほほえみでからかえば、レオナルドは黙もく秘ひを貫く。やはり顔のわりに女性関係には恵まれないようだ。

　一ラン、点数をとりました。

　クリケットの試合みたいに脳内で楽しくカウントしながら、クローディアはさらなる攻勢に転じてみる。

「ではバレンタインには、わたくしがあなたにカードを送りましょう。こんなふうに」

　にこりと笑うと、一枚の紙に替え歌を書いて、レオナルドに見せたのである。





　薔薇は赤く　すみれは青い

　砂糖は甘く　でも、あなたのことは大嫌い






　天使の笑顔の下に、レオナルドの反応を少しどきどきしながら待つ心を隠してみる。

　彼はなんとも言えぬ表情でつかのま考えると、クローディアの文字の下にこう書いた。





　薔薇は赤く　すみれは青い

　砂糖は甘く　あなたの涙の味も、きっとそう






　聖誕祭の夜のことにさらっとふれられて、今度はクローディアの顔が引きつった。──忘れていてくれてよかったのに！

「では、近衛騎士団の打ち合わせがありますので、私はこれにて失礼を」

　とっさに反撃が思い浮かばなくて──こんなのは初めてのことだ！──固まったクローディアを後しり目めに、レオナルドは憎にくらしいほど澄ました顔を保ったまま、腰を浮かせる。

　次に機会があったら、絶対にやり返してみせるんだから！　とクローディアは内心大いに憤ふん然ぜんとしながら決意するが。

「ですが、最後にひとつだけ。──私は、陛下が私のことを嫌いでも一向に構いません」

「…………」

　急に真しん摯しな声を聞かされて、クローディアはあまりの不意打ちに鼓動を乱す。

　大嫌いというのは、嫌いという意味じゃなくて、と変な言い訳がしたくなったけれど、結局意地が邪魔してできない彼女の頰ほおに、レオナルドの穏おだやかなまなざし。

「ですが、次に泣きたい気分になられた時は、どうか事前に私に教えてください。私以外の者には見られないように、厳重に見張りをいたしますので」

「～～～～～ッ!!」

　あやうく紅茶のカップを引っくり返すところだった。

　レオナルドの気配が遠のいた後も、クローディアはしばらく動けなかった。

　なんなのあの騎士は。からかっているわけではなく、おそらく、いや絶対に本人は大真面目にやっているのがわかるから尚更悔しい。あんな天然物に、わたくしが長年みがいてきた腕を破られるなんて！

「……ふっ。記念すべき日ね」

　しばしの葛かつ藤とうののちに復活したクローディアは、自じ嘲ちようをこめて呟つぶいた。

　いつも異性を翻ほん弄ろうしてきた『昼の女王』が、この日初めて、完敗を喫きつしたのだ。

　軽く頰をふくらませてみたけれど、決して不愉快な「負け」ではないのが、クローディアは我われながら不思議だった。

（──でも次は、わたくしが勝ってみせるわ）

　絶好のチャンスがある。本番のバレンタイン・デーで、本当にあの「偽ぎ装そうの恋人」にカードを渡せばいいだけのこと。

　さて、どんな替え歌が、意外に手ごわいあの白薔薇の騎士を動揺させられるかしら？

そうして『昼の女王』の午後は、さまざまな替え歌で何枚ものカードを埋めていきながら、一番「攻撃力」の高いものを探す作業に費ついやされたのだった。











〈ｆｉｎ〉



















著者

木村千世

Chise Kimura




前回までこちらで語っていた俳優氏はおじさんですが、おじさんでない英国人俳優ももちろん大好きです。Ｓ・コネリーとＯ・ブルームは永遠の乙女の夢。執事にするならＡ・ホプキンス。家庭教師にするならＤ・シューリス。……やっぱりおじさん多いことに、今気がつきました。あ、Ｊ・ロウにも見惚れます。




■千年王国（Millenarism）

http://ckimura.web.fc2.com/










イラスト

こうじま奈月

Naduki Koujima




この夏、愛犬を飼ってから初めての引っ越しをします。

こやつが新しい家に慣れてくれるのか不安。
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